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: •電源を「入」にしたとき 

電源を入れたあと、画面が表示されるまでに少し時間がかかり 
ますが、そのままお待ちください。 

: ■本機の操作で「ねか5ない」「困った!」そんなときは… 

操作編の「困ったときは? J 53^や「総合 
さくいん•用語解説 J 画尹をご覧ください。 

V_ ) 


: ■必ず最初に本書の r ま全上のご注意 J を 
お読みください 。 ( I 6デ〜广9ザ) 
本書では r まを上のご注意 J ns 続 J r 設定 J 

などについて説明しています。 


；■ このたびは東芝ブルーレイディスクレコーダーを 
お買い上げいたださまして、まことにありびとラ 
ございます。 

お求めの ブルー レイディスクレ コーダーを 正しく 
使っていただくために、お使いになる前にこの「取 
扱説明書」をよ< お読み<ださい。 

お読みになったあとはいつち手元においてご使用 
<ださい。 
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本機を「楽しく」使っていただくために、「正しく」準備をすすめます。 
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はじめに . 

6 くじ . 

この取扱説明書内のマークの見かた . 

li 続の前に . 

付属品の確認 . 

各部の名前-本体背面 . 

ち全上のごま意 . 

アンテナ-テレビ•ネットワークとつなぐ . 

本機とア V = + をつ / T グ、、 

地上デジタル放送と BS •]] 日度 CS 放送のアンテナ端テび別々のとさは ........ 

各放送波の信号び混合されているとさは . 

本機とテレビをつなぐ . 

テレビの入力端テと画質について . 

HDMI 端テ付さテレビとつなぐ . 

映像（黄）端テ付さテレビとつなぐ . 

CATV チューナーをつなぐ . 

スカパー！チューナーをつなぐ . 

ネットワークとつなぐ . 

ネットワーク機能と設定について . 

ブ□ー ドバンド常時接続環境につなぐ . 

本機とネット de ダビング/ネット de レック対応機器やパソコンを直接つなぐ 
ネットワーク機能の動作環境と制限-免責事項について . 

外部機器とつなぐ . 

AV アンプと接続する . 

テレビも AV アンプち 3 D に対応している場合 . 

TV は 3 D 対応だび、 AV アンプび 3 D に対応していない場合 . 

USB 機器とつなぐ . 

USB キーボード . 

AVCHD 方式のビデオカメラ . 

USB HDD . 

USB HDD を接続する . 

USB HDD を登録/解除する . 

B - CAS カードとリモコンを準備ずる . 

B - CAS カードをセットする . 

U モコンび使えるように準備する . 

電源を入れる . 

電源コードを接続する . 

電源を入れる . 

「はじめての設定」について . 

r はじめての設定 J をする . 

受信でさる放送と必要な設定 . 

「はじめての設定」の操作のしかた . 

① 基本設定とレグヴ U ンク-コント□ーラ設定 . 

② ネットワーク機能の設定 . 

③ デジタル放送（地上 / BS •]] 日度 CS ) の設定 . 

④ 外部チャンネルの設定 . 

⑥時刻の設定と待機設定 . 

「はじめての設定」を表示する-やり直す . 

「はじめての設定」 QSlA . 
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その他の設定 . 

「映りが悪い」「ノイズが出る」などの場合は . 

テレビの画面比に合わせて TV 画面お状を設定する . 

接続した端子に合わせて設定する . 

接続した機器に合わせて、解像度を設定する . 

音声出力の設定をする . 

出力される音声の種類 . 

曰付と時刻を設定する . 

レグザリンク機能について . 

レグヴ U ンクとは？ . 

レグザ U ンクダビング . 

レグヴ U ンクダビングとは？ . 

デジタル放送 （ 地上/ BS • 110度 CS) 関連の設定をする . 

地上デジタル放送のチャンネルを設定する . 

初期スキャン . 

再スキャン . 

自動スキャン . 

手動でデジタル放送のチャンネ j レを変更/追加する . 

データ放送の設定をする . 

デジタル放送の簡易確認テストをする . 

B-CAS 力ー ドの登録番号を確認する . 

視聴年齢制限の設定 . 

地デジ難視対策衛星放送の利用 . 

デジタル放送用アンテナ関連の設定 . 

BS •]] 日度 CS アンテナ電源設定 . 

アンテナ出力切換設定 . 

デジタル放送用アンテナの調整や設定をする . 

スカパー！ / CATV チューナーをあとか!5つないだときは . 

番組表での設定を確認する . 

番組表で表示するチャンネルを追加/変更する . 

iNET 用 CH コード表 . 

ネットワーク機能の設定をずる . 

ネットワーク（イーヴネット）機能の利用設定をする . 

レグヴ IJ ンク.シェア機能（スマートフォンやタブレット PC で視聴する） 

レグヴ U ンク連携機器機能の設定をする . 

ネット de ナビの設定をする . 

ネット de サーバー HD 機能の設定 （DLNA 対応機器にタイトルを配信する) 

ソフトウ王アの更新について . 

U モコンの設定をする . 

本機の U モコンでテレビを操作できるようにする . 

複数の東芝レコーダーを使うとさの U モコン設定 . 


接続と設定 はじめに 
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裏表紙 


もくじっヴを 


ご注意と参考資料 . 

使用上のお願い . 

免責事項について . 

内蔵八ードディスク （ HDD)、USB HDD および 
BD / DVD ドライブについての重要なお願い . 

参考«料 . 

言語コード表 . 

本機で使われるソフトウエアのライセンス情報 . 

本機で使われるフ U —ソフトウエアコンポーネントに関する 
エンドユーヴーライセンスアグ U —メント原文（英文） ...... 

商品の保証と アフターサービス . 

商品のお問い合わせに関して . 


この取扱説明書巧のマークの見かた 


機能などの補足説明、参考にしていただきたい 
こと、制限事項などを記載しています。 

取扱上のお願いを記載しています。 


取扱上のごを意を記載しています。 

関連する内容び記載されているページの番号を 
しています。 


参 この取扱説明書に記載されている画面表示は、実際に表示される画面を簡略化していたり、文章表現などび異なつたりする場合びあり 
ます。画面表示については実際の画面でご確認ください。 
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はじめに 


接続の前に 


付属品の確認 


ワイヤレスリモコン/1個 （単四形乾電池/2個） 


B - CAS 力ード/1枚 




B - CAS カードは デジタル放送受信契約のための受信者 ID 
カードです。本機の B - CAS カードス□ット巧!^ に差し 
込んでください。 


同卽ケーブル （75 0) /1本 


映像.音芦接続コード/1本 




• 取扱説明書準備編（本書）/1冊 • 取扱説明書操作編/1冊 • おたすけガイド/1冊 
• BS • 110度 CS デジタル放送受信契約申込書一式 


各部の名前-本が背面 


目 S • 110度 CS アンテナ端子地上デジタルアンテナ端子 
[10 デ J 11 デ 110ザ、 ph ミ114デ 


入力端子 

「14デ J 15デ 


US 目端子 （ HDD 専用) 
飯 



電源コード 

励 


C 


爲參感 を 


©参 感马 



1 ドリ K 

6 

1 

'}-mi 

■ HDf 

出力 J L 




ビットストリーム/ 
PCM (光）端子 
顧 


出力端子^ 

厮、应 


LAN 端子 

臨顧 


HDMI 出力端子 
[13 ぞ119式日0ザ 


〇 


11 


0 


接続と設定 はじめに 


※赤と白の端子は、出力端子【ち】【左】です。 
この端子から出力される音声の種類は、「出力 
される音声の種類」をご覧ください。巧^ 


3 D 巧応テレビは、 
ここに接続します。 


5 








































































































































はじめに〜最初に必ずお読み<ださい〜 

まを上のご注意 


製品本体および取扱説明書には、お使いになるかたや他の人への危害と財産の損害を未然に防ざ、安全に正し<お 
使いいただ<ために、重要な内容を記載しています。 

次の内容（表示•図記号）をよく理解してから本文をお読みになり、記載事項をお守りください。 


■表示の説明 


表 巧 

表巧の意味 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、人び死 t または重傷(*1)を負ラことび想定されること"を示 
します。 

八ミ主意 

"取扱いを誤った場合、人び軽傷(*2)を負うことび想定されるか、または物的損害(*3) 
の発生び想定されること"を示します。 


*1 :重傷とは、失明やけび、やけど搞温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るもの、 


および治療に入院-長期の通院を要するものをさします。 

*2 :軽傷とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび•やけど•感電などをさします。 
*3 :物的損害とは、家屋•家財および家畜•ペットなどにかかわる拡大損害をさします。 


■図記号の例 


図 記号 

図記号の意味 

0 

禁止 

の" は、 禁止 （してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 


"♦"は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。 

具体的な指示内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 

A 

"公"は、 ま 意を示します。 

具体的な注意内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 


A 警告 


異常やが障のとを 


次のときは、ただちに電源プラグを巧く 

•煙が出ていたり、変なにおいがしたりずるとさ 

•内部に水や異物がはいったとき 

•落としたり、丰ャビネットを破損したとき 

•電源コードが傷んだり、電源プラグが発熱したりしたとき 

そのまま使用すると、乂災•感電の原因となります。すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントから抜 
いて<ださい。発煙•発熱などび治まったのを確認後、お買い上げの販売店にご連絡のうえ、点検•修理 • 
交換をご依頼ください。また、キャビネットび破損したままで取り扱うと、けがのおそれびあります。 


运 

プラグを巧け 
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使用ずるとを 


電源コードは 

•傷つけたり、延長するなど加工したり、加熱し 
たり（熱器具に近づけるなど）しない 
•引っ張ったり、重いものを載せたり、はさんだ 
りしない 

参無理に曲げたり、ねじったり、束ねたりしない 

义巧•感電の原因となりまず。 

禁止 

修理•改造•分解はしない 

乂災-感電の原因となります。 

内部の点検-調整および修理は、お買い上げの vV 
販売店にご依頼ください。 分解禁止 

ディスク挿入□や通風□などか6異物を入れない 

ステープル、ク U ップなどの金属類や紙などの 
燃えやすいちのび内部にはいった場合、 火災. 

感電の原因となります。特にお子様のいるご家 異物挿入禁止 
庭ではご注意ください。 

雷が鳴りだした6、本機-電源コード-アンテナ 
線および本機に接続した機器やケーブル•コード 
に触れない ， 

感電の願となります。 

接触禁止 

可燃性ガスのエアゾールやスプレーを使用しない 

清掃や可動部の潤滑用など、可燃性ガスを本機に 

使用すると、噴射される可燃性ガスび本機の内部 1 V ) 

に留まり、モーターやスイッチの接点や静電気の 

火巧び引乂して、爆発や乂災び発生するおそれび S ^ 

あります。 


お手入れについて 


ときどき電源プラグを巧いて点検し、プラグやプラグの取付面にゴミやほこりが付着している場合は、 
をれいに掃除ずる 

〇 

指示 


「安全上のご注意」を 「使用上のお願い」ち「安全上のごを意」同様に、 

お読みになつたあとは 必ずお読みください。 


A 警告 


電源プラグは交流1 00 V のコンセントに接続ず 
る 〇 

交流100外を使用すると、乂災•感電の 
原因となります。 肖，韦 

本機はコンセントか6電源プラグが抜きやずいよ 
うに設置ずる 

万-の異帛や故障のとき、または麵亂細し WW 
ないときなどに役立ちます。 肖，韦 

ぐ S つく台の上や傾いた所など、不安定な場所や 
振動のある場所に置かない ぐ 

本機び落ちて、けがの原因となります。 1 ^ 

禁止 

屋外や風呂、シャワー室など、水のかかるおそれ 
のある場所には置かない 

乂災-感電の原因となります。 

風呂、シャワ - 
室での使用禁止 

上にちのを置かない iCN 

金属類や、花びん-コップ-化粧品などの液体び内部にはいった場合、乂災-感電の原因となります。 

重いものなどび置かれて落下した場合、けがの原因となります。 上載せ禁止 


設置ずるとを 


接続と設定 はじめに 


電源プラグの絶縁低下によって、乂災-感電の原因となります。 
また、接触不良による故障の原因となります。 

(電源プラグは待機状態のときに抜いてください。） 






















はじめに〜最初に必ずお読み<ださい〜 

まを上のご注意 っヴを 


A 注意 


設置ずるとを 


風通しの悪い場所に置かない 

内部温度び上昇し、乂災の原因となることがあ iCN 
ります。 V N / 

• 壁に押し]けないでください。 

•押し入れや本箱など風通しの悪い場所に押し 
込まないでください。 

-テーブルク□スやカーテンなどを掛けたりし 
ないで < ださい。 

-じゅうたんや布団の上に置かないでください。 

-あお向け • 横倒し’逆さまにしないでください。 

湿気-油煙-ほこりのをい場所に置かない 

加湿器•調理台のそばや、ほこりの多い場所な 
どに置くと、乂災•感電の原因となることがあ V 
ります。 

底面の内部冷却用ファンおよび側面の通風孔をふ 
さがない 广 

内部温度び上昇し、乂災の原因となることがあ 1 〇 
ります。 

温度の局い場がに置かない 

直射日光のあたる場所-閉め切った自動車内- 
ス1-ーブのそばなどに置くと、 火災 .感電の原 
因となることびあります。また、破損、その他 
部品の劣化や破損の原因となることびありま 
す。 

高い場所に設置しない 

本機び落下した場合に、けがの原因となるため、 

高い場所には設置しないでください。 V 

禁止 


使用するとき 


移動させる場合は、電源プラグ-外部との接続線 
をはずず 

電源プラグを抜かずに運ぶと、電源コードび傷 
つき乂災 • 感電の原因となることびあります。 

接続線などをはずさずに運ぶと、引コかかるな 
どして、けがの原因となることびあります。 

電源プラグを巧くときは、電源コードを引っ張っ 
て巧かない 

電源コードを引っ張って抜くと、電源コードや A A 
電源プラグび傷つき、乂災•感電の原因となり 
ます。電源プラグを持って抜いてください。 

めれた手で電源プラグを巧を差ししない 

感電の原因となることびありまず。 

めれ手禁止 

旅行などで長期間不在の場合は、安全のため電源 
プラグをコンセントか 6 巧く 座^ 

万一故障したとさ、乂災の原因となることがあ 

りみす。 プラグを巧け 

電源を入れる前には音量を最ルにする 

電源を入れる前には、接続しているアンプなど 
の音量を最ルにしてむいてください。 突然大き wm 
な音び出て聴覚障害などの原因となることがあ 
ります。 " 

テレビや才ーデイオシステムの音量を上ばずぎない 

音量を上げすざると、耳への刺激で聴覚機能に 
悪い影響を与えたり、ご近所の迷惑になります 。V V 
特に夜間は、曰中よりも音量を下げるようにし 
て < ださい。 

ひび割れ、変お、または接着剤などで補修した 
ディスクは使用しない 

ディスクは本機内で高速回転しますので、飛び V V 
散ってけびや故障の原因となります。 ^ 止 
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3 D 映像を見るとき 


本機で 3 D 映像を楽しむときには、 m 下の注意事項をお守りください。 

3 D 映像視聴の際には、 3 D 巧応テレビ（ディスプレイ）および 3 D 巧応メガネの取扱説明書などに 
記載の説明事項-注意事項も十分ご確認のうえ、これ6の事頂を守って視聴してください。 


てんかんの可能性がある人、光過敏の既往症のあ 
る人、ぶ \ 臓に疾患のある人、体調の悪い人は 3 D 
映像を見ない _ 

症状悪化の原因となることびあります。 /x ^ 

禁止 

近視の人、遠視の人、左ちの視力が異なる人、乱 
視の人は、視力矯正メガネなどの着用で視力を矯 
正したうえで 3 D メガネを着用ずる 

勧を矯正しないで 3 D 映像を見ると、目の疲 ■ A 

れや、勧びより低下する願となることびち 

ります。 指示 

画面（映像）か6適正な距離で視聴する 

近づいて視聴すると、目の疲れや視力低下の原 
因となることびあります。使用するテレビ(ディ 
スプレイ）の取扱説明書などで推奨される距離 
で視聴するようにしてください。 

長時間の視聴は鄕す、適度に休憩をとる 

長時間の視聴は目の疲れの原因となることびあ 
ります。 

指示 

3 D 映像が二重の映像に見えたり、立体感が得6 
れなかつたりした S 、 見るのをやめる 

そのまま見続けると目の疲れの原因となること 
びあります。 WW 

指示 

3 D 映像を見ているときに、感覚に異常を感じた 
り、疲れを感じたり、気分が悪くなったりした 
ときは、見るのをやめる 

そのまま見続けると体調不良の原因となること 
びあります。 指示 

3 D 映像の視聴年離は目歳 m 上を目安にずる 

お子様び 3 D 映像を視聴する場合は、保護者の 
ちの管理のもとに、視聴の可否判断や時間制限 
などをしてください。 

周囲の人や物に注意ずる 

3 D 映像で距離感を誤って手を伸ばしたり、 yA 

3 D 映像を実際の物と間違えて急に身体を動か [W 
したりすると、周囲の人にけがをさせたり、周 注 胃 

囲の物を壊してけびをしたりする原因となるこ 
とびあります。 

周囲に壊れやすいちのを置かないようにしてく 
ださい。 
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「安全上のご注意」を 「使用上のお願い」ち「安全上のごを意」同様に、 

お読みになつたあとは 必ずお読みください。 


A 注意 


リモコンに使用している乾電池は、 

•指定必外の乾電池は使用しない 

•極性[〇と©]を間違えて挿入しない 

•充電•加熱•分解したり、ショートさせたりしない 

•乂や直射日光などの過激な熱にさ5さない 

•乾電池に表示されている「使用推奨期限」を過ぎた乾電池や、使い切った乾電池はリモコンに入れて 
おかない 

•種類の違う乾電池、新しい乾電池と使用した乾電池を混ぜて使用しない 


これらを守らないと、液もれ•破裂などによって、やけど•けびの原因となることびあります。 

わし、液び皮膚やあ類に付いたとさは、すぐにされいな水で洗い流してください。液び目にはいったとさは、す 
ぐにされいな水で洗い、眼科医の治療を受けてください。 

器具に付着した場合は、液に直接触れないでおさ取ってください。 


Q 


禁止 


使用するとをつづを 


接続と設定 はじめに 

















アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

本機とアンテナをつなぐ 


地上デジタル / BS -]] 日度 CS デジタル放送など、ご利用になる放送に合わせて、必要なアンテナとつなざます。本機とつな 
ぐテレビの取扱説明書ちご覧ください。 


接続する前に、各機器の電源プラグを、コンセントか!5巧いてください 



《 接続するとさは、必ず本機および接続するテレビやモこターの電源を切り、電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 

《 電源プラグは、すべての接続び終わってから、コンセントに接続してください。区 3 デ 


地上デジタル放送と己 S • 11日度 CS 放送のアンテナ端子が別々のときは 



壁などのアンテナ端子 


固 


BS • 110度 CS デジタル放送 
共通アンテナ 




巨 S • 11日度 CS デジタル放送対応 
同軸ケーブル（市販品) 


本機背面 



同軸ケーブル（市販品） 




地上デジタル放送対応 
UHF アンテナ 


※地上デジタル放送をアンテナで 
受信するには、対応した UHF 
アンテナが必要です。 




BS-11 〇脱 

化上デジタル 

〇 

感♦感 f 

映が 右 左 ■ 

H 

■むトストト顯I 

■ HDMI 出力 ■ 

U 

■ LAN — 

(HDD き風 

"叫 

一 USB — 

圆 

夕 ] {テレビへ} ■ん お ■ 

0圆 

出ブ 心へ） mXSsmSM 


巨 S • 11日度 CS デジタル放送対応 
同軸ケーブル（市販品) 




同軸ケーブル 

(付属品） 


びンテナから） 

BS ‘110 度 CS デジタル 
■ アンテナ入力 ■ 


(アンテナから） 

地上デジタル/アナ□ヴ 
h アンテナ ( VHF / UHF 从力 d 


r 



と巧公を 化旅おの受-信 il ち 関 ち^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^ 

詳しい情報は、じ I 下のホームページをご覧ください。 （2 日] 2年2月現在） 

• 総務省地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター 

ホームぺーシ http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/joho_tsusin/dtv/index.html 

ナビダイヤル…〇已 70-07-010] / IP 電話などでつなびらないちは…03-4334-] ]]] 

を曰 I を前9時〜午後9時を曜、曰曜、祝曰を前9時〜午後6時 ] 


※各 放送波用アンテナの設置などについては、 P ぶ売店やアンテナ設置業者にご相談ください。 
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を放送液の信号が混をされているとまは 


アンテナ端テび一つで、地上デジタル / BS -]] 日度 CS 放送の信号び混合されているとさは、分波器を使います。 

壁などの BS • 1 loses 



磯 




> 平行フィーダー線は、受信障害の原因になることびあるので、使用しないでください。 

> 同軸ケーブルび F 型コネクタータイプのときは、本機につなぐときに工具を使って強く締めつけないでください。 

ぶ S • U / V 分波器-分配器は、金属シールドタイプ(亜鉛ダイカスト製など)で11日度 CS 帯域 (21 已日 MHz ) まで対応の、電流通過型の 
ちのをご使用ください。詳しくは、販売店にお問い合わせください。 


110度 CS デジタル放送では… 

スカパ ー ！ ©2 が全69チヤンネルを放送中 




《2012年2月現在の情報です。 


お申し込みは 〇已 70-088-666 

PHS • IP 電話のお客様は045 -339-0006 
受付時間10:00〜20:00 ( ip 中無休） 

※番号はおかけ間違いのないよラにお願いいたします。 

http :// www . e 2 sptv . jp / 



接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 


11 






























































































アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

本機とテレビをつなぐ 


テレビの入力端子と画質について 


映像をよりきれいにご覧いただいたり、八イビジョン映像をそのままきれいな画質でお楽しみいただくには、 「 HDMI 端子」 に 
対応しているテレビなどにつなぐことをおすすめします。 

本機とつなぐテレビの取扱説明書もご覧ください。 


接続するテレビや 
モニター などの機器 



本機とつなぐには、ち図のような、 
「 HDMI 入力」や「入力1」といった、 
入力端テび必要です。 

HDMI 端テを使って接続する場合 
は、専用ケーブルを用意してくだ 
さい。 


入力端モ ■ 必要なケーブルやコード I 画質について 



入力] 


も（ホ） ホ泊） 映橡横） 

参感感 

I—语声)一I (コンポジット） 


do) - <ap 

HDMI ケーブル（市販品） 



映像-音芦接続コード（付属品) 


よりされいな高画質で 
お楽しみいただけます。 


標準的な画質で 
お楽しみいただけます。 


映像.音声接続コードでつなぐ場合は、本機とテレビを直接つないでください。 



► 


《 映像-音声接続コードを使って、本機からの映像をビ 

ィ - 1 - . 




デオデツキ、ビデオ内蔵テレビ、セレクターなどを通 

\ -1 




1 ノ Tr " 覧になるつピー防 1 卜機自到こよつ TTF 苗な日ホ 

本機 

ビデオデッキなど 

► 

.-■ ■ -、 

テレビ 

いし V _し/か/心 C _、一 1 \— ドノ J 1 1 '1 巧^ 円じ 1 し- CTn し II 巧 

像にならないことびあります。 
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HDMI 端子付をテレビとつなぐ 


HDMI ケーブルを使って、対応する東芝テレビとつなぐと、「レグヴ U ンク」機能び使えます。 
詳しくは、139ザをご覧ください。 



• HDMI ケーブルは、 HDMI ajCHOmi) の表示びあるケーブルをお使いください。 

参 本機を 3D 対応のテレビに接続するとさは、 A イスピー ド HDMI ケーブルをご使用ください。 

• 本機に接続したテレビなどで、 ]080p (D 己)の映像信号を表示したい場合は、八イスピード HDMI ケーブルをご使用ください。 

(標準 HDMI ケーブルでは、正常に動作しないことびあります） 

参 レグヴ U ンク機能に対応しているテレビで録画した番組を、 LAN ケーブルを使わずに本機でブルーレイディスクへダビングしたい場合は、 
「イーサネ ッ ト対応」の HDMI ケー ブルをご使用ください。詳しくは、をご覽ください。 

参 本機の HDMI 出力端子とテレビやモニターの DVI 入力端テとを接続するとさは、接続する機器び著作権保護技術である HDCP 機能に対応して 
いることび必要です。ただし、接続した機器や出力映像によっては、映像表示に制限びあったり、表示されないことびあります。また、 HDMI 出力 
端テは、 VGA 入力端テとの接続には対応していません。 

参 HDMI は新しし很術です。今後、 HDMI のバージョンび変更になった場合、本機で対応できない機能び出てくることびあります。 


HDM し HDMI □コボよび High-Definition Multimedia Interface は、米国およびその他の国々における HDMI Licensing , LLC の商標 
または登録商標です。 


映像(黄)端子付きテレビとつなぐ 



接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

CATV チューナーをつなぐ 


LU 下は接続の一例です。 

実際の接続とご使用にあたっては、接続する機器や会社ごとに詳細び異なります。詳しくは、ケーブルテレビ会社にお問い合わ 
せください。また、チューナーの取扱説明書をお読み<ださい。 


CATV チューナー（セットトップボックス） 




•本 機はパススルーち式に対応しています。パススルーち式とは、 CATV 会社び地上デジタル放送を信号変換せずそのままケーブルテ 
レビに送るち式です。ご加入のケーブルテレビ会社びパススルーち式であれば、地上デジタル放送を本機で受信-録画できます。ケー 
ブルテレビ経由の地上デジタル放送は、本来の UHF のチヤンネルとは違うチヤンネルに周波数を変換して送られてくることびありま 


す。 
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アンテナ • テレビ • ネツトワークとつなぐ 


スカパー！チュ ーナー をつなぐ 


Lu 下は接続の一例です。 

本接続では、スカパー！チューナーのアナ□グ映像出力から標準 ( SD ) 画質での録画となります。 

実際の接続とご使用にあたっては、接続する機器ごとに詳細び異なります。チューナーの取扱説明書をお読みください。 


スカパー! HD チューナーか！ 5 A イビジョン画質で記録するには、「レグザリンク連携機器」機能を使いまず。 


インタ ー d 
ネット イ 






犯 


^ルーター など 


r 


スカパー！ HD 
巧応チューナー 


本機 


※本 機とスカパー！ HD チューナーをネットワークに接 
続し { hf 、「レグヴ U ンク連携機器設定」の設定をし 
てくださしバ [^7 デ、巧 1 デ〜 153 ザぺージ)。 

※操作について詳しくは、「スカパー！ HD 対応チュー 
ナーからの映像を記録する」（操作編 I 的デ〜 巧5 デ） 
をお読みください。 


スカ パー！チューナー 



接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

ネットワークとつなぐ 


ットワーク機能と設定について 


用途やお客様のネットワーク環境によって、接続や設定ち法び異なります。下の表で確認してから接続や設定をしてください。 


ネットワーク機能 

ネットワ 
(ブ□ー ドノ、 
続環 

—ク環境 
シド常時接 
照） 

機能の概要と必要な設定 

あ 0 

なし 

ネット de ダビング 

〇 

〇 

ネット de ダビング対応機器と LAN で接続し、ダビングびできます。（操 
作編186デ） 

- アドレス/プ□キシ設定 I 53 ザ 
- ネット de ダビング設定153 グ 

ネット de レック 

〇 

〇 

ネットワークに接続した、スカパー！ HD 対応チューナーからの映像(操 
作麵83す〜 巧 S で)や、東芝テレビで録画した映像(操作編178ザ〜 
「81で)を、そのままの画質で記録することびでさます。 

- レグヴ U ンク連携機器設定153ザ 

レグザリンク.シェア 

〇 

〇 

本機で録画した番組（タイトル）を、対応するスマートフォンやタブレッ 
卜 PC などの端末機器で再生したり持ち出したりすることびできます。 
無線 LAN 環境び必要です。(「52デ、操作編 巧 5デ) 

- レグヴ U ンク連携機器設定[^3ず 

番組ナビ- iNET 

〇 

X 

タイトル名や番組説明をインターネットから自動取得する機能です。 

厮 

アドレス/プ□キシ設定153 ザ 
き組ナビ設定 「 49 デ〜 5 〇ザ 
- 番組情報サイトの設定156 デ 

おすすめサービス 

〇 

X 

おすすめの番組や録画予約ランキングを表示したり、ク U ップ映像の 
ダウン□ー ドなどびでさます。(操作編 [^3 デ) 

アドレス/プ□キシ設定153デ 
おすすめヴ~ビス設定(操作編143ザ） 

DLNA 対応機器にタイトル 
を配信する 

〇 

〇 

ネットワークに接続した DLNA 対応機器（デジタルメディアプレー 
ヤー）に、タイトルを配信します。 

• アドレス/プ□キシ設定 I 53 ザ 
- ネット de ヴーバ ー HD 機能の設定 巧 8デ 

ジャストク□ック 

〇 

X 

専用のサーバーに本機び自動的にアクセスし、自動で時刻を合わせま 
す。 [38^ 

- アドレス/プ□キシ設定153デ 
• ジャストク□ック 巧 8で 
その他の設定一時計ヴー y (-「38デ 


■な龙@機能 I ぉ関お俺方ぶ去は: 〜わ t ホ01 心 WiWW / J 跑わ i bj 3; jELGi， j B 如 e & zja 化 jeWgImgI ^ S i を覧ム尼 I をし V 。— 


ネットワーク機能 

ネットワーク環境 

ヴ □- ドバンド常時接続環境） 

機能の概要と必要な設定 

ち! 3 

なし 

ネット de ナビ 

〇 

〇※ 

PC の web 画面から、録画予約や本機の設定などび行なえます。 
アドレス/プ□キシ設定153 ザ 

e メールで録画予約をする 

〇 

X 

外出先などから e メールで録画予約びでさます。 

- メール録画予約機能の設定 臣 6 デ 


※パソコンと 直接つなぐ 


ネット de ナビの動作環境について 

0S : Windows ® 2000 / XP / Vista / 7 
Mac OSX (10.6) 

• ネット de ナビの Vide 日作成ツールには 、 」ava VM Ver .1.5 (Mac OS X は]. 4.2) び必要です。 



参 「ブ□ー ドバンド常時接続環境あり」でも、お客様のネットワーク環境などの条件によっては、ご利用できない機能びあります。 
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※ネッ トワーク機器の接続の前に、必ず「ネットワーク機能の動作環境と制限•免責事項について」13^をお読みください。 


ブロー ドバンド常時接続援境につなぐ 


\感♦感 M 



〇 

〇 

cj 食参爲 i 

を I 国 

因再 

0 BI ^ 圆 



LAN ケーブルについて 

LAN ケーブルは、カテゴリ已 （CAT 己） 
と表示された規格！;!上の、市販のストレ 
ートケーブルをご使用 < ださい。 



本機背面の LAN 端子へ 

LAN ケーブル 

ルーター/ 

無線 LAN ルーター 


ネット de ダビング対応機 


百 




A 


/ 

J 




\ 

甘 

ろ 

百 

甘 

甘 

百 

WAN 

LAN 1 

LAN 2 

-夺 

LAN 3 

三 ♦二 

LAN 4 

三夺二 

LAN 已 

三 ♦过 


当社運営 
ヴーパー 



ブ □ードバンド 


接続環境 

1 


> 



L_A タル學 mmm 


例: 置?離 置、 


阿 




LAN ケーブル 


ネット de ダビング 

_ . スカ パー！ HD 

「 广 LAN つ "! 巧応チユ ーナー 

回柯中£=3 


面 


ネット de レック 



「 LAI \ U 端テ付き 
ネットワ-ク機能対応テレビ 
( DLNA 対応機點 


e メールで録画予約 


ネット de ナビ 


ネット de ヴーバ ー HD / 
ネット de レック 


本機とネット de ダビング/ネット de レックが応機器やパソコンを直接つなぐ 



• LAN 端子に電話のモジュラーケーブルを接続しないで < ださい。故障の原因 
となる場合があります。 

• CATV インターネット、巨フレッツなども使用できますが、さまざまな接続 
形態がありますので回線業ちやプ□バイダの指示に従ってください。 



接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

ネットワークとつなぐっづを 


ネットワーク機能の動作援境と制限-巧責事頃について 


接緑 姑ち^^^^^^^^^^^ 

。動作環境は、予告なく変更される場合びあります。また、すべての動作を保 
証するちのではありません。 

- 本機に関する最新情報は、当社ホームページでご確認ください。 

http :// www . toshiba . co . jp/re 旨 za / bd _ dvd / 

- パソコンや WWW ブラウヴの下記し U 降のバージヨンについてお使いいただけ 
るかは 「 RD シ U —ズヴポートダイヤル」（裏表紙）にお問い合わせください。 


ネット de ナビ機能に必要な動作環境 


パソコン 


DOS / V 互換パソコンまたは Macintosh コンピュータ (LAN ]ネクタび必 
要）（市販品） 

日 S : Windows ® 2000 / XP / Vista / 7 (日本語版） 

Mac 03 X (10.6) (日本語版） 

上記日 S し U 外の環境での動作は保証していません。 

カラーモニター:16ビットカラーじ(上、8日日 X 目日日ドットじ(上 
必要なデバイス； LAN ポートり日日巨 ase-TX / ] OBase - T ) 


WWW ブラウザ 

Windows ® 2日日日の場合 
Windows ® XP の場合 
Windows ® Vista の場合 
Windows ® 7の場合 
Mac OS の場合 


Internet Explorer 6.0 
Internet Explorer 6.0/7.0 
Internet Explorer 7.0/8.0 
Internet Explorer 8.0 
Safari 2.0.3 


上記降のノくージョンについては、すべての動作を保証するをのではありませ 
ん。 

ネット de ナビの機能を使うには、 PC に Java VM Ver . l . 已 (Mac OS X は 
1.4.2) びインス!-ールされている必要びあります。最新の Java VM を入手す 
るには、米国 Oracle Corporation の http :// java . com / ja / のサイトでご確認 
<ださい。 

ネット de ナビ機能の r メール予約機制をご使用になる場合には、似下の環境 
び必要でず。 

インターネット常時接続環境（ブ□ー ドバンド接続必須） 

， 設置場所からパソコンで送受信可能な e メールアカウント （ POP サーバーお 
よび SMTP ヴーノ く一を使用したヴービス） 

， 八ブ機能を持ったブ□ー ドバンドルーター （ DHCP 機能搭載を推奨） 

有線の LAN 接続び家庭の環境で困難な場合、無線 LAN アクセスポイントと 
本機につなぐ無線 LAN イーヴネットコンバーター（市販品） 


' Microsoft 、 Windows、Internet Explorer は米国マイク□ソフト社の米国 
およびその他の国における登録商標または商標です。 

Windows ® 2000 ... Microsoft ® Windows ® 2000 Professional 
operating system Service Pa 巳! <4 ( SP 4) 日本語版 
Windows ® XP ... Microsoft ® Windows ® XP operating system 日本語版 
• Windows ® Vista ... Microsoft ® Windows ® Vista operating system 日本語版 
‘ Windows ® 7... Microsoft ® Windows ® 7 operating system 日本語版 
Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 
‘ Macintosh 、 Mac 、 Safari は、米国および他の国々で登録された Apple 
Inc . の商標です。 

本書に掲載の商品の名称は、それぞれを社び商標および登録商標として使用 
している場合びあります。 

日 racle と Java は 、 Oracle Corporation 及びそのテ会社、関連会社の米国 
及びその他の国における登録商標です。 

文中の社名、商品名等は各社の商標または登録商標である場合びあります。 
DLNA ® および DLNA CERTIFIED ™ は Digital Living Network Alliance ® 
の商標です。 

ぉ…日 巧 百 

ネット de ナビ機能は、本機をネットワークにつなざ、本機び動作状態のとさ 
にだけ使用でさます（ネット de ナビ機能の電源待機状態でのメール予約確認 
機能は除く）。 

- 「録画予約」を設定した場合を除さ、本機能で本体側の電源を「入」にすること 
はでさません。 

- 動作環境にすべて合致していてち正常に動作しない場合や、何らかの不具合び発生 
することびあります。すべての環境での動作を保証するちのではありません。 

- 本機の通信機能は、米国電気電子技術協会 IEEE 8 日 2.3 に準拠しています。 

- 本機の通信状態、またはネット de ナビ機能で本機とパソコン間の通信状態に 
よっては、表示び遅<なったり、表示や通信にエラーび発生する場合びあり 
ます。 


- プ□バイダ（インターネット接続事業者）側の設定や制限によっては、本機能 
の一部び使用でさない場合びあります。 

。 電話通信事業者およびプ□バイダとの契約費用および通信に使用される通信 
費用は、お客様ご自身でお支払いください（メール予約の送受信の費用ち含 
む)。 

- プ□バイダ指定の回線接続機器 （ ADSL モデムなど）に、 100 Base-TX / 
1日 Base - T の LAN ポートびない場合は接続できません。 

。 ADSL でご利用いただくには、 ADSL モデムび必要です。通信事業者や プロ 
バイダび採用している接続の方式や契約の約款などによっては、本製品をご 
利用いただけない場合や同時接続する台数に制限や条件びある場合びありま 
す。（契約び一台に制限される場合、すでに接続されているパソコンびあると、 
本機を二台目として接続することび認められていないことびあります） 

- プ□バイダによってはルーターの使用を禁止あるいは制限している場合びあ 
0ます。 

- 詳しくはご契約のプ□バイダにお問い合わせください。 

- 八ブやルーターを利用してブ□ー ドバンド常時接続のパソコンと接続する場 
合は、カテ 3 U 已 （ CAT 已）と表示された規格 I ソ上の LAN ケーブル（ストレー 
卜）をご使用ください。 

- 直接本機とパソコンを接続する場合は、市販の LAN ケーブル（ストレートま 
たはク□ス）をご使用ください。 

。 セキュ U ティソフトウェア自体やその設定によっては、本機能の一部び使用 
でさない場合びあります。 

似下は、ネット de ナビ機能を巧象とした制限事項になりまず。 

。ネット de ナビ機能は、パソコン上で本機の録画予約を設定-変更したり、本 
機に録画した内容を一覧表示させたり、タイトル名-チャプター名-番組情 
報等のテキスト情報の編集や各種設定の変更、 DVD-Video メニューの背景 
データの取込みはでさますび、それし U 外の情報の取得や変更、追加はでさま 
せん。 

• 本機と八ブやルーターとの接続には別途、市販の LAN ケーブル（ストレート） 
をご用意ください。 

* 直接本機とパソコンを接続する場合には別途、市販の LAN ケーブル（ストレー 
卜またはク□ス）をご用意ください。 

• 「メール予約機旨則をご利用になるには、 POPS または APOP に対応したご 
家庭から接続可能な e メールのアカウントび別途必要です。携帯電話などの 
メールアドレスのよラに、ご家庭のパソコンからアクセスでさない e メール 
のアカウントはご利用になれません。 

- 本機びネットワーク経由でインターネットプ□バイダのメールサーバーにア 
クセスでさるよう、常時接続されている必要びあります。 

- 「メール予約機能」を利用する場合、パソコンの電源を入れておく必要はあり 
ません。 

。 パソコンの設定は、メールのコピーを一定期間メールヴーバーに保存する設 
定にしてください。メールを受信したとさサーバーにコピーを残さず自動削 
除する設定ですと、本機で予約メールを受信でさないことびあります。 

‘ 携帯電話からのメール予約には、インターネットメールを使用してください。 
ショートメールのよラな携帯電話間だけのメール機能では使用でさません。 

- ポータルサイトの web メール ( POP 3 対応していない）はメール予約の設定 
には使用でさません（録画予約完了通知のアドレスには設定でさます)。 



本機能によって接続した機器に通信障害等の不具合び生じた場合の結果につ 
いて、当社は一切の責任を負いません。 

お客様の居住環境び、ブ□ー ドバンド常時接続にでさない場合、当社は一切 
責任を負いません。 

乂災、地震などの自然災害、第三者による行為、その他の事故、お客様の故 
意または過失、誤用、その他異常な条件下での使用によって生じた障害に関 
して、当社は一切の責任を負いません。 

本機能の使用または使用不能から生ずる付随的な障害（事業利益の損失、事業 
の中断、記録内容の変化•消失、インターネット契約料金•通信費用の損失など） 
に関して、当社は一切責任を負いません。 

取扱説明書および本書の記載内容を守らないことによって生じた損害に関し 
て、当社は一切責任を負いません。 

接続した機器、使用されるソフトウェアとの組み合わせによる誤動作や、八 
ングアップなどから生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 

本機能を使用中、万一何らかの不具合によって、録画•録音•編集されなかっ 
た場合の内容の補償および付随的な損害 （ 事業利益の損失、事業の中断など） 
に対して、当社は一切の責任を負いません。 

インターネットを使用して提供されるサービスは、予告なく一時停止したり、 
サービス自体び終了される場合びありますので、あらかじめご了承ください。 
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アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

か部機器とつなぐ 


AV アンプと接続する 


ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 音声などに対応した AV アンプと接続して、 7.1 ch などのマルチチャンネルサウンドを楽しめ 
ます。 AV アンプの取扱説明書ちお読みください。 


屡な設定レ 


下の表を参考に、 AV アンプを本機に接続します。接続した端テに合わせて、【設定メニュー】 >【再生機能設定】 >【高品位音 
声優先出力設定】を設定してください。 盛^ 〇: 3 D 映像の再生にぉすすめします。 

X : 3 D 0央像を再生できない場合びあります。 


接続する TV 

3 D 対応、 HDMI で接続 

3 D 非対応 

接続する AV アンプ 

3 D 対応 

3 D 非対応 

3 D 対応 3 D 非対応 

接 

続 

ム山 

m 

子 

HDMI 出力端子 

〇 

X 

TV び 3 D 非対応の場合、制限はありません。 
いずれかの端子で接続してください。 

ビットストリーム/ PCM 光 
出力端子 

〇 

〇 


テレビを AV アンプを 3 D にが応している場合 


本機と AV アンス AV アンプとテレビを八イスピード HDMI ケーブルで接続します。 



TV は 3 D 巧 r 応だが、 AV アンプが 3 D にが応していない場合 


本機と AV アンプを光デジタルケーブルで接続します。 

本機とテレビは、八イスピード HDMI ケーブルで接続してください。 




AV アンプ 


〇 




接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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アンテナ • テレビ • ネットワークとつなぐ 

USB 機器とつなぐ 


USB 端テを使って、 「 USB キーボード」や 「 AVCHD 方式のビデオカメラ 」、 「USB HDD 」 を接続することびできます。接続 
する際には、それぞれの取扱説明書をよ<お読み<ださい。 


USB キーボー 



US 目キーボードを使って、文字を入力すること 
びでさます。操作編®^ 

•本 機が対応する USB キーボードについて 

USB キーボードは、 DOS/V ( Windows 搭載）パソ 
コン用び使用でさます。 

詳しい情報は、下のホームページをご覧ください。 

http://www.toshiba.co.jp/regza/bd_dvd/ 


AVCHD 方式のビデオカメラ 



ビデオカメラで撮影された AVCHD 方式の映像 
を取り込むことびでさます。操作編画尹 

♦本 機び対応するビデオカメラについて 

本機び対応しているビデオカメラの最新情報や詳細 
は、じ(下のホームページをご覧ください。 

http://www.1:oshiba.co.jp/re 呂 za/bd_dvd/ 

また、ビデオカメラの操作や設定については、ビデオ 
カメラの取扱説明書をご覧ください。 

AVCHD Ver .2.0 については、本機では対応してい 
ません。 


USB HDD 



USB 2.0 対応の市販 
または USB HDD に付属の 
US 目ケーブルで、本体背面の 
USB ( HDD 専用）端子に 
接続します。 




USB HDD を本機に接続して登録すると、本機 
で受信した番組を録画したり、再生したりする 
ことびでさます。操作編歷7 


♦本 機が対応する USB HDD について 


本機に接続して録画/再生び可能な US 目 HDD の最 
新情報や詳綱ま、下のホームぺージをご覧ください。 

http://www.toshiba.co.jp/re 呂 za/bd_dvd/ 



• USB HDD に録画した番組を再生でさるのは、本機だけです。他の東芝レコーダー（同じ形名のレコーダーも含みます）やパソコンな 
どにつないでち、再生でさません。 


■あ 機 に i=LS BiH 

※本 機と USB HDD を接続したり、取りはずすときは、本機と USB HDD の 
電源を必ず r 切」にしてください。 

USB HDD の動作中に電源を切ったり、接続ケーブルを抜いたりすると、 
記録データび消えたり、 HDD び故障したりする原因になります。 


USB HDD の接続や取りはずしは、本機び待機:!犬 
態懼源 r 切」状態)のときに、行なってください。 


※製品本体の故障や誤動作、修理、他の機器への接続などによって生じた 
言己録データの損壊や損失について、当社は一切の責任を負いません。 
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USB HDD を接続する 


本機と USB HDD を接続したり、取りはずしたりするとき 
は、必ず電源が「切」になっていることを確認してくださし、。 


2 


3 


本機と USB HDD を、 USB ケーブレで接 
続ずる 

USB HDD の電源を r 入」にずる 


を押し、本機の電源を r 入」にずる 


A テレビの電源を入れ、テレビ側の『入力切 
^ 測で本機を接続した入力(例： HDMIl) 


に切り換える 


5 伊を押し、 【USB に切蜘を選び、喔)を 


巧ず 


如 クイックメニュー 

全 夕仆ル ORGiJ ピート 
ディスク管理 


ライン音声選択 


巳 D / DVD 互換モ-ド設定 


DVD-Video 記録時画面比 


信号切換 


設定メニユー 


^録画品質設定^ 


USB に切換 


本機に登録済みの USB HDD の場合は、録画や再生び可 
能になります。登録していない USB HDD の場合は、ち 

の rUSB HDD を登録/解除する」へ進み、本機に登録し 

よ9 〇 

《 「 BD/DVD (ブルーレイディスク/ DVD )」 に切り換 
えたいときは、同じ手順で切り換えてください。 

《 「 BD / DVD 」 や 「USB HDD 」 から「内蔵 HDD 」 に切0 


換えたいときは、政イブ切劍を押してください。 


USB HDD を登録/解除する 


接続した USB HDD を本機で使用するとさは、下の手順で 
設定（登録/解除）をしてください。 USB HDD は、 8 台ま 
で本機に登録でさます。 

»準備 

• を巧す 

•【USB に切蜘を選び、@を巧す 

1 ©を押し、懷定メニュー】を選び、獲)を 

^ 押ず 

※動作 状態によっては、選択でさない項目びあります。 

ク 【はじめての設定/管理設定】を選び、獲)を 
^ 押ず 


3 


4 


【記録用 USB 登録設定】を選び、@を押ず 


メッセージにしたがって、登録または解 
除を行なう 


記録用 USB 登録設定 
登録一覧 


B 巧 USB 1 妹登録） 

St US 日2妹登録） 

qb US 日3妹登録） 

巧 USB 4 妹登録） 

US 日日妹登録） 

US 目目妹登録） 

US 日7妹登録） 

US 日8妹登録） 


ディスク名 ngig 


登録するとをは 


〇 「登録一覧」で未登録の欄を選び、喔)を巧ず 
©ディスク 名の欄を選び、ディスク名を入力ずる 

©【登録】 を選び、獲)を押ず 
解除するとをは 

or 登録一覧」で解除したい USB HDD の欄を選 
び、獲)を巧ず 

©【解除】 を選び、獲)を巧ず 


• USB HDD を本機へ登録するときは、本機専用 
フ オーマツ トで初期化します。過去の保存データは 
すべて消去されます。 

隹本 機への登録を解除した USB HDD は、録画も再生 
もできなくなります。登録を解除した USB HDD 
を、ち5—度本機に登録する場合ち本機専用フオー 
マツトで初期化しますので、録画番組はすべて消去 
されます。登録を解除する USB HDD は、間違えな 
いように注意してください。 


接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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接続と設定 

B - CAS 力ードと IJ モコンを準備する 


B - CAS 力ードをセットする 


B - CAS 力ー ドは、地上デジタル放送や BS ’ 1 ] 日度 CS デジタル放送の受信契約のための受信者 ID 力ー ドです。デジタル放送、 
放送局からのお知らせの受信などに必要です。常に本体に入れた状態でお使い<ださい。 



※巨- CAS 力ードについて詳細は、力ードと 
カードが貼ってある台紙をご覧くださし、。 



前扉を開き、 B-CAS 
力ードを B - CAS 力一 
ドス□ットに差し込む 


に 




1 リモコン裏側のふたをはずず 

ク 極性表示〇と©を確かめて、間違えないように 
ム 乾電池(単四形、2個)を入れる 


リモコンの巧用轟囲について 


U モコンは、本体の U モコン受光部に向けて使用してください。 


リモコン受光部 - 

※リモコン受光部に強い光が当たつているとさや、 
3 D メガネをお使いのとき、リモコンが動作し 
ないことがあります。このようなときは、操作 
編 lil 巧^「困ったときは？」をご覧ください。 


リモコンは背面に発光部が二箇所あるので、 uf こ r ノ 
リモコンを立てた状態でも操作できます。 発光部 




リモコンの取扱いについて 

•落としたり、 衝撃を与えたりしないでください。 

•高温になる 場所や、湿度の高い場所には置かないで < ださい。 

• 水をかけたり、めれたものの上に置いたりしないでください。 

•分解し ないでください。 

•動作し なかったり、到達距離が短くなったりしたときは、乾電池をすべて新しいものと交換してください。古い乾電池と 
新しい乾電池を同時に使わないでください。 
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接続と設定 

電源を入れる 


電源コードを接続する 


《 必ずすベての接続が終わったあとに、接続してください。 


電源プラグ 


AC 100 V 


電源コード 



電源プラグを最後に 
差し&みまず。 


V 


本体背面 




]m _^ 

m • ( i { 


爲ド广 


柏國團 riPP 扇 

レ，。トム切ん HOMI 出力 J 一 LAN J 一 USB 一 し gS ^ レ ,‘ の抓—1 




r はじめての設定 J について 


ご購入後、はじめて電源を入れると、「はじめての設定」画面 
び表示されます。画面の指示に従って操作すると、かんたん 
に設定びでさます。 [24^~[31 T 


•電源 プラグをコンセントに差し込むと、表示窓に 
「 WAIT 」 が表示されます。しば5 くお待ちください。 

• 購入時の本機は時刻が設定されていないため、時計 
の表示が r 日：日0」となります。本書24ページ降 
の r はじめての設定」で、時刻を設定します。 

•本 機は番組表の情報などを通電状態(電源 r 入」/ 
「切(待機)」）時に取得します。長期にわたって使用 
しないときなどを除いて、コンセントに差し込んだ 
ままの状態でお使いください。 


電源を入れる 


テレビの電源を入れて、本機をつないだ 
入力(例： HDMI 1など)に切り換える 


■ HDMI 1 卜 

L 

HDMI 1、 



ビデオ1など 


入力の表示は、テレビやつないだ端テによつて異なりま 
す。本機の画面び映るように切り換えます。 


電源 f 

2 本体のに□または リモコンの® を押ず 

電源ボタン^_ 

J 1 風 0 



關 


、-| 


〇 


， 


' I •'‘' お , I 


編集ナビ番組ナビ見るナビ 


画面び表示されるまでに少し時間びかかりますび、 
そのままお待ちください。 

起動時に表示されるアイコンについては、操作編 
Fil を"をご覧ください。 


接続と設定 アンテナ•テレビ•ネットワ—クと〇なぐ 
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接続と設定 

r はじめての設定 J をずる 


受信でをる放送と必要な設定 


「はじめての設定」では、本機を使うのに必要な設定を行ないます。受信できる放送や接続した機器によって、設定する項目び 
異なります。 

下は、大まかな設定の流れです。お使いになる環境に合わせて、画面に沿って項目を選んでいきましよう。 


地上デジタル 


BS • 110度 
CS デジタル 


スカ パー 


CATV 


①基本設定とレグザリンク•コント□ーラ設定厘す 


1パ地上デジタル 
Obs デジタル 
□。鳴 CS デジタル 
〇スカ パー！ 

I^ ICATV 


I ] 地上デジタル 
囚 BS デジタル 
囚11艇 CS デジタル 
〇スカ パー！ 

I^ ICATV 


※片方だけ設定する 
場合もあります。 


I_ ] 地上デジタル 
Obs デジタル 
〇11艇 CS デジタル 
囚スカ パー！ 

I^ ICATV 


※スカパー！の番組表を本機でも使いた 
い場合に設定します。接続したスカ 
パー！チューナーを、本機から遠隔制 
御する機能はありません。 


I_ ] 地上デジタル 
□BS デジタル 
〇。曠 G5 デジタル 
〇スカ パー！ 

I パ CATV 


《 CATV の番組表を本機でも使いたい 
場合に設定します。接続した CATV 
チューナーを、本機から遠隔制御する 
機能はありません。 


⑥本機のネットワーク機能の設定国す 


A 


イーヴネットの利用設定：【利用する】 


はじめての設定イーヴネットの利用設定 


ネット機能を利用しまずか？ 


ネット機能を利用ずると、パソコンや携帯で番組を予約したり、 
おずずめサービスなどの梗利な機能び使えるよラになりまず。 


A 


iNET の利用設定：【利用する】 


はじゆての設定 iNET の利用設定 


iNET を利用しまずか？ 

iN 打は詳細な番組情報をインターネットで取得ずるサービスでず。 

ずでにスカパー!や専門チヤンネルの番組表を iNET でご利用の場ち、 
r 利巧しない J を遷抵ずると表示びできなくなりまず。 


③デジタル放送（地上/ BS • 110 

度 CS ) の設定画す 

〇 

〇 

X 

X 

④外部チヤンネルの設定函す 

X 

X 

A 

A 

⑥時刻の設定と待機設定 {MF 

A 

A 

A 

A 


〇： 設定び必要です。 

A :が況や、お好みに応じて設定します。 
X :設定は不要です。 
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r はじめての設定 j の操作のしかた 





終了ボタン 

設定項目を終了するときに使います。 
(項目によっては、終了できないことび 
あります)。 


設定する項目名び表示され 
ます。 


設定する項目に関しての 
メッセージや選ぶ内容び 
表示されます。 


使える U モコンボタンのガ 
イドび表示されます。 



方向ボタン 

項目を選択します。 


決定ボタン 

項目をミ央定します。 


番号ボタン 

数字を入力するとさや、番号を選ぶと 
きに使います。 


■画面名ホ操作ふ力臟動挺統， M 風し 



色び他と異なります。 

《 次ページ降で説明している各設定画面で、設定によっては項目の一部び表示されない場合びあります。 


ス UO 

II ィ〕マ戻し 11 

M BS - 叫 

扇 wil 

州] ► 

■ 化;スム A 

III 絞化み R け 

■ mm が: lA - か A 

ィス H 1 ■ 

スト 

◄◄スキップ1卜巾巧-乂淵 / 齢 1 

-m .AHnK 

1スキップ ►►ii 

つ J 


戻るボタン 

一つ前の画面に戻ります。 


ぺージボタン 

画面のページ切換えに使います。 



はじめての設定録画機能の設定 


録画機能に関ずる設定を巧ないまず。 

^^ BD/DVD 互換 トド因 — i 广入（副） i 

Video フォ -7 ットテ’’イスクへのダビングに必要でず。 BD (BDAV 
フォ -7 ット）に使う場合もあります。ニヶ国語放送の場合 
に（主)または谓 IJ) ①指定したちを記録しまず。 

録画解像度設定 r * 最適解像度 ]「高解像度 _ ] 

録画解像度は、録画時に設定している画質に合わせ 
て最適な解像度で録画ずるか、でさる限り高い解像 
度で録画するかを還びまず。 

設定メニューの r 録画機能設定 J で詳しい設定びでさまず。 



5巧定ミ夫定 還択 戻る戻る 


はじめての設定地域の設定 

お住まいの地方を還んでください。 



レビ画面形状の選択 


接続と設定 「はじめての設定」をずる 
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接続と設定 

r はじめての設定 J をずる っヴを 


①基本設定とレグザリンク-コント□ーラ設定 


1 メツセージを確認したあと、@を押ず 


はじめての設定 _ 

はじめての設定を行ないまず。 

画面の表示にしたびって、設定をしてください。 


開始ずるには、リモコンのミ夫定ボタンを}甲します。 

はじめての設定を途中で中止したいとをは、リモコンの終了キーを押 
してください。（途中で終了ずると、設定した内容び保存されない場 
合びあります） 



ク 設定したい放送メディアを選び、獲)を押 
^ して「^」を付け、選び終わった！5【次に進 
む】を選び、獲)を巧ず 

圆 地上デジタル放送用のアンテナとつないだときは、 
「地上デジタル」に「^」を付けます。 


はじめての設定放送メディアの選択 _ 

今回設定したい放送メディアを選択してください。 
複数の放送メディアを選択できまず。 

■化 上デジタル 
I ~ IBS デジタル 
□11 應 CS デジタル 
□知パ-! 

□CATV 

何ち選択しなかったと去は、基本的な設定のみ巧ないまず。 
選択しなかった放をメディアに関する設定は、変更されまはん。 



スカパー!チューナーまたは CATV チューナーを接 
続し、その番組表を本機にも表示させたい場合は、 
「スカパー!」やに ATV 」 に「^」を付けます。 


〇 接続しているテレビの画面おがを選び、 
け 轉を押ず 



J 【利用する】または【利用しない】を選び、獲) 
^ を押す 


はじめての設定レグザリンク-コント□ーラ設定 _ 

レグザリンク.コント □ー ラを利用しまずか？ 

HDMI ケープルを使って、 r レグザリンク•コント□-ラ J に巧応ずる機器と 
接続したとき、連動機能を利用ずるかどラかを設定しまず。 



【利用する】 

【利用しない】 

手順 5 に進みます。 

手順 6 に進みます。 


「レグヴ IJ ンク.コント□ーラ」に対応している東芝テ 
レビと接続する場合は、【利用する】を選ぶと、テレビと 
の連動操作び可能になります。お使いのテレビに合わせ 
て設定してください。 

詳しくは、 [39 デをご覧ください。 


C 【ダビングにも使う（拡張)】または【ダビン 
^ グには使わない(通常)】を選び、@)を押す 


はじめての設定レグザリンク- 

コント□-ラ設定 1 

レグザリンク.コント□-ラ設定の機能を選択してください。 

1ダビングにち使う（拡張）1 

【ダビングには 使わない(通常） ■ 

LAN を利用しない 

LAN を利用でをる 

LAN 端子を使わず、 REGZA のテレビ 
と HDMI で接続して、レグザリンク 
ダビングを巧ラ場合にのみ選択し 
てください。テレビび LAN を接続ず 
ると、化機か5本機を視聴や制御 
される場合びありまず。 

普通のレグザリンク •] ント□-ラ機能のあ 
るテレビなどとの接続時に連動機 
能を利用ずる場合に選択して<だ 
さし1。 LAN 端子を使ってレグ刑ンクタ’ 
ビングを巧う場合もこち5を選択 
してぐださい。 


【ダビングには使わない(通常)】を選びます。 

【ダビングにも使う（拡張)】は、！; I 下の場合に選んでくだ 
さい。 

①「イーヴネット対応の HDMI ケーブルを使用するダ 
ビング」に対応している、東芝テレビと接続してい 
る 

③ LAN 端テは使わない(ネットワークには接続しない） 
詳しくは、|40^をご覧ください。 

g 項目を A •▼•◄•►で設定ずる 


はじゆての設定録画機能の設定 _ 

録画機能に関ずる設定を行ないまず。 

BD / DVD 互換トド 因屏^^ B [ 入(主） II 入(畐い I 
Vid 即フォ -7 ツトテ’‘イスクへのダビングに必要でず。 BD (祀 AV 
フォ -7 ツト）に使う場合もあります。ニケ国語が送の場合 
に（主)または（副）の指定したちを記録します。 



録画解像度は、録画時に設定している画質に合わせ 
て最適な解像度で録画ずるか、できる限り高い解像 
度で録画ずるかを選びまず。 


設定メニューの「録画機能設定」で詳しい設定びでをまず。 
[ ~~巧に進む ] 


BD / DVD 互換モード 

Video フオーマットの DVD ディスクへダビングするとき 
に必要な設定です。 

VR 録画した番組 （ VR タイトル）をブルーレイディスクへ 
ダビングしたいとさにを必要です。 

詳しくは、操作編 ms デをご覧ください。 


録画解像度設定 

録画するとさの、解像度に関する設定です。 
詳しくは、操作編 |1 なぞをご覽ください。 


8 


選び終わつた!5【次に進む】を選び、獲)を 
押ず 

メッセージを確認したあと、優)を押ず 


9 


お住まいの地方を選び、轉を押ず 


はじめての設定地域の設定 _ 

お住まいの地ちを選んでくださし、。 


「 化海道 || 

東北 


1 甲信越 II 

中部 

1 S 1 

1 中国 II 

四国 

11 九州.沖縄 1 


続いて【都道府県】、邮域】の順に選びます。 


y ^ メッセージを確認したあと、を押ず 
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( D ネットワーク機能の設定 


主なネットワーク機能を利用するには、ブ□ー ドバンド常時 
接続環境に本機をつなぐ必要びあります。巧にネットワーク 

機能を設定して、接続はあとか5行なうこともできます。 

•ネッ トワーク機能について、詳しくは [37 をご覧くださ 
い。 

• ブ□ー ドバンド常時接続環境へのつなざかたについては、 
「ブ□-ドバンド常時接続環境につなぐ」をご覧くだ 
さい。 

1 メッセージを確認したあと、【利用ずる】 
' または刷用しない】を選び、獲)を押ず 


はじめての設定イーヴネットの利用設定 _ 

ネット機能を利用しまずか？ 


ネット機能を利用ずると、パソコンや携帯で番組を予約したり、 
おずすめサービスなどの便利な機能び使えるようになりまず。 


3 


【利用する】 


ネット機能を利用すると、利用しない場合に比べて、待機 
時の消費電力び約] W 増えます。 

下の手順 2 に進みます。 


【利用しない】 


「① 基本設定とレグヴ U ンク-コント□ーラ設定」の手順 2 
「放送メディアの選択」 [ MF で「^ 」 を付けた放送メディア 
に合わせて、必要な設定項目に進みます。 


2 


ここでは、【利用する】を選んだときの例を説明していま 
す。 

メッセージを確認したあと、獲)を押ず 


項目を選び、設定する 


はじめての設定ネット de ナビの設定 

ネット de ナビり（ソコンを使つて本機を操作ずるための機能） 
を利用ずるための設定を行ないまず。 

(本体ユーザーさと本体/ f スワードは必ず設定してください） 


本体を [pBR- Z2 日0 I 
本体 ユーザーを I 
本体 A •スワード [ 

本体ポートま号I 80 I 


陆体名】 


本機の形名び表示されます。通常は設定を変える必要はあ 
りません。 


【本体ユーザー名】/【本体パスワード】 


パソコンから本機にアクセスするための ID です。 

《 【本体ユーヴー名】と【本体パスワード】は、半角英数字•記 
号16文字！;(内で、他人に知られたり、容易に推測されない 
よラな、お客様独自のものにしてください。 


【本体ポート番号】 


通常は設定を変える必要はありません。 


文字入力について詳しくは、操作編50?尹をご覧く 
ださい。 

設定び終わったら【次に進む】を選び、@を押します。 


4 項目を選び、設定ずる 

ネット de ダビングなどの設定を行ないます。 


ネット de ダビングやレグザリンク連携機器を利用ずるため 
の設定を行ないまず。 


ダビング要お L 受け付けない 1 
グループを [ 

グルー プパ スワード ( 

レグザリンク連携機器設定 I 使わない 


ダビング要ホ 


ネット de ダビングを使うのか、使わないのかを設定します。 
【受け付ける】にしたとさは、半角英数字•記号] 6文字 
内で、【グループ名】と【グループパスワード】を必ず設定し 
てください。項目について、詳しくは、居たをご覧ください。 


レグザリンク連携機器設定 


レグヴ U ンク連携機器を使ラのか、使わないのかを設定しま 
す。項目について、詳しくは、屋1^をご覧ください。 


夕 


Li (下の場合は、レグヴ U ンク連携機器設定を【使う 
(フィ J レタ制限なし)】にしてください。 

① スカパー！ HD チューナーから八イビジョン 
画質で記録する(ネット de レック機能を使う） 

② レグヴ U ンク-シェア機能を使う 

* ネット de ダビングを使う機器同±は、【グループ名】 
と【グループノ くスワード】を同じにします。 

設定び終わったら【次に進む】を選び、@を押します。 

項目を選び、設定ずる 

アドレスとプ□キシの設定を行ないます。 


はじめての設定アドレス/プ□キシ①設定 

IP アドレスとプ□キシ①設定を巧ないまず。 

DHCP 泪動取簡 DNS 但動取衛転 ] 

口外•レス I 0 1 . 1 0 1 . 1 0 1 . 1 0 I DNSU-Jr- QoJ.QoJ.QoJ.QoJ 

サフ‘' かトマスク [0 ].[〇止0止0 ] フ。□柳-'、’’- [ ] 

テ’’フオIレトケ。-卜たイI 0 |.[〇 1.[0].[0]フ•□キシホ。-卜180 I 


ご利用の環境に合わだて、取扱説明書などを参考にしなび6設定してくだ 
さい。 


DHCP ( 

自動取得） 

【使う】 

ルーターの DHCP 機能を使い、ネットワークの情報 
を自動で取得します。 

【使わない】 

手動での設定び必要な場合に選びます。 

DNS (自 

動取得） 

【使う】 

DHCP サーバーから DNS サーバー アドレスを 
自動で取得します。 

【使わない】 

手動での設定び必要な場合に選びます。 


「DHCP (自動取得)」と 「DNS (自動取得)」は、通常 
は【使う】に設定します。 

「D H C P 」 と 「D N S 」 を手動で設定する場合は、 [53^ 
をご覧ください。 

「プ□キシヴーバー」と「プ□キシポート」の設定は、ご 
契約-ご利用されているプ□バイダやネットワーク環 
境によっては、設定や変更び必要な場合びあります。 

本機を接続するネットワーク環境によって、設定さ 
れる数値は異なります。 

設定び終わったら【次に進む】を選び、@を押します。 


接続と設定 「はじめての設定」をずる 
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接続と設定 

r はじめての設定 J をずる っヴを 


g 【利用ずる】または【利用しない】を選ぶ 〇 【はい】または【いいえ】を選び、喔)を押ず 

W おすすめヴービスの設定をします。 心 - 


はじゆての設定おずずめサービスの利用設定 _ 

あなたのお好みに合わせたおずずめサービスを利用しまずか？ 

~なぃ I 

おすずめサービスは、録画予約び便利になる情報を提供するサービスでず。 

さ6に、「利用ずる J に設定頂くと、あなたの好みに含った番組リストや放 
送前の様々な番組ランキングか5の予約や、を々な映像コンテンツのダウン 
□ードび可能となります。※本サービスで個人を特定ずることはありません 
-おずずめサービスの詳しい説明は、取扱説明書をご質ください。 

•おずずめサービスは、お客様に予告なく休止、終了、ちしくは内容を 
変更ずる場合びありまず。あ5かじめご了承ください。 


設定び終わったら【次に進む】を選び、@を押します。 

【利用ずる】または【利用しない】を選び、 
獲)を押ず 


はじゆての設定 iNET の利用設定 

i NET を利用しまずか？ 

iN 打は詳細な番組情報をインターネットで取得するサービスです。 

すでにスカパー!や専門チヤンネルの番組表を iNET でご利用の場合、 
「利用しない」を選択ずると表示びでさな<なります。 


番組情報の取得先を 「 iNET 」 にするときや、スカパー! 
または CATV チューナーの番組表機能を使いたいとき 
は、【利用する】を選びます。 

〇 【有効】、【有効(制限付き)】または【無効】 
口 を選び、獲)を押ず 


はじめての設定 初期スモヤン 

初期スキャンを終了しました。 
設定内容を確認しますか？ 


【はい】を選ぶと、視聴でさる地上デジタル放送の放送局 
名び確認でさます。 

スキヤン結果を確認したあとは@を押して、手順 4 に 
進みます。 

イ A •▼でお住まいの郵便番号を入力し、@ 
^ を押ず 


はじめての設定 郵便番号の設定 _ 

デジタル放送では、それぞれの地域に適した番組を放送 
ずる場合びありまず。この設定をずることによって、お 
住まいの地域に適した番組を視聴ずることびでをまず。 

お住まいの郵便番号を入力してください。 

回 回回-回回回回 


を使って、直接数字を入力することちで 

さます。 


夕 


【はい】または【いいえ】を選び、喔)を押ず 


はじめての 設定 BD-Live インターネット 接続 


はじめての設定 

BD-Live によるインターネット接続設定を巧います。 


設定を完了しました。 

BD 丄 ive による BD-Live コンテンツ BD-Live による 

インターネット接続 製作をの証明書び インターネット接続 

を許可しまず。 含まれている時、 を許可しません。 

インターネット接続 
を許可しまず。 


地ち/地域:関東/ま京都 
郵便番号 : 000-0000 

旧 D 丄 ive 」 機能を持つ市販のブルーレイディスクを再 
生するときに、インターネットへ接続したい場合は、【有 

続けて簡易確認テストを行し、ますか？ 


夕 


効】または【有効(制限付さ)】を選びます。 

メッセージを確認したあと、@)を押ず 
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【はい】を選ぶと、簡易確認テストびはじまります。 
テストを終了するときは、@を押してください。 

メッセージを確認し、喔)を押ず 


はじめての設定地上デジタル放送受信感度設定 


受信感度の設定を行います。 


最適な映像を出力ずるために、アンテナレベルを確認し、 
地上デジタル放送受信感度を設定しまず。 


@デジタル放送(地上/ BS - 110度 CS) の設定 


2 


メツセージを確認し、喔)を押ず 
【巧期ス丰ヤン】を選び、獲)を巧ず 


はじめての設定 

地上 D 自動設定 

I 初期スキャン I 

本機設置後、地上デジタル放送を視聴 

I 再スキャン I 

するためにネリめて行ラ設定です。他の 
地域へ引越したとをにち設定び必要と 
なります。なお、本スキャンを行ラと 
地上デジタル放送に関するチャンネル 
設定びすべて消去されますのでごま意 
<ださい。 


初期スキャンには数分かかります。 

【再スキヤン】については、 [41 デをご覧ください。 


地上デジタル放送受信感度設定の設定び、はじまりま 
す。 

設定び終わつたら@を押します。 

地上デジタル放送受信感度については、「「映りび悪 
い」「ノイズび出る」などの場合は」 [34^ をご覧くだ 
さい。 


28 
























® か部チヤンネルの設定 


スカパー！チューナーや CATV チューナーを本機に接続して 
いて、スカパー！や CATV の番組表を本機にも表示させたい 
場合に必要な設定をします。 

接続したチューナーを、本機から遠隔制御する機能はありま 
せん。 

•「① 基本設定とレグヴ U ンク-コント□ーラ設定」の手 
順 2 「放送メディアの選択」巧!^で、「スカパー！」また 
は「 CATV 」 に「^」を付けているときに、！;(下の設定を行 
ないます。 

•「② 本機のネットワーク機能の設定」の手順？「イーサ 
ネットの利用設定」で【利用する】を、手順 7 HNET 
の利用設定」 「28デ で【利用する】を選んでいる必要びあ 
ります。 


スカパー I を設定したいとき 

♦設定す るには、受信契約やスカパー!チューナーとの 
接続び終わつていることび必要です。 

※スカパー!光には対応しておりません。 

CATV を設定したいとき 

•設定す るには、受信契約や CATV チューナーとの接続 
び終わつていることび必要です。 


メツセージを確認し、喔)を押ず 


はじめての設定外部チヤンネルで設定ずる項目 

ここか5が部チヤンネルに関ずる設定をしまず。 

. が部チヤンネルの設定 
ネツトワークに接続した状態で設定できまず。 


ク 本機背面の入力端子に接続したチュー 
^ ナーが選ばれていることを確認し【次に 


進む】を選び、獲)を押ず 


はじめての設定スカパー! /CATV 利用選択 

Line に接続したチューナーを選択してくださし、。 


選択したチューナーがま組ナビで Line に割り当て5れまず。 


スカ友選ん艦とを 


番組表に表示したいチャンネルを選び、獲)を 
巧したあと、炊に進む】を選び、を押す 
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選ばれたチヤンネルの左欄に「^」びつきます。「^」 
対まずすときは、もう一度@を押します。 

メツセージを確認し、獲)を押ず 

外部チヤンネルの設定び完了しました。 

⑥ 「時刻の設定と待機設定」因5^ に進みます。 


友還とま 广 


お住まいの地方を選び、優)を押ず 


はじめての設定 CATV 設定(地方選択） 

お住いの地ちを選んでください。 


北海道 1 

東北 


甲信越 1 

中部 

1 近畿 1 

1 中国 II 

四国 

11 九州.沖縄 1 

II II 1 


続いてお住まいの都道府県を選びます。 
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ご契約の CATV ヴービス名を選び、透)を 
押ず 


はじめての設定 CATV 設定(ヴービス名選択） 

ご契約のサービス名を選択して下さい。 


〇 番組表に表示したいチヤンネルを選び、獲)を 
け 押したあと、炊に進む】を選び、喔)を巧す 


「①基本設定とレグザリンク-コント□ーラ設定」の手 
順「放送メディアの選択」 [26^ で 、 r ^」を付けた 
チューナーび選ばれています。 

「スカパー!」とに ATV 」 の両方に「^」を付けた場合は、 
本機背面の入力端テに接続したチューナーを選んでく 
ださい。 


3 ち© ◎、または ◎に 進 C 


はじめての設定 CATV 設定（チヤンネル登録 ）[ 紅白ケーブルネットワーク] 
番組表に表示したい CATV チヤンネルを選んでください。 

1/3頁 

- 网 剛 J[ 種 PORTS I ni211 スカイ - A spo … I n 间 g GAORA_| 

W l 213 J SPORTS 1 I n 214 J SPORTS 2 | f l 引 5 J SPORTS - I 

WI 216 ザ•ゴルフ•チヤン… I n 217 ゴルフネットワーク I ni 218 G.S 阳肝 SS 肥陥 I 


■ ■を 


.夕一-チャンネル… 

n 商 1 Super! drama TV_ 


CATV チヤンネルはライン入力 A に登録されまず。 
「 巧に進む 1 


選ばれたチヤンネルの左欄に「^」びつきます。「^」 
対まずすときは、もう一度@を押します。 

A メツセージを確認し、獲)を押ず 

外部チヤンネルの設定び完了しました。 

⑥ 「時刻の設定と待機設定」 [30^ に進みます。 


接続と設定 「はじめての設定」をずる 











































接続と設定 

r はじめての設定 J をずる っヴを 


(D 時刻の設定と待機設定 


• 本機の時刻設定を確認し、本機の起動ち法の設定をします。 


1 メッセージを確認し、@を押ず 


はじめての設定 日付と時刻の設定 

日付と時刻の設定を行し、ます。 

録画予約を正しく行うために、本機に内蔵している 
時計を確認しまず。 


- 環境により、曰付と時刻の設定ち法び異なります。 

デジタル放送を受信している場合 

本機は受信しているデジタル放送波を利用して、自動的 
に曰付と時刻を設定します。 

自動設定び終わると、手順 2 の画面び表示されます。 

デジタル放送を受信していない場合 

「 CATV 」 や「スカパー！」などの外部入力だけを利用す 
る環境では、時刻の自動修正機能び働きません。 

• ネットワーク機能を利用している場合： 

〇 の画面び表示されます。 

• ネットワーク機能を利用していない場合： 

©の 画面び表示されます。 

〇 ▲•▼で時刻設定方法(ジャストク □ ック)を選ぶ 


はじめての設定 現在時刻の確認(ジヤストク□ック） 

時刻び取得できていません。 

時刻取得方法を選択してください。 

▲ 

I 切 1商定 1 I なに進む I 


m _ 

ジャストク□ック機能は働きません。 

【東芝時計サーバー】または【その他時計サーバー】 

インターネットを利用してサーバーに本機び自動 
的に接続し、時刻を調整します。 

「③ネットワーク機能の設定」の 手順, 「イーヴネッ 

卜の利用設定」で【利用する】を選び、設 
定を行なっている必要びあります。 


① r 切」を選んだ場合 

【次に進む】を選んで@を押します。 

ちの© の画面び表示されるので、曰付と時刻を手 
動で設定します。 

( D 【東芝時計サーバー】を選んだ場合 

【次に進む】を選んで@を押します。 

東芝時計ヴーバーにインターネットを利用して接 
続し、日付と時刻を自動で設定します。 

設定び終わると、手順 2 の画面び表示されます。 

④ 【その他時計ヴーバー】を選んだ場合 

中央の【設定】を選んで@を押し、接続したいヴー 
バーのアドレスを、画面の表示や説明に従って入 
力して < ださい。 

ここで設定したサーバーにインターネットを利用 
して接続し、日付と時刻を自動で設定します。 


設定び終わると、手順 2 の画面び表示されます。 

※感 または ④で 設定に失敗した場合は、メッセージび表 
示されます。 


はじめての設定 現在時刻の確認 

時計ヴーゾ（一か5時刻が取得できませんでした。 

攻下のことが考え5れます。 
•アドレスがまちがつている 
• ヴーバーのトラブル 
•通信回線エラーなど 

I 父 I し進^^ 


内容を確認し、【次に進む】を選んで@を押してくだ 
さい。 下の© の画面び表示されるので、曰付と時刻を 
手動で設定します。 

©日付と 時刻の設定をする 



◄ ► :左ちに移動し、【西暦】【月】【曰】【時】 


【分】【秒】などの項目を選びます。 

:選んだ項目の値を変更します。 

すべての入力び終わったら【次に進む】を選び、 
@を押します。 

v _ 

設定び終わると、手順 2 の画面び表示されます。 


2 現在時刻の設定を確認し、獲)を押ず 


はじめての設定現在時刻の確認 

現在の時刻は下記のように設定されてし、ます。 
2012年1月1日（日）18:00 

実際の時刻と異なっている場合、設定メニューの r 操作•表示設定 J 
で変更して < ださい。 


3 【入】または【別を選び、獲)を押ず 


はじめての設定マジックチャプター設定 

マジックチャプターの設定を選択してください。 

「入」にずると、録画時に本農とそれ urn を検出ずると 
チャプター分割しまず。 

(ただし内蔵チューナーを VR 録画ずる場合を除きまず） 
録画予約では個別に設定を変えることびでをまず。 

「切」にずると、 DR 録画は省エネになりまず。 



【入】 

【切】 

録画する番組の本編とそれ 
外の部分を検出すると、自動 
的にチャプター分割します。 

マジックチャプター機能を使 
いません。 DR 録画時の消費 
電力び少なくなります。 


A 【省エネ待機にずる】または随常待機に 
^ ずる】を選び、獲)を巧ず 


はじめての設定待機設定 _ 

待機中の消費電力を抑制ずる設定びでをまず。 
省エネ待機は、起動時間が通常待機より長くなりまず< 
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階エネ待機にする】 


通常待機より起動時間は長 
くなりますび、待機時の消 
費電力び少なくなります。 


随常待機にする】 


省エネ待機より起動時間び短 
くなりますび、待機時の消費 
電力は多 < なります。 


©▲•▼で 【登録】を選び、@を巧す 
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随常待機にする】に設定した場合でも、本機の状態など 
によっては、高速に起動できないことびあります。 

【瞬速起動ずる】または【瞬速起動しなし、】 
を選び、@)を押ず 

「瞬速起動」とは、本機を1秒 Lii 内に起動させる機能で 
す。毎曰レコーダーをお使いになる時間帯を、「瞬速起 
動」に設定しておくと便利です。 


はじめての設定瞬速起動設定 


瞬速で起動するかしないかを設定しまず。 


瞬速起動ずる C 瞬速起動しない 


【瞬速起動する】 


「瞬速起動」を使用する時間帯を設定し 
ます。「瞬速起動」に設定した時間帯の 
待機時消費電力は、動作時同様に多< 
なります。それ外の時間帯は、上の 
手順 5 で選んだ設定になります。 


【瞬速起動しない】 


「瞬速起動」は使用 
しません。待機時 
の消費電力は、上 
の手順 5 で選んだ 
設定になります。 


【瞬速起動する】に設定した場合でも、本機の状態などに 
よっては、瞬速起動できないことびあります。 

【瞬速起動する】を選んだ場合は、手順 6 に進みます。 

【瞬速起動しない】を選んだ場合は、手順 7 に進みます。 

g 「瞬速起動」を使用ずる時間帯を設定ずる 

〇 ▲•▼で時間帯び未登録の欄を選び、@を巧す 


はじめての設定瞬速起動時間帯設定 

瞬速起動をさせたい時間帯を最大6時間まで設定でをまず。 

I 設定11 -:-〜 

一一:一一（一時間一一分） 

設定2 ——: -- 〜 

一一:一一（一時間一一分） 

設定3 ——: -- 〜 

— 一:一一（一時間一一分） 


設定時間：一時間一一分 


はじめての設定 

瞬速起動時間帯設定 



瞬速で起動させたい時間帯を最大6時間まで設定でをまず。 

設定1 

] 18:00 - 

19:00 

( 1時間00分） 

設定2 

] 吕0 :已〇〜 

22:10 

( 1時間20分） 

設定3 

] 吕吕：已已〜 

23 : 55 

( 1時間00分） 



設定時間 

: 3時間20分 




C 登録：: 1 


「はじめての設定」では瞬速起動をしない設定にしてお 
さ、後から設定することちでさます。 

操作編 lii ^ をご覧ください。 

【はじめての設定】の完了メッセージを確認 
し、獲)を巧ず 


はじめての設定設定完了 

はじめての設定び完了しました。 

設定した内容は、設定メニューの各項目で確認したり、変更ずる 
ことがでをまず。 

リモコンの決定キーで、作業を完了してください。 


「はじめての設定」が完了し、テレビでご覧の各チヤンネ 
ルが、本機で受信できるよラになりました。 


「はじめての設定」は 
これで終わりでず。 

デジタル放送や外部チューナーの番組を、 

本機で受信し、録画できるようになりました。 


> 本機のソフトウェアのバージョンを、確認しておくことをお 
すすめします。 

(「ソフトウェアパージョン」操作編田ち"） 



© r 瞬速起動」を使用する時間帯を設定する 


瞬速起動時間設定（設定 1) 

瞬速で起動させたい時間を選択しまず。 


◄ •►で開始時間や終了時間を切り換え、 ▲ • ▼ で数字を 
選び、@を押します。 


「瞬速起動」の設定可能範囲 


最大兰つまで、設定可能（設定]， 
各設定の合計は、目時間！;(内。 


S 几みつ S 几み〇\ 

曰又& cd 、 曰又 a £ 〇；〇 


•設定 メニューの【操作-表示設定】 >【画面表示設定】 >【ス 
タートアップ】で「入：動画」または「入：メニュー」を選ん 
でいても、通常待機状態では、表示されません。 

争 「瞬速起動」に設定している時間帯は、電源を切っていても 
本体前面の H D D 表示などび点灯し、動作時同様の通電状態 
となっています。このとさに 、 USB HDD を接続したいな 
どで本機の電源を「切」にしたい場合は、操作編「瞬速起動」 
1115^をご覽ください。 

•待機 時の消費電力について詳しくは、操作編 ff ち5^をご覽 
<ださい。 


接続と設定 「はじめての設定」をずる 
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接続と設定 

r はじめての設定 J を表巧ずる • やり直ず 


一度設定した内容は保持されるので、変更したい内容のみを 
更新でさます。（ただし、追加•変更したい設定項目によって 
は、関連する項目ち「はじめての設定」で、再度設定する必 
要びあります。） 



〇 【はじめての設定/管理設定】を選び、轉を 
^ 押ず 
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【はじめての設定】を選び、透)を押ず 


む 醜メこ 


はじめての設定/管理設定 
チャンネル/入力設定 


BD/DVD プレイヤー設定 


力半付をフォルダ設定 
ジャンル設定 
HDD/ ディスク管理 
記録用 USB 登録設定 
BD/DVD ダビング速度 
省エネ設定 

ソフトウエアのダウン□— 
デジタル放送のお知5せ 
お楽しみ番組情報のクリア 
設定を出荷時に戻ず 
迪じ めての 設定'^^^ ■ 


r はじめての設定」は、設定済みの内容を保持していま 
す。 

各放送波のアンテナを追加で接続するなどした場合は、 
追加した放送波の必要な設定だけを行なうことをおす 
すめします。 

「はじめての設定」の「①基本設定とレグヴ U ンク•コ 
ント□ーラ設定」の手順 2 「放送メディアの選択」画面 
で、追加した放送波に「 V 」を付けます。 



r はじめての設定」をやり直すときは： 

•追加 や変更する設定項目によっては、関連する項目 
ち連動して再設定び必要になる場合びあります。 


r はじめての設定 J qslA 


よくある質問です。 

困ったとさや、わからないことびあったとさにご参考ください。 


Q 引っ越しなどで、受信でさる放送び変わったとさは？ 

^ 「はじめての設定」を再度行なって、お住まいの地域の放送を受信でさるように設定してください。 


P デジタ)レ放送のアンテナ(地上/巨 S • 1 W 度 CS ) をあとか6追加でつないだときは？ 


「はじめての設定」を再度行ないます。 

「①基本設定とレグヴ U ンク-コント□ーラ設定」の手 
順 2 126デで、アンテナを追加した放送メディアに 
」を付け、必要な設定を行なってください。 


はじめての設定放送メディアの選択 

今回設定したい放送メディアを選択してください。 

複数の放^|^^ 

を選択でさます。 

□ 

地上デジタル 

□ 

BS デジタル 

□ 

110度 CS デジタル 

□ 

スカ八’一！ 

□ 

CATV 

何も選択しなかったときは、基本的な設定のみ巧ないます。 

選択しなかった放送メディアに関する設定は、変更されません。 


設定び終わったら、「番組ナビチャンネル設定」の「番組 
表表示」に「^」び付いているかご確認ください。 



詳しくは、「デジタル放送の表示/非表示を設定する」（操 
作編「27尹）をご覧ください。 
























あとでネットワーク機能を設定 • 変更したいときは？ 


本機のネットワーク機能を「はじめての設定」で行なわずに、あとで個別に設定する場合や、設定した内容を変更し 
たいときは、下の設定項目をご確認ください。 

1 ) 本機をブ□ー ドバンド常時接続環境につなぐ 

2) イーヴネット利用設定を確認する国す 

本機のネットワークを利用するには、【イーヴネット利用設定】で【利用する】を選びます。 

3) イーヴネット設定をする 

【ネット de ナビ/ダビング/レグヴ IJ ンク連携機器】、【アドレス/プ□キシ】の設定を行ないます。 


デジタル放送の番組表データは何か5取得するの？ 


デジタル放送波から番組データを受信します。 

-デジタル放送波（地上デジタル/巳 S • ]] 0度 CS デジタル）から送信される番組データを、アンテナから自動的に受信します。 

-インターネット環境などびなくてを、番組データを取り込むことびでさます。 

•8 曰分の番組データを取り込みます。（放送局によって変わる場合びあります。） 

•テレビの放送波を利用して、本機の時刻を自動修正します。誤差び已分！;(上に広びると自動では修正でさませんので、手動で修正 
してください 。 {MF 

-番組表からの録画予約中に番組の放送時間に変更びあっても、 U アルタイムに対応します。 

-内蔵デジタルチューナー（地上デジタル/目3 • T ] 日度 CS デジタル）は最大210日チヤンネルまで表示します。 


本機につないだ外部チューナー ロカパー/和 CA TV などつ の番組表データはどうずれば表示できるの？ 


番組表の情報取得には、 iNET を利用します。 

設定のしかたは、「スカパー！/ CATV チューナーをあとからつないだとさは」 [^9 デ〜 I 加ザをご覧ください。 

iNET 


インターネットを利用して番組データサーバーから番組データを本機にダウン□ー ドします。 （iNET を利用するには、対応の 
ルーターなどを使ったブ□ー ドバンド常時接続環境び必要です。） 

-8曰分の番組データを取り込みます。 

•24 時間いつでち番組データをダウン□ー ドでさます。 

-時計サーバーを利用して、本機の時刻を自動調整することびでさます。 

-接続した外部機器/チューナーは、最大]日日チャンネルまで番組表で表示でさます。 

• 株式会社日刊編集センター 
-スカパー」 SAT 株式会社 
(201 2年2月現在） 


本機の番組表について 

争 番組表の情報は放送メディア(地上デジタル、巳 S- ] ]0度 CS デジタルなど）によって異なります。 


接続と設定 「はじめての設定」をずる 
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その他の設定 


r 映りが悪い jr ノイズが出る J などの場合は 


「画質び悪い」、「映像び不安定」「映りび悪い」、「ノイズび出る」などの場合は、下の方法をお試しください。また、変化びな 
いとさは、お買い上げの販売店などにお問い合わせください。 





ル旅送の受信感度の設定を杏 

»準備_ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 

1 【地上デジタル放送受信感度】を選び、獲) 
' を押ず 


2 


受信感度の項目を選び、喔)を押ず 


3 


%を2回押して設定メニューを終了し、 
受信映像に変化がないか確認ずる 

【地上 D アンテナレベル】 [48^ の数値び高いほうに 
設定することをおすすめします。 

【モード 2】 に設定をしても、放送地域や受信環境に 
よっては、変化びない場合もあります。映像び変化し 
ない場合には、【モード](標準)】に設定してくださ 
し、また、変化びないときは、市販のブースターを接 
続します。 


> 上記の方法を行なってち、設置されているアンテナの感度、 
放送地域や受信環境によっては、変化びない場合ちありま 
す。 


ブースターに関しては、販売店などにお問い合わせください。 

ブースター 接続例 



本機の「地上デジタル入力」端子へ 


本機の 「 BS ’ 11日度 CS 入力」端テへ 


【モード1(標準)】_ 

受信映像に問題びないとさに選びます。 

-アンテナから入って来たままの電波の強さで受信します。 

【モード2】 

受信でさなかったり、映像にノイズび出る…といったとさ 
に、選びます。 

•アンテナから入った電波を減衰させて受信します。減衰さ 
せることで、混信による障害をおさえます。 



地上デジタル放送 



ブースターを 
接続ずる 


変化び 

ない 


地上デジタル放送の 
受信感度の設定を 
変更ずる 


その他の設定 


展りが悪い」フ V ズが出る」などの場合は 


準備編 
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※テレビを「フル」に 
設定していること 
を前提として説明 
していまず。 


16:9 
シュ U ンク 
(推奨設定） 


1目：9シュリンク 
(テレビ側が 
「ズーム J の時） 


國 


( 0 ) 


の 


(X) 


な 


4 


( 0 ) 


9 


9 


( 0 ) 


A 


( 0 ) 


の 


(X) 


m 


に） 


の 


(X) 


4 : 3 LB 
(推奨設定） 


•が 


に） 




( 0 ) 


一。 


( 0 ) 


( 0 ) 


画面比4 : 3 


4:3 


4:3 
ノーマル 


に） 




に） 


な、〇 

一。 


( 0 ) 


( 0 ) 


16:9 

ワイド 


:产、の) 


：4： 


(X) 


: J ： 


(X) 


圓 


(X) 


16:9 
シユ U ンク 


圓 


(X) 


ぶ 


(X) 


：4： 


(X) 


画 


(X) 


※ご使用のテレビによっ口ま、本機の出力信号び 480 p ( D 2) になっているときのみ、 r ズーム」や r フル」などの切換び可能な場合 
びあります。本機の出力信号については、艮|デをご覧ください。 


♦ 本機で録画した映像(タイトル)は、選んだ録画ち式により、放送時とは異なる画面形状で再生される場合びあります。 

•「フル」、 「ズーム」、「ワイド」、「ノーマル」などのモードの呼びかたはテレビによって異なる場合びあります。 

•実際に 映し出される映像の形状は、放送-外部入力の信号の種類や、接続しているテレビの設定によってち変わります。テレビの取扱 
説明書をご覽ください。 

参 再生できる画面形状びあらかじめミ夫められている市販の目 D / DVD - Video ディスクなどの場合、設定した画面形状どおりに再生されな 
いことびあります。 


画面比16:9 


\ 

一 16:9 


4. 

1 1 

r 


4 : 3 LB 


4:3 
ノーマル 


16:9 

ワイド 


その他の設定 


テレビの画面比に合わせて TV 画面形がを設定する 


»準備 


©を巧す 

【設定メニュー】を選び、@を巧す 
【操作•表示設定】を選び、@を巧す 

# 【 TV 画面お状】を選び、獲)を押ず 


ク 接続しているテレビに合わせて設定を選 
^ び、舞)を押ず 


TV 画面お状 


_ 4：3 LB _ 

4:3 ノーマル 
16:9ワイド 
16:9シユ U ンク 


:放送で送られてくる映像に足される黒い帯 
脚猫を表します。 

:本機の 「 TV 画面形状設定」に従って足される 
黒い帯を表します。 


放送で送 S れて<る 
映像の種類 


お使いのテレビと 
本機の画面おが設定 


4 : 3放送 



ワイド放送 

(レターボックスが送） 




スクイーズ方式 
ワイド放送 


来 


スクイーズ方式 
ワイド放送 
(4:3 サイドパネル付） 


iJ 


一 


準備編 


テレビの画面比に合わせて TV 画面形状を決定する 


その他の設定 


X 




a 


〇 

H 


9 


〇 


J 


X 


X 


\ly 




4 




X 


X 


〇 
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J 3 


X 


X 


X 
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* 心 
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その他の設定 

接続した端子に合わせて設定ずる 


接続した機器に合わせて、解像度を設定する 


テレビとの映像接続方法 

解像度 

HDMI 接続ケーブル 

接続しているテレビなどに合わせ、 
一番高い解像度を自動で設定しま 
す。【解像度設定】から、お好みの 
解像度を選ぶこともでさます。 

「映像-音声接続コード」 
の映像（黄） 

c： 011 1 1 ろ 1 ( imo > 

映像（黄）端テからの信号は、解 
像度び 480 i ( D 1) に固定されて 
います。 

【解像度設定】で選んだ解像度は、 
反映されません。 


本機とテレビなどを HDMI 接続ケーブルで接続している場合 
は、 iU 下の手順で解像度を切り換えることびできます。 

»準備 _ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【操作•表示設定】を選び、@を巧す 
•【解像度設定】を選び、@を巧す 

1 接続しているテレビに合わせて、下の表 
' を参考に解像度を選ぶ 


解像度設定 


最大108 Op 
最大1 0801 
最大 720 P 
最大 480 P 


解像度設定 

出力される映像信号の上限 

最大108 Op 

プ□グレッシブ：108 Op 

最大108 Oi 

インターレース：108 Oi 

最大 720P 

プ□グレッシブ： 7S0P 

最大 480P 

プ□グレッシブ： 480P 


実際に出力されている信号は、本体の表示窓で確認でさ 
ます。操作編 I 7ミ^をご覧ください。 


•接続す るテレビやモニターなど、機器の特性、映像ソースの 
解像度(普通のテレビ放送や八イビジョン放送)、本製品の 
映像出力の解像度 （1080 p ( D 己）〜 480 p ( D 2)) の組み 
合わせによっては、高い解像度の出力び最適ではないこと 
ちあります。お好みに合わせて、出力の解像度を切り換えて 
お楽しみ < ださい。 

参 解像度設定を【最大 1 080 P 】 にした場合、映像(黄）端テか 
らは信号び出力されない場合びあります。 

• 3 D 映像を再生中は、映像(黄)端テからは信号び出力され 
ません。 


音声出力の設定をずる 


本機はアナ□グ音声からデジタル音声まで、多様な音声方式 
に対応しています。 

接続しているテレビや AV アンプなどに合わせて、本機から 
出力する音声を設定してください。 

»準備_ 

• © を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【再生機能設定】を選び、@を巧す 
• 【高品位音声優先出力設定】を選び、@を巧す 

1 テレビや A V アンプなどを接続している 
' 端子を選び、獲)を押ず 


高品位音声優先出力設定 


HDMI 

デジタル音声光 
アナ□グ 2 ch 


【 HDMI 】 または【デジタル音声光】を選ぶと 2 へ進みま 
す。【アナ□グ2か】を選ぶと、設定は完了します。 

出力ずる音声方式を選び、 優) を押ず 

下のような選択画面び表示されますので、次ページ上の 
表を参考に設定します。 

【 HDMI 】 を選んだ場合 


2 


HDMI 


【デジタル音声光】を選んだ場合 


デジタル音声光 


ビットストリーム 
「 PCM 2 ch 


その他の設定 


準備編 


接続した端子に合わせて設定する 
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HDMI 

自動 

本機の HDMI 端テに、ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC 、 リニア PCM のデコーダーを 
内蔵した AV アンプを接続しているとさ。 

PCM 

本機の HDMI 端テに、 U ニア PCM のデコーダーを内蔵したデジタルステレオアンプ 
を接続しているとさ。 

デジタル音芦光 

ビットストリーム 

本機のデジタル音声出力光端テに、ドルビーデジタル、 DTS 、 AAC のデコーダーを 
内蔵した AV アンプを接続しているとさ。 

PCM 2 ch 

本機のデジタル音声出力光端テに、 2 ch デジタルステレオアンプを接続しているとき。 

アナ□グ 2 ch 

— 

本機の出力端子 【ち】【左】 に、テレビなどの音声入力端テを接続しているとさ。 


出力される音声の種類 



高品位音声優先出力設定と音声端子 

接続端子 

出力端子【ち】【左】 

ビットストリーム / PCM (光） 

HDMI 出力端子 

ディスク/放送 

音声方式 

アナ□グ 2 ch 

デジタル音声光 

HDMI 叫 

ビットストリーム *2 

PCM 2 ch 

自動 

PCM 

BD-Video 

ディスク 

ドルビーデジタル 

〇 

ドルビーデジタル 
ビットスト U —ム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

ド ルビー TrueHD 
ドルビーデジタルプラス 

〇 

ドルビーデジタル 
ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大 7.Ich PCM 

L-PCM 

〇 

2ch PCM*3 

2ch PCM*3 

接続機器に準ずる 

最大 7.Ich PCM 

DTS 

〇 

DTS ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大 7.Ich PCM 

DTS-HD Master Audio 

DTS-HD High Resolution Audio 

〇 

DTS ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大 7.Ich PCM 

DVD-Video 

ディスク 

ドルビーデジタル 

〇 

ドルビーデジタル 
ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

L-PCM 

〇 

2ch PCM*3 

2ch PCM*3 

2ch PCM 

2ch PCM 

DTS 

〇 

DTS ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

音楽用 CD 

L-PCM 

〇 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

DTS CD 

〇 

DTS ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

デジタル放送 

視聴時 

AAC 

〇 

ACC ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

DR 記録/ AVC 記録* 4 

AAC 

〇 

ACC ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

最大己. Ich PCM 

VR 記録 

ドルビーデジタル 

〇 

ドルビーデジタル 
ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

2ch PCM 

L-PCM 

〇 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

アナ□グ入力 

視聴時 

L-PCM 

〇 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

VR 記録 

ドルビーデジタル 

〇 

ドルビーデジタル 
ビットストリーム 

2ch PCM 

接続機器に準ずる 

2ch PCM 

L-PCM 

〇 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 

2ch PCM 


*2 

*3 

*4 


「目 D ビデオ副音声/効果音」び「入」の場合、再生するディスクによっては最大己. Ich になります。 

出力される音声は、最大己. Ich になります。 

出力されるヴンプ U ング周波数は 48 kHz のみです。 

画質レートび2.日未満の場合は、ドルビーデジタル （2 ch ) になります。 VR 記録されたタイトルを AVC 記録に変換してダビングした場合は、ド 
ルビーデジタルにか）か L-PCM (2 ch ) になります。 


【高品位音声優先出力設定】で選択された音声端テ!;!外の端テからは、ダウンミックス、ダウンヴンプ U ングされた音声び出力されま 
す。 

参 【高品位音声優先出力設定】で選択された音声端テ外の端テからは、正し<音声び出力されない場合びあります。その場合は接続機器 
の音量を絞って < ださい。 

参 音声付さ早送りの音声は、設定にかかわらずダウンミックス、ダウンヴンプ U ングされた音声び出力されます。 

•目 D - Video ディスクで主音声のみを楽しみたい場合は、設定メニューから「巳 D ビデオ副音声/効果音」を【切】にしてください。 

• 「 BD ビデオ副音声/効果音」を【入】にした場合、再生するディスクによってはヴンプ U ング周波数び 48 kHz になります。 

•デジタル 音声出力をお使いになるとさは、対応した AV アンプび必要です。 

•ディスクに よっては、ディスクメニューから音声の切換えを行なう場合びあります。このとさは、『ポップアップ/メニュー』を押し、 
ディスクメニューを表示させて音声を選んでください。 

•電源を入れた とさ、およびディスクを交換したとさは、「巳 D / DVD 音声言語」(操作編巧た^)の設定どおりの音声になります。ディスク 
によっては、ディスクで決められている音声になります。 

参 音声を切り換えた直後は、表示と実際の音声び一瞬ずれることびあります。 

•ビッ トスト IJ ーム /PCM (光)端テでアンプなどに接続する場合、こ力国語の音声切換びでさない場合びあります。このようなとさは 
「設定メニュー」>「再生機能設定」>「高品位音声優先出力設定」>「デジタル音声光 」>「 PCM 2か」の順に選択、ミ夫定してください。 
• 「目 D / DVD 互換モード」（操作編巧たつを【入】にして録画したタイトルは、二力国語の音声切換はできません。 


その他の設定 


準備編 


接続した端子に合わせて設定する 


37 











































その他の設定 

日付と時刻を設定ずる 


»準備 


貸)を巧す 

【設定メニュー】を選び、@を巧す 

# 【操作-表示設定】を選び、獲)を押ず 


2 


3 


脫刻設定】を選び、喔)を押ず 


日付と時刻の設定をずる 


◄ ► :左もに移動し、陋凰【月】【日】【時】 
【分】【秒】などの項目を選びます。 

:選んだ項目の値を変更します。 

すべての入力び終わったら【登録】を選び、 

@を押します。 


■ r なれみ の設定 

時計サーバーを利用して、本機の時計の±日分未満の誤差を 
修正します。 

〇 旧付と時刻を設定ずる」の準備と手順 7 〜 2 を行なう 


【デジタル】と表示されていて選択びできない場合は、それ 
ぞれの放送波から自動的に時刻び調整されるので、ここで 

の設定の必要はありません。 


©ジャス トク □ ックの設定を選ぶ 



例2:東泛時計サーバーを選択 

日付-時刻 


ジャストク□ツ 


120121 /H 1/1 11 ( B ) 371:1251:112] 「東到寺計ヴーバ ー 1 「 



ジャストク□ックについては、ちの『 r ジャストク 
□ック」の設定』をご覧ください。 


A メッセージを確認し、【はい】を選び、轉を 
^ 押ず 


• デジタル放送を受信でさない環境や設定で「ジャス 
トク□ック」に r デジタル」と表示されている場合 
は、 r デジタル放送の表示/非表示を設定する」（操 
作編12巧)で、すべてのデジタルチューナーを表示 
しない設定にしてください。 


参 本機のカレンダー機能は203己年まで対応しています。 

参 ジャストク□ック機能は時刻設定び正しく行なわれていな 
いと、時刻調整でさません。また、次のようなとさは、設定に 
かかわらずジャストク□ック機能は働さません。 

一現在時刻とのずれび+已分！;(上あるとさ 


例3:その他時計サーバーを選択0 

日付 - B 寺刻 ジャストクロック 

▲ 

120121 /H 1/1 11 ( B ) 371:1251:112] をの他時計ヴーパー11設定 I 


【切】 


ジャストク□ック機能は働きません。 


【東芝時計サーバー】 


インターネットを利用して専用のサーバーに本機び自動 
的に接続し、時刻を調整します。 


【その他時計サーバー】 


インターネットを利用して、時刻を自動設定します。 

本機び接続するヴーノ（一を指定でさます。 

【設定】を選んで@を押し、接続したいサーバーのアドレ 
スを、画面の表示や説明に従って入力して < ださい。 


【東芝時計ヴーバー】と【その他時計ヴーバー】は、「イーヴ 
ネット利用設定」び【利用しない】に設定されていると、 
選択できません。「イーヴネット利用設定」については、 
151ザ〜「53デをご覧ください。 

設定び終わったら、【登録】を選び、@を押します。メッ 
セージを確認し、【はい】を選び、@を押します。 


r 時計ヴーゾ V — J について 


「東芝時計ヴーノく一/その他時計サーバー」を選んだ場合、 ] 曰]回 
時刻合わせを不定期で行ないます。また、]秒未満の誤差は調整さ 
れません。 

「東芝時計ヴーノ（一/その他時計サーバー」による時刻調整は、マン 
シヨン等の共有ネットワーク環境では使用でさない場合びあります。 
次のよラなとさは、「東芝時計サーバー/その他時計サーバー」によ 
るジャストク□ック機能は働きません。 

ーネットワークび接続されていないとさや、 r イーヴネット/ネット 
de ダビング設赴の設定び正しくないとき 
一録画、再生、編集中やダビング中などの本体操作中 
一24時間!;(内に時刻合わせび行なわれたとさ 


その他の設定 


準備編 


日付と時刻を設定する 
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その他の設定 

レグザリンク機能について 


対応する東芝テレビと HDMI ケーブルで接続することで、テレビとの連動操作び可能になる機能 （ HDMI 連動機能）です。 
対応機種については、 http :// www . toshiba . coJp / regza / bd _ dvd / をご覧ください。 

テレビの詳しい操作については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

|： jSf / u な機 Bb 后ミ使を!ま す- . 


リモコンの 
操作ボタン 




© 


(ptg 


睡組ナビ] 


iitE] 






ぶ^^'^ ご 本機とテレビの電源を自動で「入」にし、本機の画面を表示します 




本機のリモコン操作で、テレビの入力を自動で本機に切換えます 

本機が起動していてテレビの電源が「切」の場合は、テレビの電源を自動で「入」にし、 
本機の画面を表示します。 

テレビの香組表から、本機に録画予約ができます 
ぶ 掌。テレビのリモコンを使って本機を操作できます 
嘴。 テレビが電源「切」になると、連動して本機も電源「切」になります 

テレビの操作と連動して、自動で節電できる機能です。 

HDMI ケーブルな5、便利なレグザリンクが使えまず！ 




»準備 


•本機とテレビを HDMI ケーブルで接続し、テレビの設定を行 
なう（接続したテレビの取扱説明書をご覧ください） 

• を巧す 

•【設定メニユー】を選び、 （§) を巧す 
•【操作•表示設定】を選び、@を巧す 

1 【レグザリンク-コント□-ラ設定】を選 
' び、@)を押ず 


ヴ 【ダビングには使わない（通常）】または 
づ 【ダビングにも使う（拡張)】を選び、喔)を 


2 


【利用ずる】を選び、@を押ず 


レグザ リンク. コント □ー ラ設定 

利用する 
利用しない 


押ず 


連動機能 


ダビングには使わない(通常） 
ダビングにも使う(拡張） 


【ダビングには使わない(通常)】 


通常はこちらを選んでください。 


【ダビングにも使う（拡張)】 


「イーヴネット対応の HDMI ケーブルを使用するダ 
ビング」に対応している東芝テレビと、直接ダビン 
グできます。詳しくは、次ページをご覧ください。 


レグヴ U ンク機能の設定び終わりました。 


• HDMI 連動機能とは、 HDMI で規格化されている HDMI CEC (Consumer Electronics Control ) を使用したテレビなどを制御する 
ための機能です。 

• HDMI CEC 規格に準拠した機器と接続したとさは、一部の連動操作び行なえますび、当社対応品！;(外については動作を保証するもので 
はありません。 


その他の設定 


準備編 


レグザリンク機能について 


S 































































その他の設定 

レグザ IJ ンクダビング 


レグザリンクダビングとは 


本機能に対応している東芝テレビで録画した映像を、ネットワークや「レグヴ U ンク」の拡張機能を使って本機に送り、ダビン 
グするものです。対応機種については、 http :// www . toshiba . coJp / regza / bd _ dvd / をご覧ください。 

•操作に ついて詳しくは、操作編「東芝テレビからダビングする（レグヴ U ンクダビング)」（巧 IF 〜をご覧ください。 

•テ レビの設定や操作について、詳しくは、テレビの取扱説明書をご覧ください。 


LAN ケーブルで接続 

本機と「レグザリンクダビング」にが応しているテレビを、直接接続ずる 
ことちでさます。 


ブルー レイ/ 
DVD ディスク 
にダビング 



イーサネット巧応の HDMI ケーブルで接続 

「イーヴネット巧応の HDMI ケーブルを使ったレグザリンクダビング」に 
巧応しているテレビをお使いの場合でのみ、利用可能です。 


内蔵 HDD 
にダビング 


■し AM な ルぶ接続 ■ 


2 


6 


本機をネットワークに接続ずる 

をご覧ください。 

© を押し、【設定メニュー】を選び、獲)を 
押ず 


Q 【ネット機能設定】を選び、獲)を押ず 

d 「イーヴネット利用設赴び【利用しない】設定になってい 
る場合は、151デの手順 5 で【利用する】を選び、必要な設 
定をしてください。 

A 【イーヴネット/ネット de ダビング設定】 
^ -【ネット de ナビ/ダビング/レグザリン 

ク連携機器】一【レグザリンク連携機器 
設定】の順に選ぶ 


夕 


【使う（フィルタ制限なし)】を選ぶ 


〇設定メニユ- 


ネット機能設を>イーサネット/ネット C 


ネットおナビ設定 

本体ち ro 肌巧即 
本体ユーザーち I TOSHIBA 
本体パスワード[ネネネネネがネ林 
本体ポート番号 I ^^ 



ネットおダビング設定 

I ダビンヴ要ボ I 受け付ける I 

__I グル-プち I TOSHIBA _I 

」 グループパスワード L 料ネが林 」 

レグザリンク連携機器設定 L 使う(フィルタ制限なし ）I 


【登録】を選び、轉を押ず 

本機の設定び終わりました。 

テレビをネットワークに接続し、設定してください。 


巧も、，'■が 寸而 V n 八 A ■な加巧 巧を 

この接続ち法を利用する場合は、本機もテレビちネットワー 
クを使わない設定になります。 

•対応す る東芝テレビについては、じ(下のホームページををご 
覧ください。 

http :// www . toshiba . co . jp / regza / bd _ dvd / 

•操作に ついては、それぞれの取扱説明書をご覧 < ださい。 

»準備 

•本機とテレビをイーヴネット対応の HDMI ケーブルで接続し、 
テレビの設定を行なう 

H ©を押し、懷定メニュー】を選び、獲)を 

^ 押ず 


2 


4 


【操作-表示設定】を選び、獲)を押ず 


ク 【レグザリンク-コント□ーラ設定】を選 
d び、®を押ず 


【利用ずる】を選び、透)を押ず 


夕 


【ダビングにも使う(拡張)】を選び、@)を押す 


連動機能 


ダビングには使わない(通常） 
ダビングにも使う(拡張） 


「イーヴネット利用設赴び【利用する】設定になって 
いる場合は、その設定情報を保存し、イーサネット利 
用設定は【利用しない】設定に切り換わります。 


その他の設定 


準備編 


レグザリンクダビング 
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その他の設定 

デジタルが送肥 b / BS • 110度 CS ) 関連の設定をずる 


地上デジタル放送のチヤンネルを設定する 


地上デジタル放送のチャンネルを設定するには、1；(下の3種類びあります。 

•初期 スキャン…「はじめての設定」で行なう「初期スキャン」（巧手順 2 ) だけを、やり直します。 

♦再 スキャン……放送局び而えたなど、放送チャンネルに変更びあったときに、チャンネルを追加します。 
• 自動スキャン…本機の電源び「切備機)」のときに、自動で再スキャンを行ないます。 

《 「初期スキヤン」を行なつていないと、 r 再スキヤン」や r 自動スキヤン」はできません。 


初期スキャン _ 

引っ越しなどで受信でさる放送局び変わったとさは、「初期ス 
キャン」を行ないます。受信可能なチャンネルを本機び自動 
的に探して、登録します。 

※ 「初期スキャン」をすると、これまでに設定した内容はすべて 
消去されます。 


»準備 

• © を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

Y 【巧回設定】を選び、喔)を押ず 

2 

【チャンネル設定】を選び、轉を押ず 

3 

【地上 D 自動設定】を選び、透)を押ず 

4 

【初期ス丰ャン】を選び、獲)を押ず 

5 

お住まいの地方を選び、@)を押ず 

6 

お住まいの都道府県または地域を選び、 
獲)を押ず 


初期スキャンを開始します。終了するまでお待ちくださ 
い。 


設定された内容を確認ずる場合は、【は 
い】を選び、獲)を巧ず 


再ス夺ャン _ 

放送局び新たに開局したとさなどは、「再スキャン」を行ない 
ます。新しい放送局やチャンネルを本機び自動的に探して、 
追加します。 

»準備_ 

• © を巧す 

•【設定メニュー】を選び、@を巧す 
•【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

1 【初回設定 】 を選び、獲)を押ず 


2 【チヤンネル設定】を選び、獲)を押ず 


2 【地上 D 自動設定】を選び、@を押ず 


A 【再ス丰ヤン】を選び、獲)を押ず 

" 再スキャンを開始します。終了するまでお待ちくださ 
い。 


5 設定内容を選び、獲)を押ず 


巧 設定された内容を確認ずる場台は、【は 
U し、】を選び、獲)を押ず 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送(地上 / BS 


-0 度 CS ) 関連の設定をする 
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その他の設定 


デジタルが送(地上/ BS • 110度 CS ) 関連の設定をずる 


つヴを 


自動スキヤン 


「自動スキャン」とは、チャンネルの追加などの変更びあった 

とさに、本機のチャンネル設定の内容を自動で変更する機能 

です。チャンネル設定を変更した場合は、「本機に関するお知 

らせ」で、変更された内容をお知らせします。 

争 お買い上げ時は、【自動スキャンする】に設定されてます。本 
機のチャンネル設定の内容を自動で変更させたくない場合 
は、【自動スキャンしない】に設定してください。 

• 「自動スキャン」は、本機の電源び「切(待機)」のとさ、午前6 
時頃に行なわれます。 

争 録画予約の実行と重なったとさなど、【自動スキャンする】 
に設定していても「自動スキャン」び行なわれない場合びあ 
ります。チャンネ j レの追加などの変更びあった場合は、「再ス 
キャン」をすることをおすすめします。 

»準備_ 

• ©を巧す 

•【設定メニュー】を選び、@を巧す 

•【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 

•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

イ 【巧回設定】を選び、獲)を押ず 


2 


【チヤンネル設定】を選び、獲)を押ず 


3 


【地上 D 自動設定】を選び、轉を押ず 


4 


【自動ス丰ヤン】を選び、@)を巧ず 


5 


6 


【自動ス丰ャンをずる】または【自動ス 
丰ャンをしない】を選び、@)を押ず 

【自動スキャンをしない】を選ぶと、【再スキャン】をしな 
いかざり、新しいチャンネルや変更になったチャンネル 
び受信でさません。 

©を押して設定を終える 


手動でデジタル放送のチヤンネルを変更/ 
追加する 


手動設定 


»準備 


©を巧す 

【設定メニュー】を選び、@を巧す 
【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 


3 


脚回設定】を選び、透)を押ず 


2 


【チヤンネル設定】を選び、優)を押ず 


【手動設定】を選び、獲)を押ず 


A 変更または追加したい放送を選び、@を 
^ 押ず 

IT 設定したいリモコン番号を選び、獲)を押 

3 ず 


6 


【チヤンネル】を選び、®/®で設定し 
たいチヤンネルを選ぶ 

下の順に切り換わります。 

-►(^デー タ ^イ 




■►〔テレビ ト 


地上デジタルのチャンネルを順に: 


こ選局] 


「テレビ」または r データ」をんだ場合 

一つの U モコン番号に、同じ放送局のチヤンネルび、 
複数まとめて設定されます。 

「テレビ」を選んだあとは、下の手順で放送局を設定 
して < ださい。 

〇 【放送局】を選ぶ 

© ^/\2!?で設定したぃ放送局を選び、@を巧 
ず 

©►を 巧して、登録ずる 


地上デジタル放送のチャンネルを選んだ場合 


【放送局】欄の放送局名を変えることはでさません。 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送(地上/巨 S •110 度 CS ) 関連の設定をする 
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劇禍旨 ■ 

u 下の順に切り換わります。 


レビラジオ 夕 ) ◄ 


►I BS デジタルのチヤンネルを順に選局 卜 


3 S デジタル放送のチャンネルを選んだ場合 

だを押すと、すべてのチャンネルび番号順 
こ切り換わります。 

> 放送メディア（テレビ/ラジオ/データ）を指定する 
ことはでさません。 

» 【放送局】欄には選んだチャンネルの放送局名び表示 
されます(放送局名を変えることはでさません)。 

藝を押ず 


) 【チヤンネル】の項目で「---」び表示されているところは、 
チヤンネルび設定されていません。 


選局するとさに、不要なチヤンネルを飛び越せるように設定 
し ^ 〇 

※地上 デジタル放送は、「初期スキャン」を行なっていないと 
でさません。 


テレビ」、 r ラジオ」または r データ」のいずれかを »準備 

選んだ場合 ■ 

-つの U モコン番号に、同じ放送局のチヤンネルび、 

實数まとめて設定されます。 


質> を巧す 

【設定メニュー】を選び、@を巧す 
【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 


2 


4 


脚回設定】を選び、獲)を押ず 


【チヤンネル設定】を選び、@)を押ず 


つ 【チヤンネルス丰ップ設定】を選び、@を 
^ 押ず 


放送を選び、獲)を押ず 


5 


ス丰ツプ設定したいチヤンネルを選び、 


貪を押ず 

已3チヤンネルスキツプ設定 

チヤンネル 

放送局 

r BS 141 |[ 

BS 曰テレ 

1 BS 142 厂 

BS 曰テレ 

1 BS 143 厂 

BS 曰テレ 

1 BS 1 已1 [ 

BS 朝日1 

1 BS 1 已2 |〇_ 

BS 朝曰2 

1 BS1 已3 r 

BS 朝日3 


II 受信 ¢1 
]|受信 I 

]1 ~§1 ~I 
]1 ~ si ~I 
]1 ~§1 ~I 
]1 ~§1 ~I 


C ►朽矿で選び屏是で設定/解除肩をで前画面に戻る 


@を押すごとに、授信】0【スキップ】と 
交互に切り換わります。 

【スキップ】に設定したチヤンネルは、 
番組表に表示されません。 


• 「地デジ難視対策衛星放送」 ra 言デを利用していて、チャンネルを手動で設定したいとさ: 

- 【手動設定】の「巳 S チャンネル設定画面」から、設定してください。利用していない場合は、設定できません。 

• 「地デジ難視対策衛星放送」〔亟すを利用していて、チヤンネルをスキップしたいとさ： 

一【チャンネルスキップ設定】の「巳 S チャンネルスキップ設赴画面から、設定してください。利用していない場合は、設定できません。 


不要なチヤンネルのスキップ 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送(地上 / BS 


-0 度 CS ) 関連の設定をずる 


【 

一 


一 




ち 


CL 








i 
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その他の設定 

デジタルが送(地上/ BS ， 110度 CS ) 関連の設定をずるっヴま 


—夕放送の設定をずる 


お住まいの地域に応じたデータ放送（天気予報-選挙速報) 
や緊急警報放送を利用するための設定です。 


郵便番号と地域の設定 


»準備 _ 

• © を巧す 

•【設定メニュー】を選び、@を巧す 
•【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧ず 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

Y 【データ放送】を選び、獲)を押ず 


つ 【郵便番号と地域の設定】を選び、喔)を押 

店ず 


3 お住まいの郵便番号を^&〜国で入力 
し、喔)を押ず 


4 該当ずる地方を選び、喔)を押ず 


5 該当ずる地域を選び、獲)を押ず 


文字スーパー表示設定 _ 

災害時の速報などに利用される、文字スーパー表示機能の設 
定です。 

»準備_ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

Y 【データ放送】を選び、獲)を押ず 


9 【で字スーパー表示設定】を選び、@を押 

店ず 


2 【表示ずる】を選び、喔)を押ず 


4 設定したい言語を選び、轉を押ず 


ルート証明書番号の確認 _ 

ルート証明書は、地上デジタル放送の双方向サービスで、本 
機と接続するヴーノ く一を認証する際に使用されます。 

»準備_ 

• 0を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

ブ 【データ放送 】 を選び、獲)を巧ず 


2 【ル-卜証明書番号】を選び、優)を押ず 


ク ルート証明書番号を確認した！5、轉を押 

^ ず 


デジタル放送の簡易確認テストをする 


お住まいの地域に応じたデータ放送（天気予報-選挙速報) 
や緊急警報放送を利用するための設定です。 

»準備_ 

• 0を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

ブ 【その他 】 を選び、獲)を押ず 


2 【簡易確認テスト開始】を選び、獲)を押ず 

。地上デジタル放送の場合は、◄- ►で伝送チャンネ 
ルを選びます。 


B - CAS 力ードの登録番号を確認する 


»準備 _ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

ブ 【その他 】 を選び、獲)を押ず 


9 に- CAS 力ード番号表示】を選び、獲)を押 

店ず 


3 B - CAS 力ード番号を確認した5、轉を押 
ず 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送(地上/巨3 • 110度じ3)関連の設定をする 
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視聴年 離 制限の設定 


視聴年齢制限のある番組を見るには視聴年齢設定び必要です。 
•あらかじめ 本機に視聴年齢制限を設定しておくことで、暗証 
番号を入力しないと視聴でさないようにすることびでさま 
す。 


視聴年離制限を設定ずる 


B 音証番号を設定/変更ずる 


《 設定した暗証番号を忘れないようにごを意ください。忘れて 
しまったとさはご自身で変更することびでさないため、有償 
でのご対応となります。 「 RD シ U - ズヴポートダイヤル(裏 
表紙)」にご連絡ください。 

»準備 _ 

• © を巧す 

•【設定メニュー】を選び、@を巧す 
•【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

イ 【視聴設定】を選び、獲)を押ず 


2 


【暗証番号設定】を選び、獲)を押ず 


3 


^〜团で登録したい暗証番号を入力 
ずる 

《 暗証番号を変更する場合は、設定した番号を入力し 
たあと、新しい番号を入力します。 


A 確認のため、暗証番号をもう一度入力ず 

呼る 


> ここで設定した暗証番号は、目 D / DVD パレンタル□ック 
(操作 編 fil が ) 、 カギ付さフォルダ(操作 編 llflZ ?) での暗証 
番号とは別のちのです。 


視聴制限のある番組で、視聴でさる年齢を設定します。上限 
を超える番組を見るとさは、設定した暗証番号を入力します。 

»準備_ 

• 0を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

A 【視聴設定】を選び、獲)を押ず 


2 


【視聴年離制限設定】を選び、喔)を押ず 


つ ^〜因で、登録した暗証番号を入力 
^ ずる 


4 


制限したい年離を選び、獲)を押ず 


地 デジ 難視巧策衛星放送の利用 


「地デジ難視対策衛星放送」とは、地形的要因や混信により地 
上デジタル放送の受信び困難な地区でち、地上デジタル放送 
の番組を視聴でさるよう、暫定的に衛星放送を利用して行な 
われる放送です。 

放送の内容や利用でさる地域、お申し込み方法などについて 
は、社団法人デジタル放送推進協会のホームページ http :// 
www . dpa . or . jp / safetynet / ^ご覧ください。 

»準備_ 

• © を巧す 

•【設定メニュー】を選び、@を巧す 
•【チャンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

i 【地デジ難視巧策衛星放送】を選び、@を 
^ 押ず 


2 


【利用ずる】を選び、獲)を押ず 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送(地上 / BS 


-0 度 CS ) 関連の設定をする 
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その他の設定 

デジタルが送用アンテナ関連の設定 


10度 CS アンテナ 電源 設定 


BS -]] 日度 CS アンテナで放送を受信するには、組み込まれているコンバーターへの電源供給び必要です。アンテナの接続環 
境に合わせて設定してください。 


©を押し、駿定メニュー】を選び、@)を押ず 


2 


【チヤンネル/入力設定】を選び、獲)を押ず 


3 


に S . 110度 CS アンテナ電源設定】を選び、獲)を押ず 


4 


【切】または【ノ くワーセーブ】を選び、獲)を押ず 


接続環境 


本機の設定 


他（テレビなど）の 
BS 受信機の設定 


.テレビ共同受信設備（マンシヨンなど）のアンテナ弓1込線と 
接続する場合 


【别 




1 、 1 UJ 1 口 eOC l/rn j ■ 

BS 内蔵テレビ 

r 

または 


BS 受信機 


BS • 110度 CS のテナ電源設定 


I 切 I 

r パワー セー ブ ] 


切 ^人輝動） 
目 S アンテナ電源 


2. BS •]] 日度 CS アンテナび本機専用の場合 

分 


本機 


テレビ 


【パ ワーセー ブ】 


BS • 110度 CS のテナ電源設定 

I 切 ~ I 

/ V ノニ 1 Z ニノ 


3. 目 S -]] 日度 CS アンテナを本機を経由して他の受信機に 
接続する場合 


分 


本機 


BS 内蔵テレビ 
または 
BS 受信機 


【パ ワーセー ブ】 


BS • 110度 CS のテナ電源設定 

I 切 I 

C ハリニ セニ^^ ■ 


切 人健動） 
目 S アンテナ電源 


:アンテナと本機やテレビなどとの接続（同軸ケーブル） 


• 【パワーセーブ】に設定すると、本機の巨 S . 11日度 CS 入力端子から目 S • 11日度 CS アンテナに電源 （+1 已 V )を供給し 
ます。接続用同軸ケーブルの芯線とアース線がシヨートしないよラにしてください。 


翁 


【ノ くワーセーブ】に設定しても、接続の間違いや分配器やケーブルによるショートなどび発生すると、自動的に【切】に切り換わります。 
自動的に【切】に切り換わった場合は、配線などを確認してから再設定をしてください。 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送用アンテナ関連の設定 
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アンテナ出力切換設定 


本機とテレビなどを接続しているときに、アンテナ出力端子から送られる信号の増幅機能（ブースター）を、本機の電源に合わ 
せて、入/切するかどうかを設定します。 


©を押し、駿定メニュー】を選び、@)を押ず 


2 


【チヤンネル/入力設定】を選び、獲)を押ず 


3 


【アンテナ出力切換設定】を選び、獲)を押ず 


4 


【切】または【入】を選び、喔)を押ず 


接続環境 


本機の設定 


備考 


I . 分配器を使用して個別に接続している場合 


共同受信設備や CATV の場合ち同様です。 


【切】 


アンテナ出力切換設定 


I 分配器 [ 


1分配器！! 


本機一 


テレビ 


本機の電源を「切」にしたとき 
に、増幅機能（ブースター）を 
「切」にします。 

消費電力を抑えることびでさ 
ますび、下の例のように本機 
を経由してアンテナに接続し 
ているテレビなどでは、放送 
を受信でさなくなる場合びあ 
ります。 


2.テレビなどの他の受信機び、本機を経由してアンテナに 
接続している場合 

j 共同受信設備や CATV の場合ち同様です。 


【入】 


テレビ 




アンテナ出力切換設定 


fS 


本機の電源を「切」にしても、 
接続したテレビなどで放送を 
楽しむことびでさます。 


:アンテナと本機やテレビなどとの接続（同軸ケーブル） 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送用アンテナ関連の設定 
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その他の設定 


デジタルが送用アンテナ関連の設定っづま 


デジタルが送用アンテナの調整や設定をずる 


アンテナ本体の方向調整方法は、アンテナの取扱説明書をご 
覧になるか、お買い上げの販売店にご相談ください。 


地上 D アンテナレベル 


地上デジタル放送の映りび悪いとさに、アンテナを調整して 
<ださい。 

»準備 _ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧ず 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

イ 【巧回設定】を選び、獲)を押ず 


2 


【受信設定】を選び、喔)を巧ず 


3 


【地上 D アンテナレベル】を選び、獲)を押ず 


4 


【伝送チヤンネル】を選び、喔)を押ず 


IZ アンテナをゆっくり動かして、 r アンテナレ 
^ ベル」の数値が最大となるように調整する 


地上 D アンテナレベル 


現在受信中のチャンネル 061 TBS 


で伝送チヤンネルを選ぶ決定で前囲回に民々 


UHF 13 〜 
. UHF 62 を選 
んで < ださい。 

アンテナ 
~ レベル 


巧 アンテナレベルが最大になる方向でアン 
U テナを固定し、獲)を押ず 


已3 • 110度 CS アンテナレベル 


BS -]] 日度 CS デジタル放送の映りび悪いときに、アンテ 
ナを調整してください。 

»準備_ 

• ©を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
•【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

イ 【巧回設定】を選び、喔)を押ず 


2 


暖信設定】を選び、獲)を押ず 


〇 に S ，1 10度 CS アンテナレベル】を選び、 
^ 優)を押ず 


^ 匯麗1を押して、 BS または110度 CS を 
^ 切り換える 

C 契約しているチャンネルまたは無料チャ 
^ ンネルを選ぶ 

巧 アンテナをゆつ<り動かして、 r アンテナレ 
U ベル」の数値が最大となるように調整する 


アンテナ 

レベル 


BS • 110度 CS アンテナレベル _I- 

現在受信中®于ャンネルイに BSisi BahTBS 


放を切換で BS /110度 CS ①切換決定で前画面に戻る 


アンテナレベルが最大になる方向でアン 
テナを固定し、獲)を押ず 


BS / 110度 CS 中継器切換 


※ 通常は切換の必要はありません。 

衛星の一部の中継器び故障したとさや受信でさないとさは、 
他の中継器に切り換えることによって、故障した中継器じ(外 
の放送び受信でさるようになります。 

»準備_ 

• © を巧す 

•【設定メニユー】を選び、@を巧す 
•【チヤンネル/入力設定】を選び、@を巧す 
• 【デジタル放送設定】を選び、@を巧す 

イ 【巧回設定】を選び、轉を押ず 


2 


【受信設定】を選び、獲)を押ず 


ク に S 中継器切蜘または【110度 CS 中継 
器切蜘を選び、獲)を巧ず 


4 


中継器を◄-►で切り換える 


BS デジタルの場合(選択可能な中継器） 


巳 so ]、 巨 S 03、 巨 so 己、巳 S 07、 巨 S 09、 BS 11. 
巳 S ]3、 巨 S ] 己、巳 S ]7、 巨 S ]9、 巨 S 2]、 巨 S 23 


110度 CS デジタルの場合(選択可能な中継器） 


ND 02、 ND 04、 ND 06、 ND 08、 ND ]0、 ND ]2、 
ND ]4、 ND ]6、 ND ]8、 ND 20、 ND 22、 ND 24 


IT 放送が受信できたことを確認して、轉を 
^ 押ず 


• 中継器を切り換えてち受信でさない場合びありますび、こ 
れは本機の故障ではありません。 


その他の設定 


準備編 


デジタル放送用アンテナ関連の設定 
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その他の設定 

スカパ ■ 


CATV チューナーをあとか6ごないだとをは 


スカパー！や CATV の番組表を本機でち表示させたい場合は、 
じ1下の設定をします。 

接続したチューナーを、本機から遠隔制御する機能はありま 
せん。 

»準備_ 

• チューナーを本機背面の入力端テに接続する面す〜 [37 
•ネットワークに接続する百^デ 


©を押ず 


2 


【設定メニュ ー 】を選び、獲)を押ず 


〇 【はじめての設定/管理設定】を選び、@を 
^ 押ず 


番組表の設定を確認ずる 


「はじめての設定」び終わったら、スカパー！または CATV 
の番組表び使えるように、 iNET び選ばれているかを確認しま 
す。 


iitel を押ず 


2 【番組ナビ設定】を選び、喔)を押ず 


""1 醒ナビ トップ 

番組表 | lisi | My ジャンル番組リスト 気に入り I 

録画予約一覧 獲 おずすめヴービス レ シリーズ番お 


人名/テーマ検索 


キーワード設定 


お知5せ 


番組ナビ設定 


4 


5 


【はじめての設定】を選び、獲)を押ず 


欄始】を選び、喔)を巧ず 


巧 スカパー！または CATV を選び、喔)を押 
U して「^」を付ける 


今回設定したい放送メディアを選択してください。 
複数の放送メディアを選択できまず。 

I~I 地上デジタル 
I ~ IBS デジタル 
□11 應 CS デジタル 

囚;^パ-! 

□CATV 

何ち選択しなかったとさは、基本的な設定のみ巧ないまず。 
選択しなかった放送メディアに関する設定は、変更されまはん。 


【次に進む】を選び、獲)を押ず 

手順に従って、スカパー！または CATV に必要な設定だ 
け行ないます。画す 

スカパー！または CATV の番組表を表示するには ail 下 
の設定び必要です。 

- 「②ネットワーク機能の設定」の手順？「イーヴネッ 
卜の利用設定」歷すで、 【利用する】 を選ぶ 
- 「②ネットワーク機能の設定」の手順 7 「 iNET の利用 
設定」顶デで、 【利用する】 を選ぶ 


ク 【ライン入力の番組データ取得】の欄が、 
W riNET 」 になっていることを確認ずる 


。"1 番組ナビ 番組ナビ設定 

インターネット経由 表示なし 

ライン入力の番組データ取得 [pfciNET (NK NHC 情報/すな/卜!情報） ] I しない I 

番組 ii つかけ(巧]期値） I •ずる] [ しない] 

番組表上の番組名とず約名を比較して、部分的な一致で追跡しまず。 

録画予約一覧で[追？]マークび表示された場合は、予約名の変更をお勧めします。 


登録_ L 番組ナビチャンネル設定 ► 


iNET 


インターネットを利用して、番組プ'ータヴーバーか 
ら番組データをダウン□ー ドします。 

•晒 NH 。 障報 

曰刊編集 センターの 番組 データサーバーからの 情報 
です。 

曰 スカパー！情報 

SKY PerfecTV ! の番組データヴーバーからの情報 
です。 


しない 


番組データを受信またはダウン□ー ドしないため、 
スカパー！や CATV の番組は、本機の番組表に表示 
でさません。 


その他の設定 


準備編 


スカパ I! / CATV チユ—ナ I をあとか S つないだとさは 
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その他の設定 

スカパ- 


CATV チ; I - ナ-柿とかのなりだとまは 


つヴを 


番組表で表巧ずるチャンネルを追加/変更 
ずる 


チャンネル番号び実際の放送と違う場合や、新たに受信可能 
になったチャンネルを番組表に加えたりしたいときに、じ I 下 
の手順を行ないます。 

»準備 

• liTO を巧す 

•【番組ナビ設定】を選び、@を巧す 
•【番組ナビチャンネル設定】を選び、@を巧す 

ザ 変更/追加したいチャンネルの放送メ 
' ディアの【詳細】を選び、轉を押ず 


番組ナビ 番組ナビチヤンネル設定（ステップ1 ) 


ほ送メディア/表示名 
化上デジタル 
BS デジタル 


入力 

] 内嵐11311巧茵 

"I 内蔵画内商 
内蔵 DEI 巧商 


ま組表表示絞 D 込みキー 

: Z] 它 

つ 可 



Lin e 


9 変更したい r チャンネル名」を選び、 @ を 
^ 巧ず 


番組ナビ チヤンネル表示登録（ステップ 2) 


旧 ] 「 KATV ]| D101 TdOOO - Ii 

ii~ii KATv r D 103 inoooT 

旧 F 帖 ATV ll D141 TdOOO-I 


MliM ■ 編 , ■ HEM ■!!! 111111 
MliM ■! かけ ■ BOEM ■!!! 111111 



匯 圓 の" ■ ■HEM ■iimiiB 


■細 M Min ^ bmumI 


gSia pd 刷 ■ tilBSMllMffli I 由 
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放送の種類を選び、獲)を押ず 


チヤンネル名選択(放送の種類を選択） 


「地上アナ□グ(ライン入力用）1 
「 BS アナ□グ(ライン入力用）1 
「 BS デジタル(ライン入力用） 1 
に ATV ま要チヤンネル(ライン入力用)1 
[ ~~スカパー!(ライン入力用) I 


4 


チヤンネル名を選び、獲)を押ず 


こヤンネル名選択に ATV 主要チヤンネル） 



グルメ 003 



ぷり万歳！ 



情示 CH 」「 CH コード」も、チヤンネル名に合わせて 
変更されます。 

必要に応じて、手順 2 〜 4 をくり返します。 


5 


【登録】を選び、透)を押ず 

設定した内容び登録されます。 

※ 受信できない CH コードび設定されていると、番組表 
に表示されても、実際に録画-視聴はできません。 


•番組 表で表示されるチャンネル名や内容び、実際に視聴し 
ているチャンネルと異なるときは、手動で CH コードを変 
要して < ださい。 

•「ライ ン入力 A 」 「ライン入力巳」「ライン入力 C 」 のすべてで、 
ユーヴー登録による CH コードの重複登録はでさません。 
(自動変換される場合を除く） CH □-ドび重複し、障録】 
びできないときは、不要な重複 CH コードを削除または変 
要してから、希望の放送メディアへ CH コードを登録して 
<ださい。 

• 「表示 CH 」 をお好みの名称に変更することちでさます。 

• 番組表に表示する □ ゴを変更したい場合は、 「 CHD 3」で 
お好みの □ 3を選びます。 


iNET 用 CH コード表 


iNET の CH コードについては、東芝ブルーレイ/ DVD くレ 
グヴ > お客様ヴポートページをご覧ください。 

http://www.toshiba.co.jp/regza/bd_dvd/ 

CH コードを入力すると、自動的にチャンネル名び表示され 
ます。 


スカパー!チヤンネル 


スカパー！の番組表をお使いになるとさは、 CH コードの設定 
び必要です。 

※ ]] 日度 CS デジタル放送のスカパー！ e 2 ではな <、従来か 
らのスカパー！の受信チャンネル番号を登録してください。 

圆 


スカパー！のチヤンネル名 

スカ パー！ プ□モ 

ch 番号 

ch 200 

CH つード 

Cl 00-200 


スカパー！のチヤンネル名と ch 番号について詳しくは、じ(下 
のホームページをご覧ください。 

http://www.skyperfectv.co.jp/channel/ または http:// 
www.skyperfectv.co.jp/ 

(アドレスは予告なく変更になる場合びあります。2012年 
2月現在） 






•スカ パー！番組表データは、 DEPG サービスとは提供元 
び異なるため、番組表データのみのサービスとなります。こ 
のため、番組検索による検索はできないほか、お気に入り番 
組 U ストの表示にち制限びあります。 

•また、 暫定サービスのため、動作-内容の保証はしておりま 
せん。お問い合わせやカスタマーヴポートはサービスの巧 
象外となります。 

参 放送局側の契約や意向により、一部チヤンネルの情報び提 
供されない場合びあります。 


その他の設定 


準備編 


スカパ I! / CATV チユ—ナ I をあとからつないだとさは 
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その他の設定 

ネットワーク機能の設定をずる 


ネットワーク機能を使用するには、あらかじめインターネッ 
トサービスプ□バイダなどとの契約と、ブ□ー ドバンド常時 
接続の環境に、本機をつなぐことび必要です。 

♦ネッ トワーク機能と設定については、 [2^ をご覧くださ 
し、 


ネットワーク(イーサネット)機能の利用 設 
定をする 


©を押ず 


2 【設定メニュ-】を選び、@)を押ず 
ク 【ネット機能設定】を選び、@を押ず 

yf 【イーヴネット利用設定】を選び、獲)を押 

呼ず 

【利用ずる】を選び、獲)を押ず 

A 歷すの表に従って、 r ネット de ナビ/ダビ 
U ング/レグザリンク連携機器」画面と r ア 
ドレス/プ□丰シ」画面の各項目を設定ず 
る 


でタブを選択して画面を 
切り換えます 




本体ューザー名 I TOSHIBA 
本体八°スワード「ががが木木木 


ネット de ダビング設定 

~ I ダビング要ホ n 受け付ける ~1 

_ ] グループ名 ["TOSHIBA _ ] 

I グループパスワード I * 本本がが I 

レグザリンク連携機器設定 I 使う(フィルタ制限なし） 


•不正な アクセスなどを防ぐため、 r 本体ユー 
ザー名」と r 本体パスワード」を必ず入力する 
必要があります。ユーザー名とパスワード 
は、他人に知られたり、容易に推測されない 
ような、お客様独自のものにしてください。 

• これらの入力をしないと、設定を完了できま 
せん。 

設定が終わつた！5【登録】を選び、獲)を押 
ず 


その他の設定 


準備編 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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その他の設定 

ネットワーク機能の設定をずるっヴを 


レグザリンク.シェア機能(スマートフオンやタブレツト PC で視聴する） 


本機で録画した番組（タイトル）を、レグヴ U ンク•シェア機能に対応するスマートフォンやタブレット PC などの端末機器で 
再生したり持ち出したりすることびでさます。 

本機能を使うには、対応する端末機器に利用したいアプ U ケーシヨンをダウン□ードし、本機を同一のホームネットワークに接 
続します。下は接続の一例です。 

ネットワークへの接続や設定について、詳しくは端末機器の取扱説明書やアプ U ケーシヨンのヘルプなどちご覧ください。 



〇 


◎ 


地上デジタル 

◎圆 


本機背面 LAN 端テへ gl 


ケ - L 令な 



LAN 端テへ 


テレビなど 



インターネット 


WAN 端テへ 




I 


無線 LAN 


か 



無線 LAN ブ□ー ドバンドルーター 


レグザリンク連携機器機能の設定をする 


レグヴ U ンク•シェア機能を利用するには、「レグヴ U ンク連携機器設定」を【使う（フィルタ制限なし)】に設定します。 


ザ 面す r ネットワーク(イーヴネット)機能 
' の利用設定をずる」の手順 6 までを巧な 

9 【レグザリンク連携機器設定】で、【使う 
ム （フィルタ制限なし)】を選ぶ 


ネット de ナビ設定 

本体名 I DBR - Z 260 ^ 

本体ュ-ザ-名 「TOSHIBA 

本体パスワード[)|〇|〇|!村010101014 

本体ポート番号 I 80 I 


ネット de ダビング設定 

ダビング要ホ 「受け付ける I 

_ I グループ名 I TOSHIBA _ ] 

_ I グループパスワード I nnm _I 

レグザリンク連携機器設定 I 使う(フィルタ制限なし） 1 

I mm~ 


2 【登録】を選び、獲)を押ず 


各アプ U ケーシヨンや対応機器などについて、詳しくは下 
のホームページをご覧ください。 

http://apps.toshiba.coJp/ 

操作については、操作編国5デ〜日〇 1 デをご覧ください。 


その他の設定 


準備編 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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DHCP 

(自動取得）使わない 

ネットワークの情報を手動で設定します。 

IP アドレス 

ノじ 

19 

例 

ノコンの IP アドレスび、 

2.] 目 8.1.1 日の場合 
] 92.168 .1.1 已 

本機と接続するパソコンと同じサブネット内の異なるアドレスを設定します。 

ヴブネットマスク 

例 

2 已已 .2 已已 .2 已已 .0 

接続するネットワーク環境のサブネットマスクを設定します。 

デフォルトゲートウェイ 

例 

192.168 .1.1 

本機びゲートウエイを使う場合に設定します。 

DNS ヴーバー 

例 

192.168 .1.1 

本機び DNS を使ラ場合に設定します。 

接続確認※ 4 

本機と接続したパソコンに接続されているか確認します。 

ミち：「接続確認」をして DNS サーバーに関するメッセージび表示される場合は無視してください。 


《4: 限続確認】を選んで @ を巧すと r アドレス/プ□キシ」画面で変更した項目が保存され、保存前の設定に戻せなくなります。念のため設 
定内容を書き留めておくことをおすすめします。 


> IP アドレスは、プライべート IP アドレスび設定できます。（例： ] 92. 1目 8. 1 . 1〜] 92. 1目 8. 1 .2 已 4) 


DHCP 

(自動取得）使う 

ネットワークの情報を自動的に取得します。 

DNS ヴーバー 

(自動取得）使う 

DHCP サーバーから自動的に DNS サーバーアドレスび取得されます。 

(自動取得）使わない 

DNS サーバーアドレスを手動で入力します。 

プ□キシサーバー 

半角英数字記号 32 文字於内 

使用しているプ□バイダで必要な場合に、プ□キシサーバーのアドレスを設定します。 

プ□キシポート 

80 

通常は設定を変える必要はありません。変更び必要なとさだけ、]〜 6 已已 3 已の間で設定します。 

接続確認’ X ’ 3 

本機びルーターと問題なく接続されているか確認します。 


《3: 限続確認】を選んで@を巧すと r アドレス/プ□キシ」画面で変更した項目び保存され、保存前の設定に戻せなくなりまず。念のため設 
定内容を書き留めておくことをおすすめします。 

U レーターの DHCP 機能びうまく働かず、デフオルトゲートウエイ、 DNS ヴー八一の IP アドレスび取得できずにエラーになる場合は、 
ルーターのメーカーにお問い合わせください。 


パソコンやネット de ダビング巧応機と直接接続した場合の設定 


■設定頃目がぶ おお/ぶ 挨始;地に您連擦機刷晒 ) J 

ネット de ナビ設定 


本体名 

半角英数字記号] 5 文字ソ内 

通常は設定を変える必要はありません。 

本体ユーザー名 

半角英数字記号] 6 文字 1 ソ内 

パソコンから本機にアクセスするための ID です。 

本体パスワード 

半角英数字記号] 6 文字 1 ソ内 

パソコンから本機にアクセスするためのパスワードです。 

パスワードを忘れたとさは、新たなパスワードを入力し、設定してください。 

本体ポート番号 

80 

通常は設定を変える必要はありません。うまく接続でさないとさや、機能の一部び働かないとさに、 

2 日日日〜] 0000 の間で変更し ます。 


ネット de ダビング設定 


ダビング要ホ 

受け付ける 

東芝レコーダー (HD DVD ドライブ搭載機および VTR —体型を含む）を複数台ネットに接続し 
て相互ダビングするとさに選びます。 

受け付けない 

ネットワークを通してのダビングを許可しません。 

グループ名 ^2 

例； TOSHIBA 

複数台をネットワークに接続しているとさのグループ名を設定します。 

グループパスワード ^2 


グループ名を設定したとさに、パスワードを設定します。 


《1 :ネット de レック対応機器に DR / AVC / SKP タイトルのみダビングずる場合は、「ネット de ダビング設定」は不要です。 

《2 :対応する東芝レコーダー同±でネット de ダビングずるときは、両方のグループ名とパスワードを一致させないとダビングできません。 
お持ちの機器で 「 TOSH 旧 A 」 となっていても、本機で設定したグループ名とパスワードに変更してください。 


レグザリンク連携機器設定 


使わない 


レグヴ IJ ンク連携機器機能を使いません。 

使ラ 

(フィルタ制限なし） 

同ーホームネットワーク内の、すべての機器から、映像の受け付けと配信をします。 

使ラ 

(フィルタ制限あり） 

本機にアクセス可能なパソコンから、設定する項目です。本機からは設定でさません。 

同ーホームネットワーク内の、 MAC アドレスを登録した機器から、映像の受け付けと配信をし 
ます。 


■設定頃目 画面)^^^^^ 

ブ□ー ドバンド常時接続環境に接続している場合の設定 


その他の設定 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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その他の 設定 


ネットワーク機能の設定をずる 


つヴを 


ツト de ナビの設定をする 


ネット de ナビを使うパソコン側の設定は、日 S の種類によって異なりますので、詳しくはパソコンの取扱説明書をご覧ください。 
ここでは、 Windows ® XP を例に説明しています。 


パソコンの設定をずる（パソコンと直接接続 
している場合） 


ザ 「コント □ —ルパネル」-ネットワーク 
' 接続」一 r □-カルてリア接続」の r プ□パ 
テイ」をクリックずる 

ク 「インターネットプ □ トコル( TCP / IP )」 
ム の r プ□パティ」をクリックずる 


パソコンの設定をずる（ブロードバンド常時 
接続のパソコンと接続している場合） 


ブ□ー ドバンド常時接続しているパソコンと本機を接続した 
場合は、パソコン側の設定は必要ありません。 

次ページの「ネット de ナビの設定」に進みます。 

もし、「ネット de ナビ」び起動しないときは、 「 DHCP を使 
わない」に設定し、パソコンの 「 TCP / IP のプ□パテイ」の 
設定に合わせて、本機の設定を手動で変更してください。 


でぶ イン >— 本>トブ〇トコ ♦ ブ〇パ y ィ 

• kite . 


… L 誦 I 


臘も柳ぶ挪ぉ鄭側娜 


Off W レが aiWK 肺マたか 
公;がかアドレス Mf 游 
P アドレスみ 
タブネ7トブスクタ^ 

デ八 A トヴ-ド5:イ(〇 


©••村） DNS サ—バ 
お W サイト 


サ-バイげドレス 
•パ-の 
(Mf 0»6サ-バ-<4) 



「次の IP アドレスを使う」を選び、 IP アドレスとサブネッ 
トマスクを設定します。 

すでに値び設定されているとさには、設定を戻せるよう 
にその内容を記録しておくことをおすすめします。 

① rip アドレス」： 

192.168. ].1 日を設定します（本機の IP アドレスとは 
異なるアドレスを設定します)。 

⑨ r ヴブネットマスク」： 

2己己2己己2已已.日に設定します。 


• インターネットに接続している場合、 IP アドレスを指定す 
ると接続でさなくなることびあります。インターネットに 
接続するとさは、設定を元に戻してください。 

> Mac OS X の場合は、「アップルマーク」一「システム環境 
設定」一「ネットワーク」一 「 TCP / IP 」 を開き、設定ち法を 
「手入力」にし、 IP アドレスとサブネットマスクを入力しま 
す。 


3 


画面の roK 」 をクリックずる 

パソコンの指示に従つてください。 

次ページの r ネット de ナビの設定」に進みます 


その他の設定 


準備編 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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ネツト de ナビの設定 


本機をパソコンで設定/操作するためのネット de ナビを起動 
し^ 〇 

ここでは、 Windows ⑥ XP を例に説明しています。 

1 パソコンでネット de ナビが応のブラウザ 
' を起動ずる 

ブラウヴ上の【戻る】ボタンを使うと、設定や表示び 
正しく行なわれない場合びあります。 

ク アドレスに h け p://DBR-Z260 を入力 
ム し、パソコンの 『ENTER』 を押ず 



I をクリックすると、ヘルプ画面び表示されます。 
MAC OS Xの場合や、本体名を入れたアドレスでアク 
セスできない場合は、©から「設定メニュー」を表示し、 
「ネット機能設定」の「イーヴネット/ネット de ダビング 
設定ーアドレス/プ□キシ」画面 で で設定されてい 
る本体の IP アドレスを本体名の代わりに入力します。 

圆 http:// 192.168 .1.1 己/ 


リ設定メニュー 

ネット機能設定>イーサネット/ネット de ダビング設定 

ネット de ナビ/ダビング/レグザリンク連携機器 

■ アドレス/プ□キシ 

1 ほ h け 1、1 

□ NSf 白動配泻 ）1 悼; h なし、1 

IP ァドレ; J | 耐而 

DNS サーバ ー 「19211 16811 1 II l | 

サブネットマスク 1 ピロロ 1.1 ごココ 1.1 ピロロ 1.1 U | 

プ□キシサーパ ー 1 1 

デフオルトゲートウエイ 門ち吕1.1 ~ ni ~ 口 

プ□キシポート 1 1 

MAC アドレス XX-XX-XX-XX-XX-XX 


この数値をブラウヴのアドレスバーに http:// に続けて 
入力します。 

アドレスを入力すると、本機の r イーヴネット/ネット 
d e ダビング設定」で設定した r 本体ユーザー名」と「本体 
パスワード」を入力する画面び表示されますので、入力 
して < ださい。 

入力後、メインメニューび表示されます。 

対応ブラウヴでお気に入りやブックマークに登録する 
場合は、このとさに行なってください。 


〇 @パソコンと直接接続している場を： 
メインメニューか5使いたい機能をクリツ 
クする 


1 ii ■ホ。— ■ 

@1 がまかだ田疋 icJlI 

jpj ス h-g 

コ奸帕脱 

] video •巧ぶリ-ル { ill キ -0- ド 脚 

ミ。 

■ ll ネットかナピ牌 


@ブ□ー ドバンド常時接続のパソコンと 
接続している場合： 

メインメニューか！5【ネット de ナビ設定】 
をクリックずる 

各機能の操作ち法は、下のホームページをご覧くだ 
さい。 

http :// www . toshiba . co . jp / regza / bd _ dvd / 

A 設定ずる項目をクリックし、値を選ぶか 
^ データを入力ずる 



WftMTIV 


設定する内容は、 I 〜 r57 デの表をご覧ください。 

に 設定が終わった!5、【登録】をクリックず 
る 

設定した内容び登録されます。 

※ 「メール録画予約機能」を「使用する」に設定し 
た場合は、 e メールの送信-受信び可能か診 
断でさます。メッセージを確認し、診断する場 
合は 「0K」 を押してパソコンの指示に従ってく 
ださい。診断せずにそのまま登録する場合は、 
「キャンセル」を押します。 


>パソ コンに初めて接続するとさなど、接続先の環境び変わ 
る場合は、「ネットワーク機能の設定をする」〔豆すをやり 
直して < ださい。 


その他の設定 


準備編 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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メール録画予約機能 

使用する/使用しない 

メール録画予約機能を、使ラかどうかを設定します。 

メール予約パスワード 

例 ： 「d style 

予約メールとして判別するために、6文字1 ソ上2日文字しソ内で半角英数字を設定します。記号び含 
まれているとエラーび起こり、メール録画予約はでさません。 

POP 3 サーバアドレス 

例： XXX . XXX . ne.jp 

ご使用のプ□バイダの POP 3 サーバーのアドレスを設定します。（半角英数字63文字し U 内） 

POP 3 ユーザー名 


ご使用のプ□バイダの POP 3 サーバーにアクセスするとさのユーヴー名を設定します。 

(半角英数字63文字し U 内） 

POP 3 パスワード 


ご使用のプ□バイダの POP 3 サーバーにアクセスするとさのパスワードを設定します。 

(半角英数字]目文字し U 内） 

APOP 

使用する/使用しない 

APOP を、使うかどうかを設定します。 

電源 ON 時の 

POP 3 アクセス間隔 

例：1已 

POP 3 サーバーへのアクセス間隔時間（電源日 N 時に定期的に予約メールをチェックする時間の間 
隔）を已分〜] 2日分の間で設定します。 

電源 OFF 時の 

POP 3 アクセス 
時間の分 

例： 4日 

POPS サーバーへのアクセス時間（電源待機状態時に定期的に予約メールをチェックする時間の 
「分」）を選択します。 

2時/己時/8時/11時/14時/17時/20時/23時の選択された「分」に予約メールをチェックします。 

メール録画予約時 
アドレスフイルタリング 

使用する 

「フィルタアドレス」で指定したアドレスからの予約メールだけを受信します。 

使用しない 

すべてのアドレスからの予約メールを受信します。 

フイルタアドレス 

例： 

XXXXXXXX @ XXX . XXX . n e.jp 

「メール録画予約時アドレスフィルタ U ング」を「使用する」にしている場合に設定します。半角英数 
字63文字し U 内で入力します。 

メール通知機能 

使用しない 

メール録画予約び完了したとさに、メールで通知しません。 

指定アドレスへ通知 

メール録画予約び完了したとさに、メール通知用の指定アドレスへ通知します。 

送信元アドレスへ通知 

メール録画予約び完了したとさに、送信元アドレスへ通知します。 

指定アドレスと送信元アドレスへ通知 

メール録画予約び完了したとさに、メール通知用の指定アドレスと送信元アドレスへ通知します。 

失敗しそラな予約の通知 

通知しない/通知する 

番組の途中で録画び中断するなど、失敗しそラな予約びある場合、メールでお知らせするかどラか 
を設定します。このメールは目安であり、実際に失敗する予約すべてを通知するちのではありません。 
予約にはごを意ください。 

おまかせ自動予約の通知 

通知しない/する 

「おまかせ自動録画」で録画予約をされた場合に、メールでお知らせするかどラかを設定します。 

SMTP サーバアドレス 

例： XXX . XXX . ne.jp 

SMTP サーバーのアドレスを設定します。（半角英数字63文字しソ内） 

SMTP ヴーバ 
ポート番号 

自動設定 

下のに MTP ヴーバ認証」で、惟用しない」を選んだ場合はに引び、 「 POP ヴーバと同じ」または「ユー 
ヴー設定」を選んだ場合は [587] び設定されます。 

手動入力 

ご使用のプ□バイダの SMTP サーバーポー ト 番号を、手動で入力します。 

SMTP ヴーバ認証 

POP 3 サーバと同じ 

ご使用のプ□バイダの POPS サーバーへアクセスするとさと同じユーヴー名とパスワードで、 
SMTP ヴーノ く認証を行ないます。 

ューヴー設定 

ご使用のプ□バイダの SMTP サーバーにアクセスするとさのユーヴー名とパスワードを、設定しま 
す。下の 「 SMTP ユーヴー名」と 「 SMTP パスワード」をご覧ください。 

使用しない 

ご使用のプ□バイダび SMTP サーバー認証を使用していない場合に選びます。 

SMTP ユーザー名 


上の 「 SMTP サーバ認証」で、「ユーヴー設定」を選択した場合に入力します。 

ご使用のプ□バイダの SMTP サーバーにアクセスするとさのユーヴー名を設定します。 

(半角英数字63文字し U 内） 

SMTP パスワード 


上の 「 SMTP サーバ認証」で、「ユーヴー設定」を選択した場合に入力します。 

ご使用のプ□バイダの SMTP サーバーにアクセスするとさのパスワードを設定します。 

(半角英数字] 6文字し U 内） 

メールアドレス 

例： XXXXX @ XXX . XXX . ne.jp 

プ□バイダのメールサービスのメールアドレスを設定します。（半角英数字目3文字しソ内） 

メール通知用の 
指定アドレス 

例； XXXXX @ XXX . XXX . ne.jp 

メール録画予約び完了したとさに通知する先のメールアドレスを設定します。 

(半角英数字63文字内） 


その他の設定 

ネットワーク機能の設定をずるが を 


番組情報サイトの設定 


番組情報取得アドレス 

(専用 サイト） 

tvsurf.jp 

予約名や番組説明を取得するサイトを設定します。 

番組情報更新設定 

両方強制 

予約名、番組説明とをに、手動で入力してあってち、強制的に更新します。※1 

番組説明強制 

手動で番組説明び入力してあってち、強制的に最新の番組説明に更新されます。※1 

予約名強制 

手動で予約名を変更してあった場合でち、強制的に最新の番組名に更新されます。※1 

通常 

推奨設定です。空欄の番組名ち番組説明ち自動的に入力-更新されます。 


本機の動作状態によっては、録画予約されない場合びあります。 

《1 : DEPG ( iNET ) 使用時は、録画時似外にも一日]〜2回不定期で番組情報を更新します。 


メール録画予約機能の設定 (メール録画予約機能を使う場合に設定します。) 


その他の設定 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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CSV 保を時の設定 


番組説明を含める 

含める 

ライブラ U の情報を CSV ファイルに保存するときに番組説明ち含めることびできます。 

含めない 

CSV ファイルに番組説明を含めないで保存します。 

その他の設定 

時計サーバ 

東芝のサーバ 

本機び時計サーバにアクセスすることで、時刻の誤差を修正します。 

MAC アドレス 


各本体ごとにミ夫められている MAC アドレスを表示しています。変更はでさません。 


•ご 使用のプ□バイダによっては、メール予約びでさない場合びあります。 

• 本機の動作状態によっては、メール録画予約機能び働かない場合びあります。 

•時計 サーバによる時刻調整は、マンションなどの共有ネットワーク環境などでは使用でさない場合びあります。 

•ルーターに よっては、 DHCP によって割り振られる IP アドレスび頻繁に変わる場合びあります。 

•ルーターの 管理ソフトウエアで、本機の IP アドレスを確認するには、本機の「イーヴネット/ネット de ダビング設赴の「アドレス/プロ 
キシ」画面に表示されている MAC アドレスから、割り振られた IP アドレスを探してください。 

参 「イーヴネット/ネット de ダビング設定」の「本体ポート番号」を「8日」外の値に設定している場合は、本体名または IP アドレスの後ろ 
に r :ポート番号」を入力します。（例機種び D 巳 R - Z 2 目0で本体ポート番号を2日00にした場合： http :// D 目 R - Z 2 目日:20日日/) 

参プ □キシ設定び行なわれていると、アクセスでさない場合びあります。巧をご覽ください。 

• 本体側び動作中のとさは、ネット de ナビび操作でさてち設定でさない場合びあります。 


その他の設定 


準備編 
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使う（フィルタ制限なし）： 

使う（フィルタ制限あり）： 

同ーホームネットワーク 
内のすべてのデジタルメ 
ディアプレーヤーに映像 
を配信します。 

同ーホームネットワーク 
内の MAC アドレスを登 
録したデジタルメディア 
プレーヤーにだけ、映像 
を配信します。 


【使う（フィルタ制限あり）】にしたときは、下の手順 4 の 
設定び必要です。 


- 不正なアクセスなどを防ぐため、通常は【使う（フイ 
J レタ制限あり）】に設定してください。 

- この設定は、本機の【レグヴ U ンク連携機器設定】の 
設定と連動しています。 


使用する機器の MAC アドレスを入力する 

• ] 6台まで登録でさます。 

【利用】のチェックボックスをク U ックして、その機 
器を利用するかどうかを設定することびでさます。 
い」あり • ••利用する 「 V 」なし • ••利用しなぃ 

この設定は、本機の【レグヴ U ンク連携機器設定】の 
設定と連動しています。 


• VR タイトルは、 HDD からの配信は同時に2本まで 、 USB 
HDD からの配信は1本となります。 DR タイトルや AVC 夕 
イトル、 SKP タイトルは、り00と1]3目り00から1本のみ 
配信巧能です。また、 HDD と USB HDD からの同時配信は 
でさません。 

• コピー禁止の VR タイトルは配信でさません。 

• 画質指定ダビングで、レート値を「2.日未満」に設定してダ 
ビングした AVC タイトルは、配信できません。 

参 VR タイトルを AVC タイトルに変換してダビングした場 
合、その AVC タイトルは配信でさません。 

•ブルー レイ/ DVD ディスクに記録されているタイトルは、 
配信でさません。 

• DR タイトルや AVC タイトル、 SKP タイトルは、 DTCP - 
IP 規格に対応した機器(プレーヤー)でのみ再生でさます。 

•本 機外で録画した DR タイトルや AVC タイトルは、再生 
でさない場合びあります。 

• AVCHD ち式のカメラなどから本機に取り込んだタイトル 
は、配信できません。 

•編集した タイトルやプレイ U ストは、接続したデジタルメ 
ディアプレーヤーによっては再生でさない場合や、映像 • 
音声に乱れび生じる場合びあります。 

• 9 時間を超える MPEG 2 -PS ( VR フオーマツト）のプレイ 
U ストは配信でさません。 

•お客様の ネツトワーク環境やその状況、あるいは本機の内 
部動作状況によって、接続した機器で、再生中に映像-音声 
び乱れる、あるいは再生でさない場合びあります。 


その他の設定 

ネットワーク機能の設定をずる 


つヴを 


本機では、内蔵 HDD や USB HDD にあるタイトル（映像コンテンツ）を、ネットワークに接続した DLNAi 対応機器（デジ 
タルメディアプレーヤーなど）に配信して、視聴することびでさます。 

また、著作権保護されたコンテンツを伝送するための DTCP - IP 規格* 2 に対応しており、この規格に対応している東芝テレビへ、 
内蔵 HDD や USB HDD に録画したタイトルを配信することもできます。タイトルによっては、配信できないことびあります。 
対応機種について詳しくは、 http :// www . toshiba . coJp / regza / bd _ dvd / をご覧ください。 


»準備 


• 本機と DLNA 対応機器つを接続しておきます。 |1 巧 

※接続できるのは、ホームネットワーク内の機器（同ーサブネット 
に接続された機器）です。 

イ メインメニューの【ネット de ナビ設定】を 
' クリックずる 

ク 【レグザリンク連携機器設定】をクリック 
^ ずる 


" h わ"々 _ 

UHjLU 




o 「レグザリンク連携機器設定」の使用方法 
^ を選択ずる 



巧 【登録】をクリックずる 

^ iu 降は、配信したい機器の取扱説明書を参考に操作して 
<ださい。 

配信でをるタイトル(映像コンテンツ） 


DR タイトル 

形式 

MPEG 2 -TS 

映像 

MPEG 2 

曰ド 

AAC 

AVC タイトル 

形式 

MPEG 2 -TS 

映像 

MPEG 4 

音声 

AAC 

SKP タイトル 

形式 

MPEG 2 -TS 

映像 

MPEG 2 

音声 

MPEG ] レイヤ2 

VR タイトル 

形式 

MPEG 2 -PS 

映像 

MPEG 2 

曰ド 

U ニア PCM 、 AC 3、 MPEG ] レイヤ2 


*] DLNA (Digital Living Network Alliance ) デジタル時代の相互接続性を実現さ 
せるための標準化活動を推進する業界団体です。 

木2 DTCP - IP 規格 (Digital Transmission Content Protection over Internet 
Pratocol ) インターネットプ □ 卜]ル ( IP ) 向けデジタル伝送用の]ンテンツ保護規 
格です。 

*3 DLNA 対応機器 ( DLNA 認定ヴーパ'-(映觀 (DLNA CERTIFIED Video Server ) 
DLNA 認定プレーヤー(映像 ） （DLNA CERTIFIED Video 円 ayer )) は、 DLNA 発 
行の「ホームネットワークのデジタル機能ガイドライン」に適合し、ヴポートしてい 
るコンテンツの種類び映像である、デジタルメディアサーバーあるいはプレーヤー 
です。ホームネットワークに接続することで、デジタルメディアサーバーの映像コン 
テンツをデジタルメディアプレーヤーで再生することびでさます。 


ツト de サーパー HD 機能の設定 （ DLNA 巧応機器にタイトルを配信する) 


4 


その他の設定 


ネットワ—ク機能の設定をする 
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その他の設定 

ソフトウエアの更新について 


お買い上げ後、本機をより快適な環境でお使いいただくために、当社び本機内部のソフトウェア（制御プ□グラム）を改良し、 
最新版として公開する場合びあります。 

本機のソフトウエアを最新のものに更新するには、 Lil 下の方法びあります。 


【放送か5の自動ダウン□ー ド】 

目 S デジタル、または地上デジタル放送 
の放送波で送られる自動ダウン□ー ド 
用のソフトウエアをダウン□ー ドする 

【設定メニュー】であらかじめ設定しておくことによって、自動ダウン 
□-ド用のソフトウェアび送られてきたとさに、本機び自動的にダウ 
ン□ー ドします。ダウン□ー ド完了後は、本機のソフトウェアの更新 
わ自動的に行なわれます。 

【サーバか!5のダウン□ー ド開始】 

東芝サーバーからソフトウエアをダウ 
ン□ードする 

イーヴネット通信 ( LAN 端テの接続）によって、東芝サーバーから 
ソフトウェアのダウン□ー ドをします。ダウン□ー ド完了後は、本機 
のソフトウェアの更新も自動的に行なわれます。インターネットを利 
用するので、本機をブ□ー ドバンド常時接続環境につなぎ、ネットワー 
ク機能を設定してください。 

-本機をブ □- ドバンド常時接続環境につなぐ [2^ 

•ネットワ~ク機能の設定をする巧た" 


地上デジタル放送- BS デジタル放送をご利用でない方は、ネットワークをご利用ください。 


ダウン□ード中は、電源プラグを抜かないでください。 

ソフトウエアの書き込みび中断され、本機び正常に動作しなくなる場合があります。 
動作しなくなった場合は、 「 RD シリーズサポートダイヤル」（裏表紙）にご連絡くださし、。 


最新のソフトウエアをダウン□—ドするには 


【放送か5の自動ダウン□ー ド】 

自動ダウン□ー ド用のソフトウエアび送られてさたとさに、 
自動的にダウン□ー ドさせることびでさます。 

お買い上げ時は、「する」に設定されています。 


©を押して【設定メニュー】を選び、喔) 
を巧ず 


9 【はじめての設定/管理設定】を選び、@ 
ム を押ず 


〇 【ソフトウエアのダウン□-ド】を選び、 
^ 獲)を押ず 


A 【放送か!5の自動ダウン□-ド】を選び、 
^ 轉を押ず 

自動でダウン□ー ドさせたくないとさは「しない」に設定 
すると、ダウン□ー ドを行ないません。 


ダウン□-ドの動 作について 

• 放送からの自動ダウン□ー ドは、電源び「待機」状態のときにだけ、実行されます。 

•放送からの 自動ダウン□-ドの実行中は表示窓に 「 UPDATE 」 び表示されます。 「 UPDATE 」 中は、電源の入/切などの操作はで 
さません。 

•ダウン □ー ドびすべて完了したあと、次に電源を「入」にしたとさに更新び成功したことをお知らせするメッセージび表示され 
ます。その後は通常どおり操作でさます。 


参 「放送からの自動ダウン□-ド」は、悪天候の場合などには実行されないことびあります。 



【サーバか5のダウン□—ド開始】 

イーサネット通信を使って、東芝サーバーからソフトウェア 
のダウン□ー ドをします。サーバー上に更新情報びない場合 
は、メッセージび表示されダウン□ー ドは行ないません。 


左の r 放送か！5の自動ダウン□ー ド」の手 
順ブ〜 3 をずる 


ク 【ヴーバか!5のダウン□-ド開始】を選 
^ び、獲)を押ず 

@を押すとメッセージび表示されます。メッセージに 
従って操作してください。 


その他の設定 
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その他の設定 

■ J モコンの設定をずる 


本機の IJ モコンでテレビを操作でまるよ5にする 


下の表を参考に、画廻を押しなが!5、お使いのテレビのメーカー番号を2ケタ入力ずる 


テレビメーカー：メーカー番号 

テレビメーカー：メーカー番号 

テレビメーカー：メーカー番号 

東芝： 00* 

シャープ B 

06* 

NEC :12 

パナソニック(松下 ） A : 01 * 

日本ビクター 

07 

富±通ゼネラル：13 

パナソニック(松下） B : 02 

兰洋 A 

08 

パイオニア： 14* 

日立： 03* 

兰洋 B 

09 

エプソン： 15* 

兰菱： 04 

ソニ ー A 

10* 


シャープ A : 〇已 

ソニー B 

11 * 



しンフ■■クリア/觸 IK - 心 I !示/驢 
麵トド■扣き号入ち■おまかせ■り仏パ'- 


設定の例：まち (00) の場合 



I 放送切換I を押しなびら、 M - すぉ叫 —► M - す胃 J を押します 


(匹硕呵は番号「0」です ) C 


• メーカーによっては、二つ!; Lb の設定番号びあります。その場合は、本機の U モコンで操作でさるかどラか、一つずつ試してみてください。 
•上の 表にないメーカーは、本機の U モコンを使ってのテレビ操作はでさません。 


お使いのテレビで 1 U 下の操作ができるようになります 






電源：テレビの電源の入/切 
入力切換：テレビの入力の切換 
音量：テレビの音量調節 
し チヤンネル：テレビのチヤンネルの切換 


> こんなことちでさます 

「メーカー番号」の後ろに「*」の付いているメーカーのテレビを 
お使いの場合は、区立]を押しなびらちの各ボタンを押すと、放送 
の種類を切り換えることびでさます。 


地上デジタル放送 
BS デジタル放送 
110度 CS デジタル放送 


• リモコンの乾電池交換などで乾電池が取りはずされると、メーカー番号は出荷時設定番号 (00) に戻ります。その際は、 
テレビのメーカー番号を設定し直してください。 

•対応 メーカーでも、テレビによっては本機のリモコンで操作できない場合や、一部操作できないボタンがあります。 


その他の設定 


準備編 


リモ n ンの設定をする 
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複数のま泛レコーダーを巧うときのリモコン設定 


複数の東芝レコーダーをお使いのときは、リモコンモードを別々に設定しておくと、誤動作の防止に役立ちます。本機では、 【 RC 1】 
〜 【RC 己】から選べます。 

東芝レコーダーには、に R 1】 〜 【 DR 3】 から選ぶものもあります。他の東芝レコーダーと本機を同じテレビに接続してお使い 
になる場合などは、下の設定例を参考に、本機の U モコンモードを変更してください。 


ご購入時の 
本機の設定は 

FRCIJ 


參 


ご購入時の 
リモコンの設定は 

FRCIJ 



お使いの 
機種の設定び 

roRij 


両方のレコーターが、本機のリモコンに反応しまず。 


本機の例 

他の東芝レコーダーの例 

【 RC 1】 

【 DR 1】（【 RC 1】 と同じです） 

【 RC 2】 

【 DR 2】（【 RC 2】 と同じです） 

【 RC 3】 

【 DR 3】（【 RC 3】 と同じです） 

【 RC 4】 

— 

【 RC 引 

— 


©を押ず 


2 【設定メニュ — 】を選び、喔)を押ず 
2 【操作-表示設定】を選び、喔)を押ず 
イ 【リモコンモーを選び、喔)を押ず 

K 本体のリモコンモードを選び、@を押ず 

^ 圆 【 RC 2】 を選ぶ場合。 


リモコンモード 
[ RC1 

[ RC2 

[ RC3 

[ RC4 

「 RC5 


@を押すと U モコンモードび切り換わるので、手順 6 
の U モコン側の設定をするまで、 U モコンび働かなくな 
ります。 


巧 選んだモードに台わせて、リモコン側の 
U 設定をずる （【 RC 2】 を選ぶ場合は、醒固 
を押しなが!5亡のを押ず） 

下の表を参照願います。 


リモコンモード（本体側） 


[ RC 1] 


[ RC 2] 


[ RC 3] 


[ RC 4] 


【 RC 己】 


U モコン俱 Ij 


I 編集ナビ I + 1"ィ〕7房し」 


歸集ナビ|+に ■■ I 


liitgl + 网 


liitgl + W 


r 編集れ 1 + [ 


リモコンの操作を一時的にオフにする 


本機び動作しないよう、一時的に U モコン信号を受け付けないようにします。 


# ^ #み^證 ( ふたのがの順に押ず 

本体表示部に 「RC - 日 FF 」 の表示び出て、 U モコンは働かなくなります。 

解除するときは、もう一度同様の操作をします。 

• IJ モコンの IJ モコンモードと本体の U モコンモードび違うと、操作したときに、本体側の U モコンモードび本体の表示窓に約3秒間表 
示されます。 

•他の 東芝レコーダーは、 IJ モコン操作でさる機能や表示び異なることびあります。 

参 U モコンの乾電池を交換したとさや、本体の時刻表示び「0 : 00」で点滅したとさは、本体と U モコンの U モコンモードを確認してく 
ださい。 


磯 


その他の設定 


準備編 


リモ n ンの設定をする 


61 


























































ごま意と参考資料〜最巧に必ずお読み<ださい〜 

巧用上のお願い 


巧責事頃について 


• 乂災、地震や雷などの自然災害、第兰者による行為、その 
他の事故、お客様の故意または過失、誤用、その他異常な 
条件下での使用によって生じた障害に関して、当社は一 
切の責任を負いません。 

•本 製品の使用または使用不能から生ずる付随的な障害 
(事業利益の損失、事業の中断）に関して、当社は一切の責 
任を負いません。 

• 取扱説明書の記載内容を守らないことによって生じた損 
害に関して、当社は一切の責任を負いません。 

•当社び 関与しない接続機器、ソフトウェアなどとの意図し 
ない組み合わせによる誤動作や八ングアップ(操作不能)な 
どから生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 


内蔵八ードディスク ( HDD)、USB HDD および 
BD / DVD ドライブについての重要なお願い 


•本 機には八ードディスク （ HDD ) び内蔵されています。 

• USB HDD を本機に接続して使用することわできます。 

• これらの H D D は衝撃や振動、温度などの周囲の環境の変 
化による影響を受けやすく、記録されているデータび損 
なわれることびありますのでじ I 下のことにお気をつけく 
ださい。 

振動や衝撃を与えないで < ださい。(特に動作中） 

振動する場所や不安定な場所で使用しないで<ださい。 

本機は水平に置いてください 。 USB HDD は、メーカーの指示 
に従って置いてください。 

底面の内部冷却用ファンや、側面の通風孔を、ふさびないでくだ 
さい。 

温度の高いところや急激な温度変化のある場所では使用しな 
いで < ださい。 

電源を入れたままの状態で電源プラグをコンセントから抜か 
ないで < ださい。 

録画や再生の動作中に電源プラグをコンセントから抜いたり、 
本機設置場所のブレーカーを落としたりしないでください。電 
源プラグは、必ず電源ボタンを押して、終了処理び終わり、完全 
に電源び切れてから抜くようにしてください。録画中に電源プ 
ラグを抜いたりブレーカーを落としたりすると、これまで記録 
されたデータはすべて失われることびあります。 

衝撃-振動-誤動作および故障や修理などによって生じた記 
録データの損壊、喪失について、当社は一切の責任を負いませ 
ん。 

• H D D は非常に精密な機器で、使用状況によっては部分的 
な破損や、最悪の場合データの読み書きびできなくなる 
おそれも十分にあります。このため HDD は、録画した内 
容の恒义的な保管場所ではなく、あくまでも一度見るま 
での、または編集したあとに、ブルーレイ/ DVD ディスク 
などにダビングするまでの、一時的な保管場所として使 
用して < ださい。 

• HDD 内に壊れかけている部分びあると、録画した場合 
には、その部分にブ□ックノイズ(四角いノイズ)び出た 
り、音声の乱れび発生することびあります。そのまま放置 
すると、ノイズや乱れび激しくなってさて、最悪の場合、 
HDD 全体び使えなくなってしまうおそれびあります。 
こうした現象び見られたら、でさるだけ早い時期に各ブ 
ルーレイ/ DVD ディスクにダビングしてください。パソ 
コンと同様に、 HDD は壊れやすい要因を多分に含んだ 
特殊な部品です。ブルーレイ/ DVD ディスク への バック 
アツプを前提のうえで使用してください。 


■听 WMiMt pHlt お |T 1[ 

•非常時を 除いて、電源び「入」のとさには絶対に電源プラグをコ 
ンセントから抜かないで < ださい。故障の原因となります。 

•弓 I っ越しなど、遠くへ運ぶときは、傷び付かないように毛布 
などでくるんでください。また、衝撃や振動を与えないで< 
ださい。 

• 殺虫剤や揮発性のわのをかけたりしないでください。また、ゴ 
ムや ビニール 製品などを長時間接触させないでください。 
変色したり、塗装びはげたりする原因となります。 
•たばこの 煙や煙を出すタイプの殺虫剤、ほこりなどび機器内 
部にはいると故障の原因になります。 

• 長時間ご使用になっていると上面や背面び多少熱くなりま 
すび、故障ではありません。 

•本 機は精密電子機器です。長くご愛用いただくためにでさる 
だけ T 寧に取り扱って < ださい。 

•ふだん 使用しないとさ 

必ずディスクを取り出し、電源を切っておいてください。 
•長期 間使用しないとさ 

電源プラグを抜いてください。 

表示窓に" □" び表示されている(操作編1134^ ) とさは、本体 

の U と U モコンのごを表示び消えるまで （ 1日秒上) 
押し続けます。表示び消えたことを確認してから、電源プラ 
グを抜いてください。 

■声 巧巧}巧 fl に間 I でる I 广 I 卜 

• 本機は水平で安定した場所に設置してください。ぐらぐらす 
る机や傾いているところなど不安定な場所で使わないで< 
ださい。ディスクびはずれるなどして、故障の原因となりま 
す。本機を設置する場所は、本機の重さに十分に耐えられる 
ことを確認してください。また本機び落下した場合に、けび 
の原因となるため、高い場所への設置はしないでください。 
•本 機をテレビやラジオ、ビデオデッキの近くに置く場合には、本 
機を使用中、組み合わせによっては画像や音声に悪い影響を与 
えることびあります。万一、このよラな症状び発生した場合はテ 
レビやラジオ、ビデオデッキからでさるだけ離してください。 
•直射日光の あたる場所熱器具の近<など温度び高<なる場所 
やビデオデッキなど熱源になるような機器の上には置かない 
でください。故障の原因になります。 

か 揃呈関 山る 為を^^^^^^^^^^^ 

• お手入れの際は、本機の電源プラグをコンセントから抜いて 
行なってください。 

隹 本体のちれは柔らかい布(ガーゼなど)で軽くふさ取ってくだ 
さい。ティッシュぺーノて一や硬い布は使わないでください。 

• ベンジンやシンナーなどの有機溶剤、石油類は絶対に使用し 
ないで < ださい。本体表面を変質させます。 

• 油巧れなどび付いたとさは、中性洗剤を水で薄めたちのを含 
ませて固く絞った柔らかい巧で、ふさ取ってください。その 
後、温水を含ませて固く絞った巧で十分にふさ取ってくださ 
し、ただし、わずかに表面び変質する場合びあることはあら 
かじめご承知ください。 

■目 ホ国の 巧を 

•本 機を使用できるのは日本国内だけです。外国では電源電圧 
び異なりますので使えません。 

This recorder is designed for use in Japan only and 
cannot be used in any other countries . 
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•画像 や音声はアンテナの電波受信状況によって大さ < 左ち 
されます。 

•本 機を接続した場合、電波の弱い地域では、受信状態び悪く 
なることびあります。この場合は購入店にご相談されるか、 
市販のアンテナブースターをご購入ください。アンテナブー 
スターをご使用になる場合は、アンテナブースターの説明書 
をご覧ください。 

•設置 場所や電波障害の影響びある場合には、改善されません。 

•接続 ケーブルやコネクターの接触不良びないように十分確 
認してください。 

ぉ 日-至 'Iwf f ,!"、 口 

•市販の 目 D / DVD - Video ディスクの中には、音量び音楽 CD など 
の他のソフトよりも小さく感じられる場合びあります。 
これらのディスクの再生のためにテレビやアンプ側の音量 
を上げたとさには、再生び終わったあとに必ず音量を下げて 
<ださい。 

録画 isi 録县 A 編集‘ 

隹 たいせつな録画*録音*編集の場合は、事前に試し録画*録音 • 
編集を行ない、正しくでさることを確かめておいてください。 

本機およびディスクを使用中、万一何らかの不具合によっ 
て、録画-録音-編集されなかった場合の内容の補償および 
付随的な損害連業利益の損失、事業の中断など）に対して、 
当社は一切の責任を負いません。 

•本 機の動作中に電源プラグを抜くと、記録内容びすべて消え 
る場合びありますので、ご注意ください。 

•悪天候に よる電波の受信状態や、放送チャンネルおよび番組 
によっては、映像び乱れたり、音び割れたり、飛んだりするこ 
とびあります。 

•放送番組に よっては録画制限(録画禁止など）びあるちのび 
あります。この場合、予約をしてち録画び実行でさない場合 
びあります。 

• たいせつな録画をされたディスクの定期的なノ くックアップ 
をおすすめします。 

ディスクの経年変化によってはデジタル信号び読み出せな 
くなったり、消えてしまったりする場合びあります。ただし 
著作権保護のため]回だけ録画び可能な番組(コピーワンス 
プ□グラム)などの録画はバックアップをとることはできま 
せん。 

倍里 ■一 ■、グ 

•本 機の録画中に停電びあった場合その内容は保をされません。 
また、録画 iU 外の操作をしているとさに停電びあった場合わ、 
保存済みの内容び読み出せな<なることびあります。 

• 停電復帰後に、時計表示び点滅している場合は、時刻を合わ 
せて < ださい。 

dS 化表の窓:に P/VA 耐お表亦远なたお 茜には^^^^ ■ 

• 「 WAIT 」 表示中は、本機内部で動作処理中ですので、電源プラグ 
をコンセントから抜いたりしないでください。 「 WAIT 」 の表示 
び消えるまでは、操作をしないで、そのままお待ちください。 

•ディスクは 、ディスク挿入□にまっすぐ奥まで入れてくださ 
し、本機びデイスクを検知し、自動で弓 I き入れます。 

•ディスクは、 無理に入れないで < ださい。無理に入れると故 
障の原因となります。 


• 本機で再生できないディスクやディスク1；(外のちのを、ディ 
スク挿入□に入れないで < ださい。故障の原因となります。 
•入れられる ディスクは1枚だけです。ディスクび挿入されて 
いる状態で別のディスクを入れると、故障の原因となります。 
•ディスクの 取り出し時に異常びある場合は、保護機能によっ 
て自動的に止まります。もう一度本体の！!豈または U モコン 
の©を押してください。 

•万ー ディスクが取り出せなくなった場合は、いったん本機の電 
源を切ります。その後本体の！!昔またはリモコンの®毀を巧す 
と、本機の電源が r 入」になり、ディスクを取り出せることがあ 
ります。この操作を行なってもディスクが取り出せない場合 
は、本取扱説明書の PtT ^ に記載の r 東芝 DVD インフォメー 
シヨンセンター」までご相談ください。 

• 本機で使用したときに異常を示すメッセージび出るディス 
クを、本機外の機器で使用すると、ディスク内部のデータ 
を破損し、再生でさなくなることびありますのでご注意くだ 
さい。 

• 付属の取扱説明書は、本機の基本的な操作のしかたを説明し 
ています。市販の BD / DVD - Video ディスクなどは、ディス 
ク制作者側の意図で再生状態び決められていることびあり 
ます。本機はディスク制作者び意図した内容に従って再生を 
するため、操作したとおりに動作しないことびあります。再 
生するディスクに付属の説明書ちご覧ください。 

•ボタン 操作中にテレビ画面に「〇」び表示されることびあり 
ます。 

roj び表示されたときは、本機ちしくはディスクびその操 
作を禁止しています。 

■録画 A 録貴^^^^^^瓜 制約^^^^^^^^^^^^^_ 

•コ ピーび禁止されている市販の BD / DVD - Video ディスクや 
音楽用 CD の内容を、本機でコピーすることはできません。録 
画-録音び制限されていないちのは、個人使用の範囲内でだけ、 
コピーや編集びでさます。複数回コピー可能な映像(ダビング 
] 日严や1回だけ録画び可能な映像(コピーワンス）を、本機は 
内蔵 HDD に録画します。 

内蔵 HDD や USB HDD ^2 に録画した コピー ワン スの 映像 
は、 BD - R / RE ディスクや CPRM ※娜応の DVD - R/RW ( VR / 
BDAV フォーマッ h ) ディスクへのダビング(移動）び可能で 
すび、ダビング(コピー)はでさません。ダビング1日タイトルの 
場合は、 BD - R / RE ディスクや CPRM 《3 対応の DVD - R/RW 
( VR / 目 DAV フォーマット)ディスクへのダビング(移動または 
コピー)び可能ですび、コピーの回数制限びあります。また、コ 
ピーワンスタイトル、ダビング]日タイトルともにダビングの 
際やその他の編集制限びあります。 

DVD ディスクに記録したコピーワンスタイトルやダビング1日 
タイトルは、コピーも移動もできません。 

ブルーレイディスクに記録したコピーワンスタイトルやダビ 
ング]日タイトルもコピーはでさませんび、本機の内蔵 HDD へ 
移動び可能です。移動したタイトルは、ブルーレイディスクか 
ら削除されます。 

《]:ダビング1日については、1 6 百す"をご覧ください。 

《2 : USB HDD からブルーレイ/ DVD ディスクへ、直接ダビン 
グすることはできません。一度内蔵 HDD へダビングし、内蔵 
HDD から各ディスクへダビングしてください。 

《3 : CPRM や各ディスクについて詳しくは、操作編〜 
ページをご覧ください。 
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ご注意と参考資料〜最巧に必ずお読み<ださい〜 

使用上のお願いっヴを 


マの巧古■一■げ 

• 本機は品質について万全を期しておりますび、本体内部のソ 
フトウェアを変更して、品質や性能をさらに改善する場合び 
あります。その場合、ユーヴー登録をしていただいたお客様 
にはご案内をさせていたださますので、ユーヴー登録にご協 
力いたださますよう、お願いいたします。 

• 本機の自動ダウン□ー ド機能を「する」の状態に設定してお 
<と、放送電波(地上デジタル放送または BS デジタル放送を 
受信でさる環境と設定び必要です)の中に入れられたソフト 
ウェアを受信することによって、自動的にソフトウェアを最 
新版に更新させることびでさます。（お買い上げ時は、「する」 
の状態に設定されています。）ソフトウェアの更新や自動ダ 
ウン□ー ドについては、をご覧ください。 

• ソフトウェアの更新中は電源を切ったり電源プラグをコン 
セントから抜いたりしないでください。 

迦もを細 k 旅送風し 

•地上 デジタル放送を受信するには、本機のほかに地上デジタ 
ル放送に対応した UHF アンテナび必要です。 

(ほかに混合器や分波器び必要な場合ちあります。） 

• 地上デジタル放送の特長 

① デジタル八イビジョン放送を中必とした高画質•多チャン 
ネル放送 

② 高音質放送 （ MPEG -2 AAC 方式） 

③ 3—ストの影響を受けにくいので、画像び鮮明 

④ データ放送や双ち向通信サービス 

(通常の番組に加えて、地域に密着したニュースや天気予 
報などのデータ放送び予定されています。また、電話回 
線等を使った双方向通信サービスによって、オンライン 
ショッピングや視聴者参加型のクイズ番組などち予定さ 
れています。） 

(本機は電話回線を使用した双方向通信サービスには対応 
していません。） 

⑥移動体受信-部分受信サービス 

(本機では部分受信サービスは受信でさません。） 

こ^ >ぶぶ乂3方1■一^ I 、グ 

•市販の レンズクリーナーやレンズク U —ニングディスクは、 
本機では使わないでください。 

• 結露はディスクや本機を傷めます。よくお読みください。 
例えば、よく冷えたビールをコップにつぐと、コップの表面 
に水滴びつさます。これを"結露(露付さ）"といいます。この 
現象と同じように、本機の内部のピックアップレンズや部 
品、部品内部などに水滴び付くことびあります。 



• "結露"はこんなとさおさます。 

本機を寒いところから、急に暖かいところに移動したとき 
暖房を始めたばかりの部屋や、エアコンなどの冷風び直接あたる 
ところに置いたとさ 

夏季に、冷房のさいた部屋-車内などから急に温度-湿度の高い 
ところに移動したとさ 

‘ 湯気び立ちこめるなど、湿気の多い部屋に置いたとさ 



•結露び おきそうなときは、本機をすぐにご使用にならない 
で < ださい。 

結露びおきた状態で本機をお使いになりますと、ディスク 
や部品を傷めることがあります。しばらくそのまま放置し 
て、水滴び乾燥してから使用してください。 



•廃棄の 際は、地方自治体の条例または規則に従ってくださ 
い。 

•本 機には、各種機能の設定時に入力したお客様の個人情報 
び記録されます。本機を廃棄-譲渡などする場合には、操 
作編「設定を出荷時に戻す」5^や、操作編 「H D D 初期化」 
( iW を行ない、暗証番号や個人情報などち含めて、初期化 
することをおすすめします。本機に登録した USB HDD は、 
「USB HDD を登録/解除する」 [ 21 ? で登録を解除し、ち 
う一度登録し直すことで初期化することをおすすめしま 
す。なお、放送番組などを録画 • 保存したままで譲渡すると、 
著作権を侵害するおそれびありますのでごを意ください。 

•お客様 または第兰者び本機の操作を誤ったとさ、または故 
障 • 修理のとさなどに本機に保存されたデータなどび変化 • 
消失するおそれびあります。これらの場合について、当社は 
責任を負いません。 

•本 機では、停電や電源プラグび抜かれたりしたあと、再び電 
源を入れた際に、廃棄-譲渡時と判断して、設定を出荷時に 
戻すことをおすすめするメッセージび表示されることびあ 
りますび、廃棄-譲渡時でない場合は設定を出荷時に戻す 
必要はありません。『決定』を押してメッセージを消してか 
らご使用ください。 

• ディスクや内蔵 H D D 録画内容を無断で複製、放送、上映、有 
線放送、公開演奏、レンタル(有償、無償を問わず)すること 
は、法律で禁止されています。 

•あなたび 録画-録音したものは、個人として楽しむなどの 
ほかは、著作権法上、権利者に無断で使用できません。また、 
他の人に渡したり貸したりした場合にち著作権法上問題と 
なることびあります。 

• あなたび作成した作品や撮影した映像 1 U 外から複製したち 
のは、個人として楽しむほかは、著作権法上、権利者に無断 
で使用でさません。 

参 本取扱説明書に記載されている名称、会社名、商品名などには、各社 
の登録商標や商標び含まれています。 
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■巧懦 It 

参 目 lu-「ay Disc ™ (ブルーレイディスク）、 Blu - ray ™ (ブルーレイ）、 
Blu-ray 3 D ™ (ブルーレイ 3 D )、 目 D - Live ™、 目 ONUSVIEW ™、 
目 DXL ™、 AVCREC ™ 及び関連口づはブルーレイディスクアソシ 
エーシヨンの商標です。 

参 " AVCHD " および" AVCHD " a 3' はパナソニック株式会社とソニー 
株式会社の商標です。 

参 " DVD Lo 呂□"は DVD フオーマット□コ'ライセンシング株式会社の 
商標です。 

参 " x . v . Color " および" x . v . Color " □コ'は、ソニー株式会社の商標です。 

• 本機は 、 A V C 規格特許ライセンスのもとで、個人的利用および非 
商業利用目的に限り、お客様び1；(下のいずれか、または両方の使用 
を行なうことび許諾されています 。 （i ) A VC 標準規格に従いビ 
デオをエンコードすること似下 「A V C ビデオ」という）、 （ ii ) 個人 
的、非商業的行為においてお客様によりエンコードされた、または 
/および、 AVC ビデオを提供するためにライセンスを受けたビデ 
才提供者から取得した 、 A VC ビデオをデコードすること。他の使 
用についてはライセンスを許諾されていません。上記 I ソ外の情報に 
ついては 、 MPEG L A の H P 化な口://171口巨呂13.(3〇171)より入手で 
さます。 

参 ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づさ製造されています。 
Dolby 、 ドルビー 、 Pro L □呂 ic 、 プ□□ジック及びダブル D 記号は 
ドルビーラボラト IJ ーズの商標です。 

参 Manufactured under license under U . S . Patent Nos : 5,956,674; 
5,974,38 0; 6,226,61 6; 6,487,53 5; 7,392,19 5; 7,272,56 7; 7,333,92 9; 
7,212,872 & other U . S . and worldwide patents issued & pending . 
DTS - HD , the Symbol , & DTS-HD and the Symbol together are 
registered trademarks & DTS-HD Master Audio | Essential is a 
trademark of DTS , Inc . Product includes software . © DTS , Inc . All 
Rights Reserved . 

• HDMI、HDMI □コ'および Hi 呂 h-Definition Multimedia 
Interface は、米国およびその他の国々における HDMI Licensing , 
LLC の商標または登録商標です。 


参 本製品には、暗号モジユール技術として、株式会 
社 ACCESS の AVE ®- SSL を搭載しています。 
ACCESS 、 AVE は株式会社 ACCESS の日本また 
はその他の国における商標または登録商標です。 
Copyri 呂が ] 997-2006 ACCESS Co ., LTD . 


A 说 ESS 


•本 機は 、 AACS (Advanced Access Content System ) と 
CPRM (Content Protection for Recordable Media ) 著作権 
保護技術を採用しています。 AACS とは、ディスクに含まれるコン 
テンツやタイトル （1 回だけ録画可能番組も含む)を保護する技術 
のことです。また CPRM とは、コピー制限のある番組に対する著作 
権保護技術です。本機のディスク情報では、 CPRM に対応したディ 
スクを目 DAV フ オーマツ トすると AACS と表示され、 VR フ オー 
マツ トした場合は CPRM と表示されます。 

参 Oracle と Java は 、 Oracle Corporation 及びそのテ会社、関連会 
社の米国及びその他の国における登録商標です。 

文中の社名や商品名などは、各社の商標または登録商標である場合 
びあります。 

• Copyri 呂 ht 2004-2010 Verance Corporation . Cinavia ™ は 
Verance Corporation の商標です。 

米国特許第71369,677号および Verance Corporation よりラ 
イセンスを受けて交付されたまたは申請中の全世界の特許権によ 
り保護されています。 

すべての権利は Verance Corporation び保有します。 

参 本製品は、 VC —]規格特許ライセンスのもとで、個人的利用およ 
び非商業利用目的に限り、お客様び下のいずれか、または両方の 
使用を行なうことび許諾されています 。 （i ) VC - 1標準規格に 
従いビデオをエンコードすること(じ TFrVC —]ビデオ I という）、 


( ii ) 個人的、非商業的行為においてお客様によりエンコードされ 
た、または/および、 VC —]ビデオを提供するためにライセンス 
を受けたビデオ提供者から取得した、 VC —]ビデオをデコードす 
ること。他の使用についてはライセンスを許諾されていません。上 
記！;(外の情報については 、 MPEG LA の HP ( http :// mpe 呂 la . 
com ) より入手でさます。 




ダビング ] 日番組 （ LU 下、ダビング] 0) とは、デジタル放送 
でダビング元び HDD のとさに、ダビングび最大]日回（コ 
ピー9回と移動]回）できる番組のことです。 


番組を内蔵 HDD に 
録画する場合。 


内蔵 HDD 


B 疏 RE 

BD ^ VA 75^ i/h 



制限なしに 

録画可能/コピー可能 


：)) /颇 RW 

旧 DAV っ夕护 J 

DyD 雨 RVI 

Vife ) 巧茜 I 


DVD ■ を / RW 

VR / 目 DAV フぶよット 

fzf だまたは一唾 DD 

移動)でさまず。 

-— 、つ W 

良卜 


多@衾@發@绿を感獲ををを@感旁こ C C C C ； 


内蔵 HDD 



でさません。 


コピーワンス： 

1回だけ録画可能な番組 



内蔵 HDD 



ダビング 10 : 

ダビング元が HDD のときに、 
最大コピーが9回と移動が1回 
可能な番組 



内蔵 HDD 



I n h ' 録画 
jjjj ^でさません。 


録画禁止/ 
コピー禁止 


• 2004年4月か5、地上/巨 S デジタル放送の番組が、コピー制 
限のある番組とされています。 

※ダビングについて詳しくは、操作編「ダビングする」 13を ミ"〜 
巧^、 r 外部機器を使ラ」 巧を す〜 [81?• す〜01式を 

ご覧ください。 


本機は 、 Rovi Corporation ならびに他の権利者び保有する米国特 
許およびその他の知的財産権で保護された著作権保護技術を採用し 
ています。この著作権保護技術の使用は Rovi Corporation の認可 
び必要であり 、 Rovi Corporation の認可なしでは、一般家庭用ま 
たは他の限られた視聴用だけに使用されるよラになっています。改 
造または分解は禁止されています。 
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ご注意と参考資料 

参考資料 


本内容はライセンス情報のため、操作には関係ありません。 

本機に組み込まれたソフトウェアは、複数の独立したソフトウェアコンポーネントで構成 
され、個々のソフトウェアコンポーネントは、それぞれに東芝または第王者の著作権び存在 
します。 

本機は、第王者び規定したエンドユーヴーライセンスアグ U —メントあるいは著作権通知 
(じ(下、 「EULA」 といいます）に基づきフリーソフトウェアとして配布されるソフトウェアコ 
ンポーネントを使用しております。 

「EULA」 の中には、実行形式のソフトウェアコンポーネントを配なする条件として、当 
該コンポーネントのソースコードの入手を可能にするよラホめているちのびあります。当該 
「EULA」 の対象となるソフトウェアコンポーネントのお問い合わせに関しては、 •LU 下のホー 
ムページをご覧いただくよラお願いいたします。 

ホームページアドレス 

http :// www . toshiba . co . jp/re 邑 za / bd _ dvd / 

また、本機のソフトウェアコンポーネントには、東芝自身び開発または作成したソフトウェ 
アち含まれており、これらソフトウェアおよびそれに付帯したドキュメント類には、東芝の 
所有権び存在し、著作権法、国際条約条項および他の準拠法によって保護されています。 

「EULA」 の適用を受けない東芝自身び開発または作成したソフトウェアコンポーネンツは、 
ソースコード提供の対象とはなりませんのでご了承ください。 


ご購入いただいた本機は、製品として、弊社所定の保証をいたします。 

ただし、 「EULA」 に基づいて配布されるソフトウェアコンポーネントには、著作権者また 
は弊社を含む第王者の保証びないことを前提に、お客様びご自身でご利用になられることび 
認められるちのびあります。この場合、当該ソフトウェアコンポーネントは無償でお客様に 
使用許諾されますので、適用法令の範囲内で、当該ソフトウェアコンポーネントの保証は一 
切ありません。著作権やその他の第王者の権利等については、一切の保証びなく、’’ as is" (現 
状）の状態で、かつ、明示か黙示であるかを問わず一切の保証を付けないで、当該ソフトウェ 
アコンポーネントび提供されます。ここでいラ保証とは、市場性や特定目的適合性について 
の黙示の保証ち含まれますび、それに限定されるをのではありません。当該ソフトウェアコ 
ンポーネントの品質や性能に関するすべての U スクはお客様び負ラちのとします。また、当 
該ソフトウェアコンポーネントに欠陥びあるとわかった場合、それに伴ラー切の派生費用や 
修理-訂正に要する費用は、ま芝は一切の責任を負いません。適用法令の定め、または書面 
による合意びある場合を除さ、著作権者や上記許諾を受けて当該ソフトウェアコンポーネン 
卜の変更•再配布を為し得る者は、当該ソフトウェアコンポーネントを使用したこと、また 
は使用でさないことに起因する一切の損害についてなんらの責任ち負いません。著作権者や 
第王者び、そのよラな損害の発生する可能性について知らされていた場合でち同様です。なお、 
ここでいラ損害には、通常損害、特別損害、偶発損害、間接損害び含まれます（データの消失、 
またはその正確さの喪失、お客様や第王者び被った損失、他のソフトウェアとのインタフェー 
スの不適合化等を含まれますび、これに限定されるちのではありません)。当該ソフトウェア 
コンポーネンツの使用条件や遵守いただかなければならない事項等の詳細は、を 「EULA」 を 
お読みください。 


本機に組み込まれた 「 EULA 」 の対象となるソフトウェアコンポーネントは、じ(下のとおりです。これらソフトウェアコンポー 
ネントをお客様自身でご利用いただく場合は、対応する [ EULAJ をよく読んでから、ご利用くださるようお願いいたします。 
なお、各 「 EULA 」 は東芝！; I 外の第兰者による規定であるため、原文を記載します。 

本機で使われるフ U —ソフトウェアコンポーネントに関するエンドユーヴーライセンスアグ U —メント 原文 


対応ソフトウエアモジュール 


malloc 

Exhibit D 

libupnp 

Exhibit E 

OpenSSL 

Exhibit F 

FreeType 

Exhibit G 


記号 

言語名 

su 

スンダ語 

sv 

スウェーデン語 

sw 

スワヒリ語 

TA 

夕三ール語 

TE 

テルグ語 

TG 

タジク語 

TH 

タイ語 

Tl 

ティグ IJ ニャ語 

TK 

トゥルクメン語 

TL 

タガ□グ語 

TN 

セツワナ語 

TO 

トンガ語 

TR 

トルコ語 

TS 

ツオンガ語 

TT 

タタール語 

TW 

トゥィ語 

UK 

ウクライナ語 

UR 

ゥルドゥー語 

UZ 

ウズべク語 

VI 

ベトナム語 

VO 

ボラピュク語 

WO 

ウオ□フ語 

XH 

コーサ語 

YO 

3 ルバ語 

ZU 

ズール語 


記号 

言語名 

— 

言語なし 

CHI (ZH) 

中国語 

DUT (NL) 

オランダ語 

ENG (EN) 

英語 

FRE (FR) 

フランス語 

GER (DE) 

ドィッ語 

ITA (IT) 

イタ U ア語 

JPN り A) 

曰本語 

KOR (K0) 

韓国語 

MAY (MS) 

マレー語 

SPA (ES) 

スペイン語 

AA 

アフアル語 

AB 

アブバジア語 

AF 

アフ U 力ーンス語 

AM 

アム八ラ語 

AR 

アラビア語 

AS 

アッサム語 

AY 

アイマラ語 

AZ 

アゼルバイジャン語 

BA 

バシキール語 

BE 

ベラルーシ語 

BG 

ブルガ U ア語 

BH 

ビ八一1」一語 

Bl 

ビスラマ語 

BN 

ベンガル語、バンク'ラ語 

BO 

チベット語 

BR 

スレトン語 

CA 

カタ□ニア語 


記号 

言語名 

C0 

コルシカ語 

CS 

チェコ語 

CY 

ウェールズ語 

DA 

デンマーク語 

DZ 

ブータン語 

EL 

ギ U シャ語 

E0 

エスペラント語 

ET 

エストニア語 

EU 

バスク語 

FA 

ペルシャ語 

円 

フィンランド語 

FJ 

フィジー語 

F0 

フェ□一語 

FY 

フ U ジア語 

GA 

アイルランド語 

GD 

ス]ットランが-ル語 

GL 

ガルシア語 

GN 

グアラニ語 

GU 

グジャラート語 

HA 

八ウサ語 

HI 

ヒンディー語 

HR 

ク□アチア語 

HU 

八ンガ1」一語 

HY 

アルメニア語 

lA 

国際語 

IE 

国際語 

IK 

エスキモー語 

IN/ID 

インドネシア語 


記号 

言語名 

IS 

アイスランド語 

IW/HE 

へブライ語 

J/YI 

イディッシュ語 

JW/JV 

ジャワ語 

KA 

グルジア語 

KK 

カヴフ語 

KL 

グ U- ンランド語 

KM 

カンボジア語 

KN 

カンナダ語 

KS 

カシ S —ル語 

KU 

クルド語 

KY 

キルギス語 

LA 

ラテン語 

LN 

U ンガラ語 

LO 

ラオス語 

LT 

1」トァニァ語 

LV 

ラトビア語、レット語 

MG 

マダガスカル語 

Ml 

マオ1」語 

MK 

マヶドニァ語 

ML 

マラヤーラム語 

MN 

モンゴル語 

MO 

モルダビア語 

MR 

マラータ語 

MT 

マルタ語 

MY 

ミャンマー語 

NA 

ナウル語 

NE 

ネパール語 


記号 

言語名 

N0 

ノルウェー語 

0C 

プ□バンス語 

0M 

(アフアンけ□モ語 
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RU 
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SH 
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SI 
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SK 
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SL 

ス□ベニア語 

SM 
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SN 

シヨナ語 

SO 

ソマ U 語 

SQ 
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SR 
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本機で使われるフリーソフトウエアコンポーネントに関するエンドユーザーライセンスアグリーメント原文(英文) 


ExhibitA 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2, June 1991 

Copyright © 1989, 1991 Free Software Foundation,Inc. 

59 Temple 円 ace，Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software - to make sure the software is free for all 
its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's software and to any other program whose 
authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software is covered by the GNU Library General Public License 
instead.) You can apply it to your programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed to make sure that 
you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), that you receive source code or can 
get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new free programs; and that you know you can do these 
things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to surrender the rights. 
These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the software, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that 
you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show them these terms so they know 
their rights. 

We protect your rights with two steps:(1)copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal permission to 
copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no warranty for this 
free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know that what they have is not the 
original, so that any problems introduced by othe に will not reflect on the original authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistributors of a free 
program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent this, we have made it clear that any 
patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 

GNU GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS AND CONDITIONS FOR 
COPYING, DISTRIBUTION AND MOD 旧 CAnON 

0. This License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying it may be 
distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such program or work, and a "work 
based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the 
Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated into another language. (Hereinafter, translation is 
included without limitation in the term "modification".) Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License;they are outside its scope. The act of 
running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents constitute a work based on the 
Program (independent o 干 having been made by running the Program). Whether that is true depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, provided that you 
conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact all 
the notices that refer to this License and to the absence of any warranty： and give any other recipients of the Program a copy of this 
License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange 
for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Program, and copy 
and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the Program or any 
part there of, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started running for such 
interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropriate copyright notice and a notice 
that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that users may redistribute the program under these 
conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 

(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print such an announcement, your work based on the 
Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Program,and 
can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and its terms, do not apply to those 
sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work 
based on the Program, the distribution of the whole must be on the terms of this License, whose permissions for other licensees 
extend to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you： rather, the intent is to 
exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program (or with a work based on the Program) 
on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable form under the 
terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code,which must be distributed under the terms of 
Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any thirdparty, for a charge no more than your cost of 
physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the corresponding source code, to be distributed 
under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange;©!-, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This alternative is allowed 
only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or executable form with such an offer, in accord 
with Subsection b above.) 

The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable work, complete 
source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used 
to control compilation and installation of the executable. However, as a special exception, the source code distributed need not include 
anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the 
operating system on which the executable runs, unless 

that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though third parties are not 
compelled to copy the source along with the object code. 

4. Y 0 U may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. Any attempt otherwise 
to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate your rights under this License. However, parties 
who have received copies, or rights，from you under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full 
compliance. 

己. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you indicate your acceptance of this License to do so, and 
all its terms and conditions for copying, distributing or modifying the Program or works based on it. 

6.Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives a license from 
the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. You may not impose any further 
restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third parties to 
this License. 

7.If as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do 
not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this 
License and any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Program at all. 

For example, if a patent license would not permit royalty-free redistribution of the Program by all those who receive copies directly 
or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the 
Program. If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is 
intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any 
such claims： this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system, which is implemented 
by public license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that 
system in reliance on consistent application of that system; it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute 
software through any other system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence 0 干 the rest of this License. 

8.If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding 
those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

日 .The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time to time. Such 
new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License which applies to it 
and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either 0 干 that ve に ion or of any later version published 
by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version number of this License, you may choose any version ever 
published by the Free Software Foundation. 


10.lf you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are different, write to 
the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

11 .BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE に NO WARRANTY FOR THE PROGRAM, TO THE 
EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/ 
OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE R に K AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM に WITH YOU. SHOULD THE 
PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12.IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR 
ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PROGRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR 
DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 
INABILITY TO USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED INACCURATE 
OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM TO OPERATE WITH ANY OTHER 
PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Programs 

If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to achieve this is to 
make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to most effectively 
convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice is found. 

<One line to give the program's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © 19yy <name of author> 

This program is free software： you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU General Public License as 
published by the Free Software Foundation： either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License along with this program; if not, write to the Free Software 
Foundation,Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 

Gnomovision version 69, Copyright © 19yy name of author Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details 
type 'show w'. This is free software, and you are welcome to redistribute it under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w' and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. Of course, 
the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c'： they could even be mouse-clicks or menu items - 
whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the 
program： if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne，Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 'Gnomovision' (which makes passes at compilers) written by 
James Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1989 Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program is a subroutine 
library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If this is what you want to do, use the 
GNU Library General Public License instead of this License. 

Exhibits 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE Version 2.1, February 1999 

Copyright © 1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 59 Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MA02111-1307 
USA Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not 
allowed. 

[Th 旧に the first released version of the Lesser GPL It also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the GNU General 
Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software - to make sure the software is free for all its 
users. 

This license, the Lesser General Public License，applies to some specially designated software packages - typically libraries - 
of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest you first think carefully 
about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use in any particular case, based on the 
explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are designed to make 
sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish); that you receive source code or 
can get it if you want it： that you can change the software and use pieces of it in new free programs： and that you are informed that you can 
do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to surrender these 
rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the rights that we gave 
you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code with the library, you must provide 
complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library after making changes to the library and recompiling 
it. And you must show them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which gives you legal 
permission to copy, distribute and/ or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the library is modified 
by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, so that the original author's 
reputation will not be affected by problems that might be introduced by othe に. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a company cannot 
effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. Therefore，we insist that any patent 
license obtained for a version of the library must be consistent with the full freedom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This license, the GNU Lesser 
General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the ordinary General Public License. We use 
this license for certain libraries in order to permit linking those libraries into non-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is legally speaking a 
combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore permits such linking only if the entire 
combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the ordinary 
General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over competing non-free programs. These 
disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many libraries. However, the Lesser license provides 
advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, so that it 
becomes a de-facto standard. Toachieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more frequent case is that a free 
library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to gain by limiting the free library to free software 
only, so we use the Lesser General Public License. 

In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enables a greater number of people to use a large body 
of free so サ ware. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enables many more people to use the whole 
GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 

Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a program that 
is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified version of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the difference between 
a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived from the library, whereas the latter 
must be combined with the library in order to run. 

GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE TERMS AND CONDITIONS FOR 
COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

O.This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the copyright holder 
or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public License (also called "this License"). 
Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/ or data prepared so as to be conveniently linked with application programs 
(which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A "work based on 
the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a work containing the Library or a portion 
of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightforwardly into another language. (Hereinafter, translation is included 
without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, complete source code 
means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, plus the scripts used to control 
compilation and installation of the library. 
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Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. The act of 
running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered only if its contents constitute a work 
based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing it). Whether that is true depends on what the Library 
does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any medium, provided 
that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer of warranty; keep intact 
all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection in exchange 
fora fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, and copy and 
distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application program that uses the 
facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a good faith effort to ensure that, in the 
event an application does not supply such function or table, the facility still operates, and performs whatever part of its purpose remains 
meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely welldefined independent of the 

application. 

Therefore, Subsection 2d requires that any applicationsupplied function or table used by this function must be optional: if the 
application does not supply it, the square root function must still compute square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from the Library, and 
can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License，and its terms, do not apply to those 
sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the same sections as part of a whole which is a work 
based on the Library, the distribution of the whole must be on the terms of this License，whose permissions for other licensees extend 
to the entire whole, and thus to each and every part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, the intent is to 
exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the Library) on a 
volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope o 干 this License. 

3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given copy of the Library. 
To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordinary GNU General Public License, version 
2, instead of to this License. (If a newer version than vei-sion 2 of the ordinary GNU General Public License has appeared, then you can 
specify that version instead if you wish.) Do not make any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public License applies to all 
subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. Y0U may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or executable form under 
the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, 
which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place，then offering equivalent access to copy the 
source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even though third parties are not compelled 
to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by being compiled or 
linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative work of the Library, and therefore falls 
outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the Library (because it 
contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is therefore covered by this License. Section 
6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for the work may be a 
derivative work of the Library even though the source code is not. Whether this is true is especially significant if the work can be linked 
without the Library, or if the work is itself a library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical paramete に， data structure layouts and accessors, and small macros and small inline 
functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether it is legally a derivative work. 
(Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms of Section 6. 

Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the Library to produce a 
work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, provided that the terms permit modification 
of the work for the customer's own use and reverse engineering for debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its use are covered 
by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copyright notices, you must include the 
copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the user to the copy of this License. Also, you must do 
one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including whatever changes 
were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the work is an executable linked with the 
Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", as object code and/or source code，so that the user can 
modify the Library and then relink to produce a modified executable containing the modified Library. (It is understood that the user 
who changes the contents of definitions files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified 
definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses at run time a copy 
of the library already present on the user's computer system, rather than copying library functions into the executable, and (2) will 
operate properly with a modified version of the library, if the user installs one, as long as the modified version is interface-compatible 
with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials specified in Subsection 
目 a, above，fora charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access to copy the above 
specified materials from the same place. 

e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 

For an executable，the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs needed for 
reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need not include anything that is 
normally distributed (in either source or binary form) with the major components Compiler, kernel, and so on) of the operating system 
on which the executable runs, unless that component itself accompanies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not normally accompany 
the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library together in an executable that you 
distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with other library 
facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate distribution of the work based 
on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any other library facilities. 
This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and explaining where to 
find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. Y0U may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this License. Any attempt 
otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will automatically terminate your rights under this License. 
However, parties who have received copies, or rights, from you under this License will not have their licenses terminated so long as such 
parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you permission to modify 
or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not accept this License. Therefore, by 
modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indicate your acceptance of this License to do so, and all 
its terms and conditions for copying，distributing or modifying the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library", the recipient automatically receives a license from 
the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and conditions. You may not impose any 
further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not responsible for enforcing compliance by third 
parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited to patent issues), 
conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the conditions of this License, they do not 
excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as to satisfy simultaneously your obligations under this License and 
any other pertinent obligations, then as a consequence you may not distribute the Library at all. For example，if a patent license would not 
permit royalty-free redistribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could 
satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the section is intended 
to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It IS not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest validity of any such 
claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribution system which is implemented by public 
license practices. Many people have made generous contributions to the wide range of software distributed through that system in reliance 
on consistent application of that system： it is up to the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other 
system and a licensee cannot impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12.If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted interfaces, the 
original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical distribution limitation excluding 
those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus excluded. In such case, this License incorporates 
the limitation as if written in the body of this License. 

1 S.The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License from time to time. 
Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new problems or concerns. Each 
version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of this License which applies to it and "any 
later version", you have the option of following the terms and conditions either of that version or of any later version published by the 
Free Software Foundation. If the Library does not specify a license version number, you may choose any version ever published by the 
Free Software Foundation. 


14.if you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incompatible with these, 
write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, write to the Free Software 
Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the two goals of preserving the free status of all 
derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of software generally. 

NO WARRANTY 

15.BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE LIBRARY, TO THE EXTENT 
PERMITTED BY APPLICABLE UWV. EXCEPT WHEN OTHERW に E STATED IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/ OR 
OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PART に UIJ\R 
PURPOSE. THE ENTIRE 阿 SK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH YOU. SHOULD THE LIBRARY 
PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16.1NNO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY COPYRIGHT HOLDER, OR 
ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR 
DAMAGES, INCLUDING ANY GENERA し SPECIAL INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR 
INABILITY TO USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA B 曰 NG RENDERED INACCURATE OR 
LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE LIBRARY TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), 
EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN ADV に ED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 

How to Apply These Terms to Your New Libraries 

If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making it free software 
that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these terms (or, alternatively, under the 
terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source file to most 
effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer to where the full notice 
is found. 

<one line to give the library's name and a brief idea of what it does.> 

Copyright © <year> <name of author〉 

This library is free software： you can redistribute it and/or modify it under the terms of the GNU Lesser General Public License as 
published by the Free Software Foundation： either version 2 of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY WARRANTY： without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public License along with this library： if not, write to the Free Software 
Foundation,Inc., 59Temple 円 ace, Suite 330, Boston, MAO 2111 -1307 USA 
Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright disclaimer" for the 
library, if necessary. Here is a sample： alter the names: Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the library Trob' (a 
library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

く signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon,President of Vice 
That's all there is to it! 

ExhibitC 

参利用と配布 

Copyri 邑 ht ( c )1997,1998,1999 The PPxP Development Team, All rights 

厂 osgrved 

下の条件び満たされる限り、変更の有無に関係なくソースおよびバイナ u 形式での再配布 
と利用を許可します： 

ソースコードの再配布には上記の著作権表示、これらの条項と後述の免責条項びそのまま含 
まれていなければなりません。パ'イナ U 形式の再配布には上記の著作権表示、これらの条項 
と後述の免責条項び配布に含まれている文章、ちしくはその他の資料にそのまま含まれてい 
なければなりません。 

このソフトウェアの機能や利用ち法について記述されている全ての宣伝資料には下の文章 
を記載して下さい： 

この製品には PPxP 開発チームによって開発されたソフトウェアび含まれています。 

事前承諾なしにこのソフトウェアから派生した製品の推奨や宣伝のためにこのチームや賛同 
者達の名前を利用することはでさません。 

•巧責 

PPxP 開発チームび提供しているのはソフトウェアそのちののみであり、保証や責任などを提供してい 
るわけではありません。このソフトウェアを導入したり、利用したりすることにより、あるいは何もし 
ないことによって生じたいかなる問題についてもこのチーム、そのメンバー、テスター、および本ソフ 
トウェア内に名前び記載されている者び責任を負ラことはありません。 

ExhibitD 

This is a version (aka dimalloc) of malloc/free/realloc written by Doug Lea and released to the public domain. 

Use, modify, and redistribute this code without permission or acknowledgement in any way you wish. Send questions, comments, 
complaints, 

performance data, etc to dl@cs.oswego.edu 

VERSION 2.7.2 Sat Aug 17 09:07:30 2002 Doug Lea (dl at gee) 

Note: There may be an updated version of this malloc obtainable at 

ftp://gee.cs.oswego.edU/pub/misc/malloc.c 
Check before installing! 

ExhibitE 


under an open source software distribution license in 2000. 

Copyright (c) 2000 -2003 Intel Corporation All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 
are met: 

Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

Neither name of Intel Corporation nor the names of its contributors may be used to endorse or promote products derived from this 
software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE に PROVIDED BY THE COPYRIGHT HOLDERS AND CONTRIBUTORS "AS に'' AND ANY EXPRESS OR 
IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS 
FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE DISCUMMED. IN NO EVENT SHALL INTEL OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL SPECIAL, EXEMPU^RY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO， 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE，DATA, OR PRO 円 TS: OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE 
POSS 旧 ILITY OF SUCH DAMAGE. 

ExhibitF 


LICENSE ISSUES 

The OpenSSL toolkit stays under a dual license, i.e. both the conditions of the OpenSSL License and the original SSLeay license apply 
to the toolkit. 

See below for the actual license texts. Actually both licenses are BSD-style Open Source licenses. In case of any license issues related 
to OpenSSL please contact openssl-core@openssl.org. 

OpenSSL License 


Copyright (c)1998-2008 The OpenSSL Project. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions are 
met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit, (http://www.openssl.org/)" 

4. The names "OpenSSL Toolkit" and "OpenSSL Project" must not be used to endorse or promote products derived from this 
software without prior written permission. For written permission, please contact openssl-core@openssl.org. 

5. Products derived from this software may not be called "OpenSSL" nor may "OpenSSL" appear in their names without prior written 
permission of the OpenSSL Project. 
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6. Redistributions of any form whatsoever must retain the following acknowledgment: 

"This product includes software developed by the OpenSSL Project for use in the OpenSSL Toolkit (http://www.openssl.org/)" 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE OpenSSL PROJECT ''AS IS" AND ANY EXPRESSED OR IMPLIED WARRANTIES, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR 
PURPOSE ARE D に CLAIMED. IN NO EVENT SHALL THE OpenSSL PROJECT OR ITS CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY 
DIRECT, INDIRECT INCIDENTAL SPECIAL EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, 
PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PRO 円 TS; OR BUSINESS INTERRUPTION) 
HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING 
NEGLIGENCE OR OTHERW に E) ARISING IN ANY WAY OUT OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADV に ED OF THE 
POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 


This product includes cryptographic software written by Eric You * (eay@cryptsoft.com). This product includes software written by Tim 
Hudson (tjh@cryptsoft.com). 


Original SSLeay License 


Copyright (C)1995-1998 Eric Young (eay@cryptsoft.conn) All rights reserved. 

This package is an SSL implementation written by Eric Young (eay@cryptsoft.com). 

The implementation was written so as to conform with Netscapes SSL 

This library is free for commercial and non-commercial use as long as the following conditions are aheared to. The following conditions 
apply to all code found in this distribution, be it the RC4, RSA, lhash, DE& etc., code： not just the SSL code. 

The SSL documentation included with this distribution is covered by the same copyright terms except that the holder is Tim Hudson (tjh@ 
cryptsoft.com). 

Copyright remains Eric Young's, and as such any Copyright notices in the code are not to be removed. 

If this package is used in a product, Eric Young should be given attribution as the author of the parts of the library used. 

This can be in the form of a textual message at program startup or in documentation (online or textual) provided with the package. 
Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the following conditions 

are met: 

1. Redistributions of source code must retain the copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following disclaimer in the 
documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 

"This product includes cryptographic software written by Eric Young (eay@cryptsoft.com)" The word 'cryptographic' can be left out 
if the rouines from the library being used are not cryptographic related 

4. If you include any Windows specific code (or a derivative thereof) from the apps directory (application code) you must include an 
acknowledgement: 

"This product includes software written by Tim Hudson (tjh@cryptsoft.com)" 

THIS SOFTWARE !S PROVIDED BY ERIC YOUNG '、AS に "AND ANY EXPRESS OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT 
LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE ARE D に CLAIMED. 
IN NO EVENT SHALL THE AUTHOR OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, SPECIAL, 
EXEMPU\RY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING，BUT NOT LIMITED TO, PROCUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR 
SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PRO 円 TS; OR BUSINESS INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF 
LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY 
WAY OUT OF THE USE OF TH に SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 

The licence and distribution terms for any publically available version or derivative of this code cannot be changed. し e. this code 
cannot simply be copied and put under another distribution licence [including the GNU Public Licence.] 


ExhibitG 

The FreeType Project LICENSE 
2006 -」an-27 

Copyright 1996-2002, 200 6 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg 
Introduction 


The FreeType Project is distributed in several archive packages; 

some of them may contain, in addition to the FreeType font engine, various tools and contributions which rely on, or relate to,the 
FreeType Project. 

This license applies to all files found in such packages, and which do not fall under their own explicit license. 

The license affects thus the FreeType font engine, the test programs, documentation and makefiles, at the very least. 

This license was inspired by the BSD, Artistic, and !JG (Independent JPEG Group) licenses, which all encourage inclusion 
and use of free software in commercial and freeware products alike. As a consequence, its main points are that: 

0 We don't promise that this software works. However, we will beinterested in any kind of bug reports, [as is' distribution) 

0 You can use this software for whatever you want, in parts or full form，without having to pay us. froyalty-free' usage) 

0 You may not pretend that you wrote this software. If you use it, or only parts of it, in a program, you must acknowledge 
somewhere in your documentation that you have used theFreeType code, fcredits') 

We specifically permit and encourage the inclusion of this software, with or without modifications, in commercial products. 
We disclaim all warranties covering The FreeType Project and assume no liability related to The FreeType Project. 

Finally, many people asked us for a preferred form for a credit/disclaimer to use in compliance with this license. We thus 
encourage you to use the following text: 


Portions of this software are copyright 2 <year> The FreeType Project (www.freetype.org). All rights reserved. 
Please replace <year> with the value from the FreeType vei-sion you actually use. 

Legal Terms 


0. Definitions 


Throughout this license, the terms 'package', 'FreeType Project', and 'FreeType archive' refer to the set of files originally distributed 
by the authors (David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg) as the 'FreeType Project', be they named as alpha, beta or final 
release. 

'You'「efei-s to the licensee, or person using the project, where 'using' is a generic term including compiling the project's source code 
as well as linking it to form a 'program' or'executable'. 

This program is referred to as 'a program using the FreeType engine'. 

This license applies to all files distributed in the original FreeType Project, including all source code, binaries and 
documentation, unless otherwise stated in the file in its original, unmodified form as distributed in the original archive. 

If you are unsure whether or not a particular file is covered by this license, you must contact us to verify this. 

The FreeType Project is copyright (C)1996-2000 by David Turner, Robert Wilhelm, and Werner Lemberg. All rights reserved except 
as specified below. 

1.No Warranty 


THE FREETYPE PROJECT IS PROVIDED 'AS IS' WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESS OR IMPLIED, 
INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND 円 TNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. 
IN NO EVENT WILL ANY OF THE AUTHORS OR COPYRIGHT HOLDERS BE LIABLE FOR ANY DAMAGES CAUSED BY THE USE 
OR THE INABILITY TO USE, OF THE FREETYPE PROJECT 

2. Redistribution 


This license grants a worldwide, royalty-free, perpetual and irrevocable right and license to use, execute, perform, compile, 
display, copy, create derivative works of, distribute and sublicense the FreeType Project (in both source and object code forms) 
and derivative works thereof for any purpose; and to authorize others to exercise some or all of the rights granted herein, 
subject to the following conditions: 


0 Redistribution of source code must retain this license file fFTLIXT') unaltered; any additions, deletions or changes to the 
original files must be clearly indicated in accompanying documentation. The copyright notices of the unaltered, original files 
must be preserved in all copies of source 刊 es. 

0 Redistribution in binary form must provide a disclaimer that states that the software is based in part of the work of the 
FreeType Team, in the distribution documentation. We also encourage you to put an URL to the FreeType web page in your 
documentation, though this isn't mandatory. 

These conditions apply to any software derived from or based on the FreeType Project, not just the unmodified files. 

If you use our work, you must acknowledge us. However, no fee need be paid to us. 

3. Advertising 


Neither the FreeType authors and contributors nor you shall use the name of the other for commercial, advertising, or promotional 
purposes without specific prior written permission. 

We suggest, but do not require, that you use one or more of the following phrases to refer to this software in your documentation or 
advertising materials: 'FreeType Project', 'FreeType Engine', 'FreeType library', or 'FreeType Distribution'. 

As you have not signed this license, you are not required to accept it. However, as the FreeType Project is copyrighted 
material, only this license, or another one contracted with the authors, grants you the right to use, distribute, and modify it. 
Therefore, by using, distributing, or modifying the FreeType Project, you indicate that you understand and accept all the terms of 
this license. 

4. Contacts 


There are two mailing lists related to FreeType: 

0 freetype@nongnu.org 

Discusses general use and applications of FreeType，as well as future and wanted additions to the library and distribution. If 
you are looking for support，start in this list if you haven't found anything to help you in the documentation. 

0 freetype-devel@nongnu.org 

Discusses bugs，as well as engine internals, design issues, specific licenses, porting, etc. 

Our home page can be found at 

http://www.freetype.org 


参 意匠-仕様-ソフトウエアは製品改良のため予告なく変更するこ 
とびあります。 

《 Porti 日 ns of this software are copyri 呂 ht © ] 996-2007 The 
FreeType Project ( www . freetype . or 呂 ). All rights reserved . 

《This product includes software developed by the OpenSSL 
Project for use in the OpenSSL Toolkit ( http :// www . 
openssl . or 呂 /). 

《This software is based in part on the work of the 
Independent JPEG Group . 

※この製品には PPxP 開発チームによって開発されたソフトウエア 
び含まれています。 

※この製品に含まれているソフトウエアを IJ バース-エンジニア IJ ン 
グ、逆アセンブル、逆コンパイル、分解またはその他の方法で解析、 
および変更することは禁止されています。ただし、 LGPL び適用さ 
れるソフトウエアについては、お客様ご自身の個人的使用のための 
改変にかかるデバッグのためである場合は、この限りではありませ 
ん。 
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商品の保 ii [とアフタ-ヴ-ビス 


化ずお読み<ださい 


巧証書（別添) 


•保証書は、必ず「お買い上げ 
曰-販売店名」などの記入 
をお確かめのうえ、販売店か 
ら受け取っていたださ内容を 
よくお読みのあと、たいせつ 
に保管してください。 


補修用性能部品について 


•当社は、ブルーレイディスクレコーダーの補修用性能部品を製造打ち切り後、 
8年保有しています。 

-補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 
•修理のために取りはずした部品は、当社で引さ取らせていたださます。 
•修理の際、当社の品質基準に適合した再利用部品を使用することびあります。 


保証期間 

お買い上げ曰から]年間です。ただし、業務用にご使用の場合、あるいは特殊使用の場合は、保証期間内でわ 
「有料修理」とさせていたださます。詳しくは保証書をご覧ください。 


修理を依頼されるとまは〜持込修理 


異常のあるとさは、使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買い上げの販売店にご連絡ください。 


保証期間中は 


商品の修理に際しましては保証書をご提示くださし、。 
保証書の規定に従って販売店び修理させていただきます。 


ご連絡していただきたい内容 

品 名 

ブルー レイディスクレ コーダー 

お 名 

DBR - Z 260 

お買い上げ日 

年月 曰 

故障の状況 

でさるだけ具体的に 

ご 住 所 

付近の目印なども合わせてお知らせ 
<ださい 

お 名前 


電話番号 


便利メモ 

お買い上げ店名 

巧 （） - 


お客様へ…おぼえのため、お買い上げ店名を記入すると便利です。 


[ _保証期間び過ざているときは_ j 

商品を修理ずれば使用できる場合には、ご希望によつ 
て有料で修理させていただきまず。 

修理料金の仕組み 


5故障した商品を正常に修復するための料金で 

術 サ 
料 

+ 


叩 

品 修理に使用した部品代金です。 

代 


商品の修理サービスはお買い上げの販売店がいたしまず。 

■修理-お取扱い-お手入れについてのご相談な!5びにご依頼はお買い上げの販売店にお申し付けください。 


乾居されたり、ご贈答品などで,販売店に修理のご相談ができない場合 

まち DVD インフオメーシヨンセンター 

携帯電話か 5 のご利用は 

議0120 - 96-3755 黨 〇已 70-00-37 已已（通請5料：有料） 

受付時間： 3目5曰9:00〜20:00 PHS や IP 電話などからのご利用は 

03-6830-1 8已5 (通話料：有料） 

-「東芝 DVD インフオメーシヨンセンター」は株式会社東芝デジタルプ□ダクツ&サービス社び運営しております。 

-お客様からご提供いただいた個人情報は、修理やご相談への回答などの情報提供に利用いたします。 

-利用目的の範囲内で、当該製品に関連する東芝グループ会社や協力会社に、お客様の個人情報を提供する場合びあります。 


■新商品などの商品選びや、お買い上げ後の基本的な取扱方法および編集やネットワークなどの高度な 
取扱方法などのご相談については裏表紙をご覧ください。 

己 -CAS 力ード ID 番号記入欄 

•下欄に目- CAS カードの ID 番号をご記入ください。お問い合わせの際に役立ちます。 
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商品のお巧い合わせに閲して 

《間違い電話が増えております。電話番号をよくお確かめのうえ、おかけいただきますようお願いいたします。 


基本的な取扱方法や故障と思われる場合のご確認 


まちブルーレイ/ DVD く レグザ > お客様ヴポートページをご覧くだをい 

http://www.toshiba.co.jp/regza/bd dvd/ 



商品選びのご相談や、お買い上げ後の基本的な取扱方法、故障と思われる場合のご相談 


-新製品などの商品選びのご相談 
-各種ケーブルの接続などのご相談 
- U モコン設定や時刻合わせなどの基本的な設定 
-内蔵チューナーのチャンネル設定 

上記についてのお問い合わせは 

『まち DVD インフオメーシヨンセンター』 

0120 - 96-3755 

(フ U —ダイヤルは携帯電話- PHS など 
一部の電話ではご利用になれません） 

受付時間： 365曰9:00〜20:00 


-電子番組表の設定 
-録画/再生/削除などの基本操作 
•表示窓に 「 ERXXXX 」 などび表示されたとさ 
(を：ネットワーク接続設定を除さます。） 


f 携帯電話からの I 
I ご利用は J 

fPHS や IP 電話' 
I からのご利用は/ 


FAX 


ナビダイヤル 
(通話料：有料) 


(通話料：有料) 


馆料） 


0570 - 00-3755 
03 - 6830-1855 
03 - 3258-0470 



本機に関する編集やネットワークなどの高度な取扱方法 


ネットワークに関してのご相談 

その他の RD / AK シ U —ズの機能に関してのご相談 


録画/編集などの高度な操作について 


上記についてのお問い合わせは 『RD シリーズサポートダイヤル』 

0570 - 00-0233 


ナビダイヤル 
(通話料：有料) 


(PHS • —部の IP 電話などでは、 

ご利用になれない場合びあります） 


受付時間： 365曰9:00〜18:00 


お問い合わせの前に、本機のお名と製造番号（今添付の保証書）とソフトウェアのバージョン(操作編耐)をご確認ください。 

お名： 

製造番号： 

ソフトウェアのバージヨン： 


•「東芝 DVD インフォメーションセンター」 「 RD シ U —ズヴポートダイヤル」は株式会社東芝デジタルプ□ダクツ&サービス 
社び運営しております。 

•お客様の個人情報は、「東芝個人情報保護ち針」に従い適切な保護を実施しています。 

•お客様からご提供いただいた個人情報は、ご相談への回答、カタ□グ発送などの情報提供に利用いたします。 

•ま芝グループ会社または協力会社び対応させていただくことび適切と判断される場合に、お客様の個人情報を提供することびあります。 


り 

愛情点検 


長年ご使用のブルーレイディスクレコーダーの 熱、湿気、ホコ U などの 影響 や、使用の度合いによって部品び劣化し、故障 
点検をぜひ！ したり、ときには安全性を損なって事故につなびることもあります。 


ご使用の際 
このよラな症状は 
ありませんか？ 


• 再生してを音や映像び出ない。 

参煙び出たり、異常なにおいや音びする。 

参水や異物びはいった。 

参ディスクび傷ついたり、取り出しびでさない。 
参電源コード、プラグび異常に熱くなる。 

参その他の異常や故障びある。 


■ このよラな場合、故障や事故防止のため、すぐに 
電源プラグをコンセントから抜いて、必ずお買 
い上げの販売店に点検•修理をご相談<ださい。 
ご自分での修理は危険ですので、絶対にしない 
で < ださい。 
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